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楔子　プロローグ







　世界のはじめ、最初にあったのは『気ウイル』である。




　すべての物質の元、すべてのエネルギーの基もと、それが気なのだ。

　気は陰いんと陽ようとに分かれていた。陰陽、プラスマイナスの組み合わせは無限であり、ありとあらゆる事象、ありとあらゆる物質が創造された。

　そうして宇宙が誕生した。




　森しん羅ら万ばん象しようが生じてから長い時を経へた。

　いつのころからか気の中に、穢けがれ、変質したものが出てきた。気に清せい濁だくの別ができたのだ。

　原初の姿をとどめる気が清、穢れたものは濁。清の気は上に集まり、悪あしき濁の気は下へ沈しずんでいく。

　そうして宇宙は、清の気だけの世界『三清境』、濁の気だけの世界『夜台』、その中間で清濁が雑まじる世界『人界』の三つに分ぶん裂れつした。




　人界はさらに、人界を管理運営する神々の組織がある『天堂』、生ある者の住む『地界』、死者の領域である『冥府』の三つに分かれる。




　宇宙は三つに分かれ、さらにそれぞれがまた三つに分かれている。

　地界こそは三三宇宙のちょうど中心といえた。




　地界は、一辺が歩いて二年かかる長さの正八角形で、天堂・冥府までを貫つらぬく八本の柱で支えられている。

　その広い地界の中心が帝国エンパイアジギィ、帝国ジギィの中心が帝てい都とハイライズである。帝都は官かん僚りよう組織の頂点であり、物資や人の集まる場所であり、地界最高の権けん威い者しやである皇こう帝ていの住まう所であった。

　現在、組織を運営するときには必ず生まれるような摩ま擦さつはあるものの、帝国ジギィはおおむねよく治まっている。平和を謳おう歌かしているといってもよかった。




　しかし……




　そう遠くない未来において、帝国に大きな混乱が起こるだろう。

　それはやがて天・地・冥の三界を揺ゆるがす大事件に発展するのだが……、ここに、その事件の根幹に深く関かかわることになる一人の少年がいる。

　はじめは単に他者を助けるだけのつもりで参加した少年も、やがてそれは彼かれ自身の事件でもあるということに気づくだろう。そして少年は、幾いく多たの戦いを乗のり越こえて進み、大いなる破局の到とう来らいを食い止めることになる。それができるのは彼だけなのだ。

　少年の行いは人々に広く知られることなく、彼は英えい雄ゆうにはならない。称たたえられぬ功績は少数の者の記き憶おくにのみ残るだろう。




　その一連の出来事において最初の楔くさびが打たれるのは、つまり物語がどの時点から説き起こされるのかといえば、少年がハイライズのはるか東南、帝国の片かた隅すみを歩いているところからになる。……







第一章　道児と王女







　歩く、というより草むらをかきわけている。

　リョウトは旅の装いをし、手荷物を入れた嚢ふくろを背に、林の中を進んでいた。服が土で汚よごれているのは、つい今しがたすっ転んだせいだ。草むらの中に、人が丸まったくらいの大きさにえぐれていた穴があった。それに気づかなかったのだ。

　わざわざ街かい道どうをそれて林の中に入った結果がこれだ。まさかあんなところにあんな大きな穴があったとは。深さがそれほどでもなかったのが救いだ。

　おりしも季節は秋。生おい茂しげる草は緑より茶色の割合が多い。木々もあるいは葉を紅あかく染め、あるいは枯かれた葉を落とし、一部は緑のまま立っている。

　林に入ってすぐは、さほど下生えの背も高くなくて歩きやすかったが、進むごとにだんだん草も木も密度を増して、林の出口近くまで来た今は、背せ丈たけより高い草を手で押おしのけて進まなければならない。

　前に伸のばした手が直接風に触ふれた。草むらが途と切ぎれたのだ。次いで視界が開ける。

　林を抜ぬけた先には、波の打ち寄せる浜はまが白く、光のきらめく水が広がる。はるか先に、空との境界、水平線がまっすぐ引かれている。

　海だ。

　鮮あざやかな砂すな浜はまがずっと左右に伸び、砂の中にときおり、岩が黒くごつごつとした顔を出だしている。

「おお～……これが海かぁ」

　まっすぐ林を突つっ切きった理由がこれだ。海だ。

　リョウトは、海は初めてだった。街道から日差しを浴びて光る海が見えたとたんに、道なりに林を迂う回かいするなんて悠ゆう長ちようなことをしていられなくなったのだ。

　目を輝かがやかせて光景を見ていたが、わりとすぐに興奮は収まった。

「湖とあんま変わんないな」

　リョウトが住んでいたところの近くの湖は対岸が見えないくらいの広さを持つので、岸辺に立った眺ながめは海とさほど差がないのだ。

「なんか臭くさいし」

　リョウトは顔をしかめる。当然、潮のにおいを嗅かぐのははじめてだった。

　あたりに人の姿はない。人の気配といったら、左手に見える街道のずっと先、陸地が海に突き出た鼻の部分に、霞かすむように見える集落くらいだ。昼前ということで炊すい事じの煙けむりが上っている。

　帝国エンパイアジギィは広い。億を超こえる人間を容いれてなお余りある広さがある。

　都市や村など人の住むテリトリーを出れば、こうして手つかずの自然が広がっている。帝国の国土を見下ろしてみたなら、人間の領域など自然の大海に浮うかぶ島にすぎないことがわかるだろう。

「そうだ、ほんとに水が塩しお辛からいのか確かめてみよう」

　砂を踏ふんで波なみ打うち際ぎわに近づいていく。

　その足が止まったのは、妙みようなものを見たからだ。

　リョウトより二〇メートルくらい斜ななめに離はなれたところ、波打ち際からやや距きよ離りのある海面に、人の頭部が姿を現した。そのまま海から上がってくる。

　それは、潜もぐっていたというよりは、ずっと海底を歩いてきて、浅くなったから姿を現しただけ、とでもいうような登場の仕方だった。

　美しい少女であった。色白で透すき通とおるような肌はだ、大きな瞳ひとみを飾かざる長いまつげ、薄うすい唇くちびる。

　彼かの女じよは服を着ていた。それも、泳ぎに適しているとは思えないものだ。今日び宮きゆう廷ていか舞ぶ台たいの上くらいでしか見られない古風なツーピースのドレスで、金糸銀糸で編んだ錦にしきの衣うわぎに、優美にひだのついた緑色の長い裳スカートという姿だ。また、腰こしに剣けんを佩はいていた。上品なドレスに兵器は似合わない。

　まるで夢を見ているようだ。海から上がったばかりだというのに、服が濡ぬれた様子がまるでないのだ。端はしから水が滴したたっているというのに、うわぎはふわりと彼女の体を包つつんでいるし、スカートのひだも風に反応して揺れている。

　結ゆわずに下ろしている長い緑の黒くろ髪かみも、手て櫛ぐしを入れただけで、もう濡れていないのと同じようにさらりとした。色の違ちがうふた筋の前髪が、触しよつ角かくのように左右に分かれてうしろに流れている。

　少し大きい波が届いて、自分の靴くつの爪つま先さきを濡らしたことにもリョウトは気づいていない。

　少女は周囲を見回して、すぐにリョウトを見つけた。

　二人の目が合った。リョウトはなんとはなしにどきっとして、少女が友好的な笑えみを浮かべて近づいてくるのをただ見ていた。

　リョウトの前まで来て、少女は軽く両手を合わせて礼を施ほどこした。

「お尋たずねします。ハイライズへはどう行けばいいでしょう」

　柔やわらかな中にも凛りんとした気品の感じられる美しい声であった。

　街道で旅人から訊きかれるならともかく、服を着たまま海から上がってきたばかりの少女から波打ち際で質問される内容としては違い和わ感かんがぬぐえない。

　一体何者だ。

　リョウトの好こう奇き心しんが頭をもたげてきた。

「こっちからも訊いていい？」

「何をです？」

「いろいろ。登場からして気になることだらけだもんな」

「ある程度なら構いませんが、まずわたしの質問に……」

　少女の言葉は妙な音で遮さえぎられた。ゴボゴボと音を立てて海面の一部が泡あわ立だっている。

「なんだあれ？」

　リョウトは、少女の顔がこわばっているのに気づいた。その唇から声が漏もれる。

「来ましたか――」

　次の瞬しゆん間かん、海中から五人の男が吐はき出された。水の中から一気に五メートルくらいの高さまで飛び上がり、波打ち際に着地。全員、鎧よろい姿すがただ。小さな金きん属ぞく片へんをうろこのようにつなぎ合わせた魚鱗甲スケイルアーマーを着用している。今の主流は厚手の戦袍コートの上から掩心むねあて、籠こ手て、足は臑当レガーズといったセパレートスタイルである。男たちの出いで立たちは、三〇〇年以上前のものだ。

　時じ代だい錯さく誤ごといえば少女の服装もそうだ。

　男たち五人の内二人がこちらへ向かって再び跳とんだ。残り三人は低い姿勢で、リョウトと少女を囲むように、砂を蹴け立たてて恐おそるべき速度で散開する。水中からのジャンプもそうだが、いずれも常人では不可能な動きだ。しかも重い鎧を着ての動きである。

　男たちは一いつ斉せいに、こちらに向かって縄なわを投げた。先せん端たんに卵大の錘おもりがついており、直ちよく撃げきすれば命を落としかねないスピードで、空中から二条、地上から三条、同時に襲おそってくる。

　突とつ然ぜんのことに反応が遅おくれたリョウトの襟えり首くびを、少女の手が掴つかんだ。

「おまえは逃にげなさいっ」

　その声をリョウトは空中で聞いた。たおやかな少女が片手を軽く振ふっただけで、リョウトの体は猫ねこの子のように宙を舞まった。

「おわあっ！」

　たっぷり五メートルは飛ばされて、草むらの中に突っ込んだ。

　人一人を片手で放ほうり投なげるなど、どう考えても尋じん常じような力ではない。

　リョウトは草むらの中ですぐ跳はね起おきる。

　草の陰から覗のぞいてみると、リョウトに気を取られたせいか、少女の右手首、リョウトを投げたほうの手に縄が巻きついていた。他の四条の縄は避さけたようだ。リョウトがいなければ全すべて避けられたのかもしれない。

　少女は男と縄を引っ張り合う。さっきリョウトを投げたことからすると少女は十人力はありそうだが、鎧の男も互ご角かくに引き合っている。

　すると男のほうも人並み外れた力を持っているのだろう。

「ってことは……」

　間ま違ちがいない。

　あの男たちと少女は皆みな、ウィルドライヴをしている。

　それでなくてあの力が出せるわけがない。

　縄に捉とらえられた少女は振り払おうと手を動かす。

「放しなさい！」

「お戻もどりくださるのなら今すぐにでも」

「そうはいきません！」

「ではこちらも放すわけには参りません」

　攻こう撃げきするようなまねをしておきながらも、男たちの口調には少女に対する敬意が感じ取れる。いったいどんな事情があるのか。戻れと言っているのだから家出か？　男たちの態度と少女の言動からして彼女はいいとこのお嬢じようさんのようだし。いやでもそれにしては荒あらっぽいやり方だ。そもそもなんで海から出てきたのだ。

　ぐいと手首に巻きついた縄を男たちが二人がかりで引っ張ると、さすがに少女の体勢が崩くずれかけた。少女の足がそろったところを別の縄が襲った。スカートの下部ごと両足をぐるぐる巻きにされて、その場に倒れ込んでしまう。

　これは黙だまって覗いている場合ではない。

　リョウトはおもむろに草むらから出てきた。わざとのんびりとした様子で砂を踏んで歩く。

「やあ、どうもどうも」

　表情からも緊きん張ちようを去って、散歩の途と中ちゆうのような気安さで手を上げた。そのまま自然な速度で、まるで当然のことをしているように、すっと少女の近くにかがみこんだ。

　少女は目を丸くしているし男たちもとっさに動けないでいる。リョウトのことが読めないのだ。間を外された格好である。

「ちょいと失礼」

　リョウトは少女の腰に手を回した。

「なっ、何をするんです」

「痴ち漢かんじゃないよ。危ないから動くな。借りるぜ」

　少女の腰の鞘さやから剣を引き抜こうとして気づいた。これは双そう剣けんだ。ひとつの鞘に二本の剣が差してある。リョウトはその片一方を抜いた。

　刀身が陽光を反射して目を射ると、さすがに正気を取り戻した男たちが色めき立つ。

「き、貴様何者だ！」「動くな！」

「そう言われてもなぁ。可愛かわいい女の子にこんなことしちゃいけないよ」

　小さく鋭するどく剣を振るって、少女に絡からんだ縄を断たつ。ただしぐるぐる巻きになった両足はすぐにはほどけないようだ。

「殺せ！」

　縄を切られていない三人の男たちがリョウトに向けて縄を投げた。絡め取るのでなく先端の錘で打だ撃げきするための容よう赦しやない攻撃が、異なる方向からタイミングを変えて襲いかかる。

「危ないっ」

　声を上げたのは少女だ。

　リョウトは唸うなりをあげる錘を、避けもせず、目にもとまらない早はや業わざで、三つとも片手で弾はじき返かえした。

　それは普ふ通つうの人間ができる反応ではなかった。

「まさか、貴様もウィルドライヴを……！」

　男たちは愕がく然ぜんとし、次いで警けい戒かいして身構えた。少女も驚おどろき顔でリョウトを見上げている。

「ふふふ」

　にやりと笑ってリョウトは立ち、構えてみせる。じり、とわずかに男たちは後退した。

　一いつ触しよく即そく発はつの空気が流れる。

「いくぜ……せりゃあ！」

　裂れつ帛ぱくの気合をあげ、一気に男たちに踏み込むか、と思わせた次の瞬間、リョウトはくるりと回れ右をした。少女の体を担かつぎ上あげ、うしろ向きに肩かたに乗せて、一気に草むらに駆け込んだ。

　逃げたのだ。

「ま、待て！」「追え！」「逃がすな！」

　リョウトは林の中を勢いよく駆け抜ける……と見せかけて、急に止まって隠かくれた。来るときに落ちた穴がある。ここに入って身をかがめていれば、よほど近くまで来ない限り見えない。来ても下に注意していなければ見み逃のがす。

「静かにしてろよ」

　少女に囁ささやく。

　息を潜ひそめるその脇わきを、男たちは走っていってしまった。

　音がしなくなってしばらくしてから、ようやくリョウトは立ち上がった。

「ふう」

　リョウトは一息ついた。少女を肩に乗せたまま、がさがさと草をかき分け、さっきの浜に出た。街道のほうへ戻ると男たちと鉢はち合あわせする可能性がある。

「もういいでしょう、下ろしなさいっ、ちょっと、聞いてるんですか」

　担がれたままの少女が騒ぎ出した。怒おこっているというより恥はずかしがっているようだ。

「あんま騒ぐなって。あいつらに聞こえるかもよ」

　聞こえる範はん囲いにいるとも思えないが、そう言われて、少女は声のトーンを落とした。

「まずその手をどけるんです。不ふ埒らちな」

　そういえばリョウトは、落とさないようにと彼女のふとももあたりを抱かかえていた。意識すると少女の脚あしはなかなかの張りと弾だん力りよく。視線を横に向けると少女のお尻しりが目の前にある。

　不埒ついでに、ちょっと触さわってみた。

「～～っ！」

　少女は真っ赤になってリョウトの後頭部に肘ひじ鉄てつを連続で落とした。

「いって！　いてっ」

「無礼者！　無礼者っ！」

「わかった、下ろすから後頭部はやめて」
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　リョウトは丁てい寧ねいに彼女を地面に立たせ、足に絡んだ縄を解いた。改めて美しい少女だと思った。頬ほおは上気して赤みを帯びている。よく見れば、彼女の額の真ん中に、朱しゆ墨ずみで書いたらしい図印があった。

　少女はリョウトを睨にらみつけている。無言の圧力。

「……怒ってる？」

「怒ってます！　ありがとうございますっ」

「は……え？」

「今のは助けてくれたことへの感謝です」

　まだ怒ったような顔で、ぷいと顔をそむけた。

　どういたしましてと言うのも変なのでリョウトは黙っていた。

　沈ちん黙もくは長くは続かず、顔を戻した少女は、じっ……と値ね踏ぶみするようにリョウトを見み据すえて、

「おまえ、何者です？　ウィルドライヴを使いましたね？」

「それはこっちの台詞せりふだよなぁ」

　少女が何者なのかこっちが知りたいところだ。リョウトは笑ったが、少女は真ま面じ目めな顔でリョウトの返答を待っている。息を吐いて、リョウトは背筋を伸ばし、きっちり両手を合わせて礼を施した。

「酒しゆ香こう堂どう主人インシュンの弟で子し、道どう児じリョウトだ。号ハンドルは特にない」




　　　・




　世界を成り立たせているすべての物質、すべての現象の元となる偉い大だいなる『気ウイル』。体内にあるその気を全身に巡めぐらせ、循じゆん環かんさせる。

　気の循環は身体を活性化させ、さらに気を生む。体内の気の量が増大するのだ。

　気を回転させることによって気を増やす。

　これがウィルドライヴだ。

　体内に、気が滞とどこおりなく循環できるように道を作るのだ。これには才能と、修練が必要である。特に気の巡りが滞りやすい三ヶ所、道のたとえならば渋じゆう滞たいしやすい大きな交差点に当たるのが、頭頂・胸・臍せい下かの『丹田ジヤンクシヨン』だ。丹田の操作・駆く動どうがウィルドライヴの速度を決定する、大きなポイントである。

　増加したウィルは、身体にフィードバックされて、常人をはるかに超えた身体能力をもたらす。家を飛び越え、岩を砕くだき、馬よりも速く駆ける。

　ウィルドライヴは超ちよう人じんへの入り口なのだ。

　まれに独力でウィルドライヴに開眼する者もいるが、ほとんどは才能を見み出いだされた者が師について修練する。リョウトもその例の内であった。先ほどリョウトが名乗った『道児』とはウィルドライヴができるだけの半人前に対する呼び名である。実力不足なら老人でもおかまいなく「児」と呼ばれる。

　少女もリョウトに礼を返した。

「わたしはスイリン。……そうですね、わたしも道児です、今のところ」

　なんとなく含ふくみのありそうな言い方だ。近々昇しよう格かくする予定でもあるのだろうか。

「で、なんで追われてるんだ？　みやこに行くとか言ってたけど」

　リョウトは興きよう味み津しん々しんといった様子で問いを発した。

「なんで聞きたいんです？　単なる好奇心ですか」

「みやこまでの長い道のり、おれも事情を知っといたほうが」

「ついてくる気ですか、ハイライズまで!?」

　全く意想外のことを言われたようにスイリンは目を丸くした。

「ついていくっていうか、おれもみやこに用事があるのさ」

「本当ですか」

　じろじろとスイリンはリョウトを見る。警けい戒かい心しんが視線ににじむ。

「本当だよ。だから一いつ緒しよに行こうぜ。さっきのやつらがまた来ても、守ってやるよ」

　頼たよりがいのある男を演出するかっこいい声を出して、表情もことさらにキリっとしてみせた。

「いえ、けっこうです」

「あれぇ？」

　肩かた透すかしを食くらったようにリョウトは情けない顔をした。

「おっかしいな、計算によると感動しておれに抱だきついてくるはずだったのに」

　計算が狂くるった、などとぶつぶつ言っている。

　スイリンは指を立ててお説教するような口調だ。

「そんな浮うわついた動機ではやめておいたほうがいいでしょう――」




「その通り、道児ごときの手に負える事態ではないのでな」




　突とつ如じよ割り込んできた何者かの声に、二人は素す早ばやくその方向を向いた。

　海を背にして砂浜に男が立っている。

　さっきの連中と同類であることは、同じような鎧を身にまとっていることからわかる。ただこの男の鎧のほうが黒光りして陽光を反射し、鱗うろこの一枚一枚に縁ふち取どりがしてあるなど、上等な代しろ物ものだ。

　男は異様なほど目が大きく、あご一面に生えたひげは、木の根のようにいくつかにまとまって分かれている。

　スイリンは男を睨みつけた。強い警戒心が彼女の顔に見える。

「……ウゾク。おまえもいたんですか」

　彼女の声こわ色いろだけでも、目の前のウゾクという男が、さっきの五人を束にしたよりもはるかに強敵であることがわかる。

「いけませんな、姫ひめ様さま、一度撒まいたくらいで安心しては。長話は安全を確保してからにするがよろしい」

　教師が生徒に教えるような口調である。

「姫様？」

　リョウトの小さな疑問の呟つぶやきは他の人の耳に届く前に消えた。

「さあ姫様、帰き還かんしましょう」

　スイリンに向かって手を広げた。リョウトには目もくれない。

「わたしはハイライズへ行かねばなりません」

「それがよくないと言っているのですよ」

　男が一歩前に出る。スイリンはその分だけ下がった。もう一度男が前に出た。スイリンはそれだけで、もはや追おい詰つめられたような表情だ。

　リョウトが二人の間に割り込んだ。

「そこまでにしときなよ」

「邪じや魔まだ、どけ」

　妨ぼう害がい者しやというより障害物を見るような目でウゾクは冷ややかに応じた。

　スイリンはそんなリョウトを見て、

「どきなさい！」

「おまえまで同じこと言うのかよ」

　ただスイリンの場合は、どかないと危ない、という意味の言葉のようだ。

　リョウトは二人から言われてもその場を動かない。

「師し匠しようの教えでね、可愛い女の子が困ってたら助けろ、っていうのがあるんだ。……師匠の教えにそむくわけにはいかないよなぁ」

　むしろのんびりとした口調であった。

「おれ個人としても、触り心ごこ地ちもよかったし、是ぜ非ひとも一緒にいたいわけさ。だからどくわけにゃいかない」

「な、何をばかなことを言っているんです！　いいからどきなさい」

　怒ったように叱しかりつけるスイリン。ウゾクは対照的に冷れい笑しようした。

「なら私がどかしてやろう」

　リョウトは左から来た衝しよう撃げきをまともに食らった。

「きゃあっ！」

　スイリンが悲鳴をあげる。

　海面から鞭むちのように伸びた水の塊かたまりが、リョウトの体を横ざまに吹き飛ばしたのだ。水の鞭の太さは一ひと抱かかえほどもあり、それが伸びてくねっているさまは、鞭というより水の巨蠎おろちだ。

　吹き飛んだリョウトは、斜めに回転しながら一〇メートルも砂浜をかすめていき、砂の中に姿を見せている黒い岩に頭を激げき突とつさせ、大きくバウンドして倒れ伏した。軽く砂すな煙けむりが立つ。

　ウィルドライヴをして増加した気は、身体の能力をアップさせるだけが使い道なのだろうか。

　そんなことはない。

　体内の気を加工して、周囲に影えい響きようを与あたえる技術が存在する。

　それが法術ウイルクラフトだ。万ばん物ぶつの基である気を操作する技術であるため、実に多た彩さいな、様々な効果を発揮する。

　ただし、ウィルドライヴで十分に気の量を増やしていなければ、効果も微び々びたるものにすぎない。だから法術を使用するにはウィルドライヴに熟練して、まとまった量の気を増加させることができなければならないのだ。

　リョウトやスイリンの「道児」とはつまり、ウィルドライヴはできるが法術が使えない者のことなのである。

　そして、法術を使える者のことは、法士、と呼ぶ。

　ウゾクは法士であった。
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　だからどけと言ったのに。

　だから守ってやるという言葉に否と答えたのに。

　スイリンはリョウトがうつぶせになっているさまを、痛ましげな目で見た。

　おそらくは即そく死し。ウィルドライヴは身体の耐たい久きゆう力りよくも上じよう昇しようさせるが、それでもダメージを軽減しきれないはずだ。ただの道児がまともな法士に太た刀ち打うちできるわけがない。

　巻まき添ぞえにして犠ぎ牲せいを出してしまった。自責の念が彼女にのしかかっていた。

　ウゾクは嘲ちよう笑しようした。

「水術『十本足』。調子に乗るからこうなる」

　術の名の通り、見れば一本だけではなく、何本も同じような水の鞭が海面から伸びてうねっている。

　そのうちいくつかが、威い嚇かくするように先端をスイリンに近づける。

「手間をかけさせないでいただきたい」

　きっ、と顔を上げてスイリンはウゾクを見据える。

「殺す必要はなかったはずです」

　ウゾクは笑みのまま、ちらりと倒れ伏したリョウトに目をやり、

「その通り、姫様が逃げ出したりしなければ、あの人間も死なずにすんだでしょうな」

「その論法は卑ひ劣れつです。手を下したのはおまえですよ。……兄様を止めなくては大変なことになるのがおまえにはわからないの？」

「われわれ武人は主であるコウトク様の命令に従うまで」

　昂こう然ぜんとしてウゾクは答える。スイリンは歯は噛がみした。

「その命令が間違っていると言っているのに！」

「では帰ってコウトク様と話し合ってください」

「わたしはハイライズに行きます。行って兄の不正を申し立てます」

　きっぱりと言い放つと、スイリンは腰の双剣を抜いた。ウゾクに切っ先を向ける。今の自分の実力では、まともにやっても勝てないだろうことはわかっているが、諦あきらめるわけにはいかない。あの者も、とスイリンはリョウトが倒れているほうへ目を向けた。あの者も、力及およばなかったけれども、身をもってわたしをかばおうとしたではないか。それを無む駄だ死じににしないためにも、諦めてはいけない。少しでも隙すきを作れれば、逃げ出すチャンスも生まれるかもしれない。

「姫様は武芸の稽けい古こをご所しよ望もうか」

　ウゾクは術で生んだ水の鞭を控ひかえさせ、剣を片手に持ってだらりとぶら下げる。スイリンに付き合うのは余よ裕ゆうの表れか。

「やあっ！」

　スイリンは、ウィルドライヴで加速した、普通の人間なら見ることもできない速度で双剣を振るう。剣の軌き跡せきは円を描えがく。たおやかに見えて、男一人を宙に舞わす力での攻撃だ。まともに受けたならば、重装備の兵士でも受けた盾たてと鎧ごと叩たたき切られる。

　それほどの力の篭こもった斬撃を、ウゾクは片手に持った一本の剣で軽く跳ね返した。

　スイリンの両手が連続して閃ひらめき、ウゾクを襲う。

　ウゾクはそれを一本の剣でことごとく跳ね返す。

　鋼はがねが交こう錯さくするところ火花が散り、刃はと刃が音を立てて噛かみ合あう。

　じりじりとスイリンが押しているように見えた。ひたすらに攻撃を仕し掛かけて対応の暇ひまを与えない戦法だ。

　だが、ウゾクの余裕が崩れることはなかった。片手のみであしらう。道児と法士ではウィルドライヴの出力にそれほどの差があるのだ。

　ウゾクは剣を振るうと、スイリンの武器を二本とも弾き飛ばした。双剣は左右ところを違たがえて地面に突き刺さった。

　手の痺しびれを覚えながら、悔くやしそうに額の図印に触れるスイリン。

　余裕綽しやく々しやくでウゾクは剣を納め、彼女を捕とらえようと手を伸ばす。

　ここまでなのか。ウゾクの手が迫せまる。

「まあ、ちょっと待ちなよ」

　横合いから誰だれかがその手を掴んで止めた。

　額の端を切って目め尻じりあたりまで血がにじんでいるが、それ以上のダメージはないように見える。

「もう少しおれの相手してもらおうか」

　リョウトが不敵に笑った。




　　　・




「おまえっ」

　スイリンの顔に喜色が浮かんだ。

「生きていたんですか！」

「まだ冥府あのよ行きは勘かん弁べんしてほしいからな」

「貴様、道児の分際で……！　放さんか！」

　苛いら立だったようにウゾクはリョウトの手を振り払おうとした。こんなものは、まつわりつく海かい藻そうから手を引き抜くようなもので、さしたる抵てい抗こうもないはずだった。道児のウィルドライヴでは法士の力を抑おさえることはできない。

　ところが、がっちりと掴まれた腕うでは微び動どうだにしない。ウゾクはぎょっとしてリョウトを見た。にやりと笑い返す。

「道児の分際で……なんだって？」

「黙れッ！」

　今度は渾こん身しんの力を込めて振り払う。それでリョウトの手は離れた。が、自力で振りほどいたのかリョウトがわざと離したのかウゾクには判別がつかなかった。

　今の力はウゾク自身より上……いや、何かの間違いだ。この小こ僧ぞうが法士だというなら、なんらかの法術を使ってこの場を楽に乗り切ろうとできるはずだ。それをしないということはやはりただの道児だということだと、ウゾクは自分の常識内になんとかリョウトを収めようと思考をめぐらせた。

　しかし、腕に残った掴み跡あとがウゾクに汗あせをかかせる。

　ただの道児のはずだ。それでなくてはおかしいのだ。

　リョウトが一歩踏み出した。ウゾクは火を突きつけられたように飛びのいた。

「『十本足』ッ！」

　近づかないようにしながら、水の鞭をリョウトに向ける。十本のそれらは様々な角度からいっせいにリョウトを襲った。地面すれすれを通ったものはかすっただけで岩をえぐり、遠く背後の林を回ってきたものは木をなぎ倒す。たかが水、ではない。その質量と圧力は、投石器で射うち出される大岩などよりもはるかに威い力りよくがある。どんな盾であろうが、町の城じよう壁へきであろうが貫つらぬき、破は壊かいし、消し飛ばすだろう。

　リョウトは立ったままで、すうっと大きく息を吸う。水が殺さつ到とうする。

「きゃあっ！」

　叫さけんだのはスイリンであった。彼女の目には、立ちすくんだリョウトが全身を砕かれ、潰つぶされて粉々に千切れとぶかと見えた。

　その瞬間、

「はぁっ！」

　周囲の空気をびりびりと震ふるわせるような、リョウトの気合が響ひびき渡わたった。風も吹いていないのにスイリンの髪かみがなびき、林から小鳥が飛び立つ。

　リョウトの体に当たった状態で静止している水の塊。

　やがてそれは形を失い、ただの海水に戻ってその場にざあっと落下した。浜はま辺べが大きな水みず溜たまりと化す。

　リョウトは口に入った水に顔をしかめて吐き出した。

「ぺっ、海の水ってこんなに塩しおっ辛からいのか」

　傷一つない。あれだけの威力の攻撃も、リョウトの体を貫くことはできなかった。

「バカな！」

　ウゾクは理り不ふ尽じんなものを見たように激高して叫んだ。法術で操あやつっていた水が形を失うというのは、術が破れたことを意味する。

「道児が私の水術を破るだと……ありえん！」

　法術を破るにはいくつか方法がある。法術の仕組みを理解し、解きほぐして元の状態に戻す、これを解術というが、結んだ紐ひもの結び目を丁寧に解いていくことにたとえられる。時間がかかるが確実な方法だ。

　次に、その法術に勝てる別の法術をぶつける方法。相手が水術で来たらこちらは水を凍こおらせてしまう、蛇へびを出してきたら蛇を食う鳥を出す、という後出しじゃんけんを続けるやりかただ。対応する術を使えるのならこれが一番簡単である。結んだ紐のたとえなら、紐に対し刃は物ものを持ち出してくるようなものである。

　ところがそのやりかたはどちらも法術を知っていないとできない。

　リョウトが道児であるならば、どちらでもない三つめの方法でウゾクの水術を破ったことになる。

　だが、それもただの道児などができる方法ではなかった。

「こんなバカなことがあるものか……」

　ウゾクは混乱していた。目の前の人間、道児だという少年が、得体の知れない不気味な者に感じられる。憤いきどおりもウゾクの中で渦うず巻まいているが、それよりも自分の術を破られたことが受け入れられず半ば思考停止の状じよう況きようだ。

「まだやる？」

　軽い口調でリョウトに問われ、ウゾクの顔に様々な感情が走った。怒りや悔しさ、畏い怖ふ、だがそれらはすぐに消えて、作られた神しん妙みようさが取って代わった。

　ウゾクはリョウトに対し礼を施した。通常の挨あい拶さつより丁てい重ちようなものであった。

「かなりの修練を積んだ法士とお見受けします。どうやら私は貴き殿でんの敵手ではないようだ」

　ウゾクにしてみれば当然そういう結論になる。リョウトのウィルドライヴは決して道児のレベルではない。仮にも法士であるウゾクの法術を、単に強化した気を叩きつけるだけという力業で破るような者が道児のわけがなかった。

　そう、それが単純きわまる、法術を破る第三の方法だ。ただしそれは紐を無理やり引きちぎるのに似て、よほどの力がないとできる芸当ではない。ウィルドライヴのレベルが術者よりも上でなければ、そんな方法は無理なのだ。

　リョウトのウィルドライヴはウゾクより上だということになる。

「それにしても、道児であるなどと戯たわむれをおっしゃる必要はなかったでしょうに」

　恨うらみ言ごとのようなことを言われて、リョウトは困った顔をした。

「まあ、それはともかく、あんたは負けたわけだし、おれに免めんじてスイリン追い回すのやめたら？」

「残念ながらそうはいきません」

　ウゾクは後方に跳ちよう躍やくし、海面の上に立った。

「この場は退きますが、我々も主命を受けている身です。諦めるなどと思わぬよう。姫様！　帝てい都とへ到とう着ちやくなさる前に帰還していただきます！」

　やがてウゾクの姿は波の間に消えた。




　　　・




　リョウトはわざとらしく手をはたいて、スイリンのところまでザバザバと水を蹴立てて歩いていく。

　何か訊ききたげに口を開きかけたスイリンだが、リョウトの姿を見てはっとし、足が水に浸ひたるのもおかまいなしに駆け寄った。

　ふところから手巾ハンカチを出だして、リョウトの額へ近づける。

「まだ血が出ています。動かないで」

「いいよ、それ上等なもんだろ」

　つややかに白い布地は正しよう絹けんだ。

「血を拭ふくのに使うなんてもったいない」

「そんなことはありません。ほら」

　若じやつ干かん照れくさそうな顔でリョウトは口をつぐみ、おとなしくスイリンの手に従う。スイリンは優やさしく手巾をリョウトの額に当てた。

「また礼を言わなければいけませんね」

「礼はいいよ。かわりにいろいろ触らせてくれれば」

　リョウトは笑いながら言う。感謝の念であふれるスイリンは、その不埒な冗じよう談だん口ぐちを優しく無視してあげることにした。

「それにしても、なぜ嘘うそをついたんですか」

「何？　嘘って」

「おまえ、法士なのに道児と自じ称しようしたことです。ウゾクも言ってましたよ」

　血のついた部分を内側に手巾をたたんで、ふところに戻しながらスイリンが言う。

「なぜそんな韜とう晦かいをしたのかは知りませんが、そのせいでウゾクには絶対敵かなわないって思って心配したんですよ。死んだんじゃないかって」

「あ、心配してくれたんだ」

　なんの気なしにリョウトが呟くと、スイリンはなぜか一いつ瞬しゆん口ごもってしまった。ごまかすように急に早口になる。

「そっ、それはともかくわざわざ嘘をついたのはなんでですか答えなさいさあ早く」

　リョウトはあっけらかんと答える。

「おれは嘘ついてないよ。おれは正しよう真しん正しよう銘めい道児。法術は使えないのさ」

　それでも勝ってしまうおれ、とわざとらしくかっこつけてみせるリョウト。

「しかし、おまえのウィルドライヴのレベルはウゾクより上でした。人間はそんなにウィルドライヴの上達が早いんですか？　そうは思えませんが」

　スイリンの疑問も当然だ。いくら才能があっても、先ほどリョウトが見せたレベルに達するには数十年以上はかかる。

　スイリンはじーっと彼かれの顔を見た。その大きな瞳ひとみで見つめられると、どことなく落ち着かない。

「もしかして、おまえは若者に見えても本当は違ちがうというわけですか」

「いや、見た目どおりの新しん鮮せんな果実だよ、おれは。まだ二〇にもなってない」

　リョウトは声色を改めて、




「『二重ダブルジヤ丹田ンクシヨン』――」




「――って知ってるか？」

　スイリンは怪け訝げんな顔で首を振ふった。

「聞いたことがありません」

「まあそうだろうな。これはどういうものかっていうと――」

「推測するに丹田が二重になっていて気を通常より多く運転できるということでしょうか」

　考えながらスイリンは慎しん重ちように答える。得々と説明しようとしていたリョウトは、出鼻をくじかれた格好で、

「……正解」

　と言うしかなかった。

「しかし、そんなことがありえるんですか？」

　スイリンが疑うのも当然で、どんな人間でも丹田は三つと決まっている。それが同じところに二重に存在するなど通常はありえない。

「魂たましいに『心』と『体』があるだろ」

　人間の魂とは、精神を司つかさどる部分『心』と肉体を司る部分『体』が巴ともえになった円形で表される。

「おれはそのうち『体』が二つある。普通の魂にもう一つの『体』がくっついてるみたいな」

「体は一つなのにそれを司る『体』の魂が二つあるんですか？」

「普ふ段だんは『体』の片方、普通の魂のほうを使ってるから普通の道児と変わらない……たぶんおまえと同じくらいか？　だけど、二重丹田を起動させると何倍ものウィルドライヴが！」

　そんな体質は他に誰もいないらしい。二重丹田という言葉も便べん宜ぎ上師匠がつけたものなのだ。

「二倍になるならわかりますけど、明らかにそれより上昇してますよね。計算が合わない気がします」

「そのへんのことはよくわからないけど……師匠は特別だって言ってたし、きっとおれってば、普通の才能を飛び越えたとんでもない天才ってことなんじゃないか？」

　かっこつけてみせるリョウト。

「でも法術は教えてもらえなかったんだよなぁ。もっとウィルドライヴがうまくならないと危なくて法術なんか使えないなんて言って、師匠はケチだから」

　師匠をけなすリョウトの口調に悪意はなく、しみじみとしている。表情も優しい。口ではどうあれ敬けい慕ぼしているのがわかる。

　スイリンは砂すな浜はまを歩き出した。

「ハイライズはこちらの方向でいいんですね？」

「お、みやこまで一緒に行く気になった？」

「移動するだけです、ウゾクも言っていたでしょう、話をするなら安全になってから、と。先ほどの五人が騒ぎに気づいて戻もどってくるかもしれませんし」

　リョウトがついていくと、スイリンは改めて難しい表情を作った。

「おまえがただの道児でないのはわかりましたが、怪け我がもしましたし、今後も無事でいられるかどうか。ウゾクはおまえが法術を使えないなんて思わないでしょうから、法士を相手にするつもりで本気で来ます」

　確かに、そうなったらコトは簡単ではない。さっきは楽々ウゾクを撃げき退たいしたように見えたかもしれないが、実際のところはそう単純な話ではなかった。確かにウィルドライヴの力量には差があるが、単に自分の身体能力を上げるだけしかできないリョウトと違って、法術では様々なことができる。さっき見せた水術とは違う術が使えるかもしれないのだ。それがわからない以上、思わぬところで不意を打たれる危険はある。

　――そうなったら奥おくの手てを出すしかない。

「いえ、ウゾクだけならまだしも、もっともっと強力な追っ手が来たら、おまえはひとたまりもありません」

　だから同行はしない、と脅おどすようにスイリンはリョウトを見上げる。二人の身長差は、スイリンの目がリョウトの肩辺りにくる程度だ。

「まあなんとかなるんじゃないの？」

　例によって軽い調子で言う。スイリンは業ごうを煮にやしたように、

「事情を知らないからそんな態度が取れるんです」

「だからさっきから事情を訊いてるじゃないか。どっかの姫様なんだろ？」

　ウゾクがそう呼んでいた。ちなみにこの国では、「姫ひめ」という呼こ称しようは、高級官かん僚りようの娘むすめや大商人の娘、豪ごう農のうの娘にも使われる。とにかく、広く「えらい人の女子」ならそう呼んで問題ない。だから姫様と呼ばれているだけではどこの誰だか特定は難しい。

「わたしの名前はスイリン」

「それは知ってるけど」

「父の名はエンセイ」

「!?」

　それを聞いた途と端たん、リョウトは目を見張ってスイリンの顔を見直した。

　驚おどろきの中で納なつ得とくがいくものがあった。どうりで海から上がってきたわけだ。時じ代だい錯さく誤ごの服装も、その服が水に強かったのもそういうことだったのか。

　しかし、まさかこんなところにいるとは――

　スイリンはリョウトの驚きよう愕がく顔がおにうなずいた。




「わたしは竜りゆう王おうの娘なのです」




　　　・




　帝国ジギィの地形をごく大おお雑ざつ把ぱに見ると、西から東へとだんだん土地が低くなっていく。だから、帝国の西の果てでは巨きよ大だいな山さん岳がく地帯が天にそびえ、東には大海が果てしなく広がっている。帝国の常識では、川は西から東に向かって流れるものなのだ。

　今、リョウトとスイリンがいる海岸も、いってみれば帝国領土の東のはてだ。もちろん、実際はもっと東の海中に島もあって人も住んでいるけれども、帝国に住む人間としては、「西の山脈から東の海辺まで」が帝国である、という漠ばく然ぜんとした意識がある。

　また、南の果てには百万の軍でも突とつ破ぱできない密林があり、北の果ては誰もその広さを知らない草原が広がっている。帝国の広さは「密林から草原まで」という意識も同じく存在する。

　つまり帝国は、帝都ハイライズを中心とする広大な国土の周囲四方に、東とう海かい・南なん林りん・北ほく原げん・西せい岳がくという周辺地域を持っている、ということになる。

　この四方を合わせて『四荒フアリジヨン』といい、それぞれ人外の存在が君臨している。

　帝国の東に広がる大海の底に宮きゆう殿でんがあり、その玉座にはこの世界の水すい棲せい生物を統すべる竜王が座しているのだ。

　そうして、その王の名、東海竜王の名前こそがエンセイなのであった。

「で、その娘がおまえなのか」

　驚いて思わずスイリンの顔をじろじろ見てしまう。スイリンはその視線がくすぐったいみたいに避さける仕草をした。

「でもなんで、そんなお偉えらいさんが一人で追われてこんなところに？」

「兄様が父様に叛はん旗きを翻ひるがえしたんです」

　とスイリンは言った。

　つまり竜王の血族におけるクーデターだ。それがおよそ一ヶ月前のことで、現在は竜王エンセイではなくその息子むすこ、スイリンの兄にあたるコウトクが玉座にあるらしい。

　スイリンは、兄の強ごう引いんな行動を改めてもらうべく、帝都ハイライズにいる皇こう帝ていに仲ちゆう裁さいを頼たのみに行く途と中ちゆうだという。

「つまりさっきの追っ手の連中は、皇帝に陳ちん情じようされたら困る兄貴の配下ってわけか」

「その通りです」

　東海竜王の他に、南の密林には空飛ぶものを治める鳳ほう王おうが、北の平原には毛け物ものの支配者である狼ろう王おうが、西の山岳には謎なぞめいた王おう母ぼがそれぞれ存在するが、それは帝国ジギィと同格の国が四つ存在する、という意味ではない。四荒の王はいずれも皇帝の権威を認め、下風に立っている。

　といっても、人間の官僚とは違い、四荒王は直接皇帝との主従関係にはない。そういう関係ではないのだ。星はそれぞれ独自に光っている。ただし北極星を中心に回る。そのような宇宙の秩ちつ序じよとして皇帝が地界の最上位に存在する、と認にん識しきされているのである。

　竜王のお家騒そう動どうを裁定できるのは、地界広しといえども皇帝の権威しかない。

「つまりそういうことです」

　スイリンは足を止めた。

「わたしと同行するということは、竜王の家の内ない紛ふんに関かかわるということです。おまえが天才か知りませんが、竜りゆう宮ぐうにはおまえが到とう底てい敵かなわない実力を持つ者も存在します。それが追っ手としてやってくるかもしれません。わたしはともかく、人間であるおまえ相手に容よう赦しやはしないでしょう。死にますよ。それでもまだ同行する気ですか」

　とっとと帰れと言わんばかりの口調だが、

「うん、同行する気」

　あっさりとリョウトはうなずく。

「どうして！」

「そんなに怒おこるなよ」

「死にたいんですか」

「おれが一緒に行く理由は明快、さっき言ったろ。可愛かわいい女の子を助けるのと、触さわり心地。その理由は間ま違ちがいなく本当、嘘は言わない。ホラは吹いても嘘つくな、も師匠の教えだしな。……だから一緒に行こうじゃないか」

　リョウトの表情を読んでスイリンは追つい及きゆうしてくる。

「理由はそれだけですか」

　声は静かだが、本当にそれだけの理由だったら許さない、といった眼光である。案外押おしが強い。顔を背そむけても許すまじと視線が追ってくる。眉まゆをしかめたリョウトはしぶしぶといった感じで口を割った。

「さっき、はじめの五人連中が紐投げてきたとき、おれの首根っこ掴つかんで放ほうり投なげただろ？　あれ、おれのことを無視して反はん撃げきに出るって手もあったよな。あいつらが狙ねらってるのはおれじゃなかったわけだし」

「そうですね……」

　リョウトが何を言いたいのかわからないので、曖あい昧まいな口調で答えるスイリン。

「少なくとも、おれを助けなかったら紐が手首に絡からまることはなかった。つまり、おれを投げたのが原因で捕つかまったわけだ」

「それが何か？」

　まだわからないという顔をしている。リョウトはため息をついて続ける。

「だからさ、おまえは自分が不利になる状況なのに自分のことよりおれを逃にがすことを優先したってことになる」

　予想もしなかったことを言われたようにスイリンは目を丸くした。

「おれの同行を断ったのだって、そうだろ？　わざわざ事情を説明して、敵は強いって脅して、おれが巻き添え食わないようにしたつもりだろ」

「そ、それは……」

　スイリンは図星を指されて、赤面して返す言葉を失った。

　リョウトは顔をしかめた。

「そんなことされたら、おれだって助けないわけにゃいかないだろう！」

　かくん、と頭を前に倒たおして、

「というのが残りの理由」

　恥はずかしい告白をした、とでも言うようにリョウトは照れ笑いを浮うかべた。

　それは奇き妙みように邪じや気きのない笑いで、スイリンは意外なものを見た顔をした。

　彼かの女じよの心を決したのは、リョウトの実力のゆえではなく、実にこの笑え顔がおのためだった。ふと、この人のことを信用してもいいのではないかと思えた。

　やがて彼女の口くちの端はしにも笑えみが宿った。

「わかりました。同行を許します」

「そりゃどうも」

　リョウトは頭をかいた。スイリンのこの微び笑しようはまぶしい。目がくらむ。

　だがそこで一転、スイリンはしかつめらしい顔を作った。

「でも触り心地の件は忘れること。必要ないのに触るのは禁止です」

　リョウトが反論もせず、何やら考えているのを察したスイリンは逃げ道をふさぐ。

「必要というのはおまえの必要じゃなくてわたしの必要です。念のため」

「がっかりだわ～」

　いかにも残念といった声を出したリョウトだが、顔は笑っていた。

　スイリンもまた笑った。




　　　・




　その日。

　なんの前まえ触ぶれもなかった。少なくともスイリンの実感としてはそうだった。父である竜王エンセイと、兄である長子コウトクが言い争う姿は見たことがあった。が、だからといって、兄が父や自分を幽ゆう閉へいする挙に出るなどと誰が思うだろうか。

　予兆は後知恵の産物だ。過去を振り返ったときにはじめて「あれがそうだったのか」と思い出すことになるものだ。

　スイリンは竜宮の奥、王とその家族の私的な空間にある中庭で、銀に光る小魚の群れと戯れていた。おつきの侍じ女じよはスイリンより若く、主人よりはしゃいで魚を追いかけている。

　追いかけて庭の端まで行った侍女が何者かにぶつかった。

　庭へ入ってきたのは、物々しい魚鱗甲に身を包つつんだ兵士だった。一人ではない。およそ二〇人はいる。その全員が、こともあろうに、竜宮の後庭に入るのに武器を帯びている。臣下の身で許されることではなかった。

　兵士は侍女に視線も向けず乱暴にぐいと押しのけ、まっすぐスイリンへ向かっていく。

　スイリンを取り囲んだ。さすがに剣けんを抜ぬいている者はいないが、油断ならない目をスイリンから離はなさない。

　スイリンは兵士たちを端から見み渡わたしながら、胸のざわつきを覚えた。何か異常なことが起こっているに違いない。だが平和な竜宮に何が起こるというのだろう。

　侍女は突つき飛とばされて転んだまま庭の隅すみで震えて声もない有様だ。

　スイリンは前に出た。声を励はげまして一いつ喝かつする。

「出ていきなさい、ここはおまえたちの来る場所ではありません」

　目を伏ふせた兵士たちもいる。しかし誰もスイリンの言葉に従おうとはしない。王の娘の命令を聞かないというのはどういうことか。

　緊きん張ちようはあるものの、いざとなれば竜の形を顕あらわして蹴け散ちらすこともできる。スイリンには、まだ余裕があった。

　だが、その余裕もすぐに崩くずれた。

「いいんだ、スイリン。この者たちは俺おれが呼んだのだからな」

　その声。

　兵士の囲みが割れた。遅おくれて姿を現したのは、若く精力にあふれた勇将、といった雰ふん囲い気きの男。身につけた鎧よろいは七色に光ひかり輝かがやく鱗うろこを持つ。眉が上がり、眼光は鋭するどいというより力強い。体つきや身のこなしも、水棲生物にありがちな、しなやかな流線型を思わせるところが少ない。決して太ってはおらず、細身ですらあるのだが、ごつごつとした地上の岩石を連想させる。

「おまえには悪いと思うが、従ってもらうぞ。安心しろ、可愛い妹に危害を加えるようなことはしない」

　野太いその声はいつものように優しかった。いたわるような笑みさえ浮かべた。

　スイリンは信じられない思いでその男を見返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

「……兄様」

「さあ、行こう、スイリン」

　ほとんど茫ぼう然ぜん自じ失しつのまま、スイリンは兄と兵士たちに囲まれたまま、中庭をいくつか抜けて竜りゆう宮ぐう奥おくの部屋、竜王の寝しん室しつに連れていかれた。部屋の前にも兵士が二人立っていて、兄コウトクの姿を見て礼を施ほどこした。

　部屋の中には先に父エンセイが囚とらわれていた。珊さん瑚ごの寝しん台だいに腰こし掛かけていた竜王は立ち上がって娘を迎むかえ入いれた。

「おお、スイリン、無事だったか」

　スイリンは父のもとに駆け寄った。

「父様、何が起きたのですか」

「コウトクめが道を誤ったのだ。いや誤らされたのか。わしに取って代わって竜王の権威を振りかざしたいらしい」

　その声、その目には怒りよりも哀あわれみや無力感が強い。スイリンは、父の額に朱しゆ色いろの図印が描かれているのを見たが、それに気を取られている余裕はなかった。

　二人の視線を受け、コウトクが進み出た。父に向けて形だけは恭うやうやしく礼をする。

「今までが誤った道だったのです。私はそれを正そうとしているまでのこと」

　次いでコウトクはスイリンに目を向けた。真しん摯しな表情だ。

「おれの考えをおまえにも知ってもらいたい。そうすればどちらが正しいかわかるだろう」

「……愚おろか者ものが」

　水の生き物を統べ、怒ど気きを発すれば海の端から端まで雷声を轟とどろかせるといわれた竜王は、今まったく覇は気きを失っているように見えた。




　そのときのことを思い返してスイリンは目を伏せた。

「胸が痛みました」

　リョウトは彼女の胸部に目をやって、

「だいぶ小さな胸がな」

「……っ！」

　気にしているのか、ものすごい表情で睨にらんでくる。正体は竜なんだから、人間の姿をしているときの体型は別に気にしなくてもいいのではないかと思うが、そういうわけにもいかないらしい。

　歩く道々、スイリンの話をリョウトが聞いているのだ。石いし畳だたみを敷しいて粘ねん土どで固めた街かい道どうだ。帝都ハイライズから全土に広がる帝国の血管、大街道。ただしこのあたりは田舎いなかで、通る人も少なく、手入れも行き届いていない。自然の侵しん攻こうを受けている。石畳の間から草が生えてきているのだ。

　笑いながらスイリンに謝あやまったリョウトだが、ふと引っかかって怪訝そうに眉を寄せた。

「そうだよ、おまえは竜なんだよな。竜といやぁ――」

　この世界でも有数の強力な生物だ。生まれながらにしてウィルドライヴができ、誰から教わることもなく雲雨を操作するという強大な法術を使えるようになる水の申し子。空を飛び、聡そう明めいで、単純な力だけでも地上の猛もう獣じゆうをしのぐ。高位の法士に匹ひつ敵てきする存在、それが竜だ。

　そのはずであるが、

「それにしちゃおまえ、なんか弱くないか？」

　せいぜい人間の道児のレベルだ。

　それでも大たい抵ていの動物よりは上なのだが、竜のレベルではない。竜であれば、ウゾク程度の追っ手は楽々撃退して、そのまま雲に乗ってみやこまで飛んでいけばいいのだ。

　スイリンは肩かたを落として額の図印を撫なで、

「力の大部分を封ふうじられてしまっているんです」

　と言った。

「禁術を施されてしまいました」

「竜に通用する術だって？　そりゃよっぽど強力な法士だな」

「外げ法ほう遣づかいです。あのような者」

　スイリンの声に嫌けん悪お感かんがにじんだ。

　通常、ウィルドライヴを通じて全身の気を清せいに近づけようというのが法士だ。が、中には濁だくに傾けい倒とうする者もいる。ウィルドライヴの回転の仕方を逆にすれば、体内に濁気が増えていく。それはまっとうな法士と鏡合わせのような存在である。穢けがれた行こう為いに手を染めたり、私利私欲のためにその力を使うなどして濁の気に親しむ法士。それらを外法遣いと称しようする。

「師し匠しようが嫌きらってたっけな、外法遣い」

　いずれにせよ、竜の力を禁じるほど強力な術の使い手なのは確かだ。




　コウトクは爛らん々らんと輝く瞳、情熱に燃えた顔で語りはじめた。

「これは自衛です。海は我らのもののはず、それなのに人間どもが船を浮かべ海へ繰くり出してくるとは何事か。沿岸近くを航行するのはいいだろう。魚を獲とって食うのも、生命の連れん鎖さという点からすれば我が慢まんできる。だが今の人間は、巨大な船団を組織して外洋へ航海し始めている。さらに、漁業も大型化し、獲りすぎたといっては死んだ魚を大量に海へ捨てていく。これは侵しん略りやく行こう為い以外の何物でもない！」

　ぐっと拳こぶしを握にぎる。

「父上はしかしそれに対しなんら手を打とうとせぬ」

　父、竜王エンセイは息子の非難に黙だまったままだ。

　いたたまれずにスイリンが兄に反論する。

「時おり嵐あらしを起こして警告しているはずです」

「生ぬるい。結局人間が海へ出てくるまで待っているということではないか。人間どもに、海が我々のものだと思い知らせる必要がある。それには、先んじて沿岸の港という港を潰してしまうことだ」

「そんな……やりすぎです」

「先にやりすぎたのは人間のほうだ」

「だからって」

　いきなり有う無むを言わせずに実力で排はい除じよするようなことをしたら、水に落とした毒がどこまでも広がっていくように、収しゆう拾しゆうのつかない事態になってしまうのではないか。

　コウトクは残念そうに妹の抗こう弁べんを見ていた。聞いてはいなかった。途中でスイリンの言葉を遮さえぎる。

「おまえもおれの志がわからぬのだな。やむをえん」

　嘆なげくように首を振り、コウトクは部屋の入り口に顔を向けた。戸は閉じており、兵士に部屋の中の様子は見えないようになっているはずが、振り向いたのを合図にしたように、一人の男が部屋へ入ってきた。

　全身白い服に身を包んでいる。他の色を一いつ切さい交えない白一色は、帝国ジギィでの喪も服ふくのスタイルだ。

　衣服だけでなく肌はだも不健康に白い。顔立ちにはこれといった特とく徴ちようがなく、陰々とした印象ばかりが記き憶おくに残るような男である。

　どうやら人間のようだ。竜三頭を前にして恐おそれた様子もない。

「紹しよう介かいしよう。我わが友とも、シドだ」

「お初に御ぎよ意いを得ます」

　とりとめのないような無表情で、両手を合わせて丁てい寧ねいに礼をした。

「号は『佳城の番人グレイヴキーパー』、おれの智ちえ嚢ぶくろともいえる親友でな。おれはシドによって蒙もうを啓ひらかれたのだ」

「そそのかされたと言え」

　竜王の言葉は痛つう烈れつだったが、コウトクの精神にダメージを与あたえるには口調の力強さが欠けていた。

「シドは力ある法士でもある。妹よ、スイリンよ。残念だがおまえにも父上と同じく封ふう印いんを施させてもらうぞ」

　そのときにようやくスイリンは父の額に描えがかれた図印を思い出した。最強の竜であるエンセイが、いくら息子の反逆にショックを受けたとしてもおとなしく囚われるわけがないのだ。元の姿に戻れば、竜宮の一つや二つ破は壊かいすることも、不ふ埒らちな者どもを撃うち殺ころすこともできたはず。しかしそれをしなかったのはなぜか。

　その理由が額の印なのだ。

「やめぬか！」

　父王が立ちはだかるが、今や息子との力の差は歴然であり、無造作に押しのけられてしまう。

　逃げる間もなく、コウトクの腕うでがスイリンの肩に食い込み、寝台に押し倒した。

「兄様っ、やめてください！」

　子供のころ取っ組みあって遊んだ日々が思い出された。しかしあのころの兄は、こんなにも強くスイリンの身体を掴んで、本気で動けなくすることはなかった。彼女の顔が歪ゆがんでいるのは身体の痛みだけのせいではない。
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　コウトクはスイリンの腹に膝ひざを乗せ、もう片方の手で顔を掴んで暴れることも許さない。その上で、むしろ優しい目、優しい声で妹に語りかけた。

「いつかわかる日が来る。われわれ竜族の地位のため、おまえのためだ。……やれ」

「失礼」

　シドは礼をして、スイリンを押さえているコウトクの腕を短刀で軽く傷つけた。にじみ出た血を指につける。

　竜の血には強い力がある。特に同族の竜に対して、法術をかけるときの触しよく媒ばいに使用したならば効果は倍増する。

　そしてシドの指先がスイリンの額に近づき――




「なるほど竜の血ねぇ」

　リョウトは感心した。

　といってもシドという男の実力が大したことないというわけではない。いくら竜の血があっても、なまなかな術者ではやはり竜の力を封じるのは無理。すごい術プラスすごい触媒で、とてもすごい効果を得た、ということだ。




　竜王エンセイとその娘スイリンは竜宮での軟なん禁きん生活を送ることになった。

　そこかしこに兵士が立っており、一番奥の区画から出してはもらえない。最も寄よりの中庭に出るのがせいぜいといった行動範はん囲いだ。

　今、竜宮の王座に座すわっているのはコウトクである。

　しかし、コウトクも竜宮の全すべてを支配下に置いたわけではなかった。直属の配下以外は彼のあまりに強引な行動についていけていない。武力に物を言わせて君臨してはいるが、支配力を浸しん透とうさせるには時間が必要で、今のところは地上を攻こう撃げきする余よ裕ゆうはないようだった。

　軟禁されているスイリンが、そのようなコウトクの状じよう況きようを知ることができるという時点で、彼の支配がしっかりしたものでないことが明らかだ。幽閉された王と姫に情報を知らせるルートがあるということだからだ。

「コウトクを副宮に赴ふ任にんさせるべきではなかった」

　父エンセイがため息まじりに述じゆつ懐かいした。

　副宮は竜宮よりも陸地に近い場所にある。信しん頼らいする息子を重要な地に送って治めさせようという父の考えであったが、どうやらそれが裏目に出た。そこであのシドという外法遣いと出会い、なにやら吹き込まれたらしい。もともと自負が強く気位が高い性格ではあったが、そこをうまく乗せられたのだろう。

　竜宮に帰ったときなどに、父王と口論するようになったのはそのころからだという。

「コウトクが考えていること、というより考えさせられていることは秩序への挑ちよう戦せんだ。我が息子はそこまで愚かではなかったはずだが、あの人間めが、何を考えているのか……」

　あくまで悪いのはシドという人間であると思いたいのだ。それはスイリンも同様だった。欠点はあるとはいえ、シドがいなければこんな大それたことをするような兄ではないはずだ。

　だがこのままでいるわけにもいかなかった。スイリンは考えに考えた結果、ひとつの打開策を思いついた。

「皇帝陛下に訴うつたえましょう」

　父と二人でいるとき、兵士の耳に入らないようにしながら、スイリンはそう言った。

　エンセイもそれしかないことは理解したが、

「しかし、誰だれがどうやって帝てい都とへ行くのだ」

　スイリンはそれにも明快な答えを用意していた。決意とともに。

「わたしが行きます」




「で、脱だつ走そうしてきたわけか」

「洗せん濯たく物ものを取りにくる侍女に紛まぎれて逃げ出しました」

　得意げに語るスイリン。たおやかな外見のわりにはかなりの行動力がある。同じ状況に置かれて、自分で打開策を考えて実行に移す姫ひめ君ぎみがそうそういるとも思えない。

　それでこそ助けがいもあるというもの。

「おまえは、どうなんです？　なんの用でハイライズへ？」

「あー、おれは……師匠の手紙を届けに」

　リョウトはこれまでも、師匠の命令で旅に出ることが何度かあった。酒を買いに行けだの、買った骨こつ董とうの代金を払はらってこいだのといった雑用のために、三日も四日も離れたところにある街まで行かされたりするのだ。師匠本人なら空でも飛んでどこへでもすぐ行けるのだが、これも修しゆ行ぎようの一いつ環かんだという。常つね日ひ頃ごろは山の中で二人きりなので、新鮮な気分になれる旅はリョウトも望むところだった。

　……もっとも、今回の旅はそれとは意味合いが違うのだが。その事情を詳くわしく話すことなく、リョウトは、

「みやこに師匠の旧友がいるんだと」

　とだけ言った。

「なるほど」

　スイリンはそれで納得したようだった。

　太陽は真南から少しずつ西へ動いている。スイリンはそれを見上げてから、

「帝都ハイライズ……ハイライズへは、今日中に着きますか？」

「はぁ!?」

　あまりに意外なことを訊きいてくるものだから、妙みように音階の上がった声を出してしまった。

「今日は無理、みたいですね。やはり二、三日はかかりますか」

　難しい顔でうなずくスイリン。

　やはり海の中のお姫ひめ様さまだ、とリョウトは思った。見た感じしっかりしてそうだし頭も決して悪くないようだが、住んでいる場所が違う。常識が違う。

「二、三日どころか」

　帝国ジギィはそんなに狭せまくない。

　リョウトは大雑把に説明した。

　まず、スイリンに会う前に通る予定だったルート。

「このへんの港湾城市みなとまちから船に乗る。最速で一週間、沿岸を伝って海を北に行くとオーカ川の河口につくから、そこから川船に乗のり換かえて二日さかのぼって、さらに地上を歩いて十日。それでようやくみやこだぜ。風の都合によってはもっとかかるけど、これが一番早い」

　だからリョウトは、ハイライズへ行くためにまず海までやってきたのだ。

　聞いている間中、目と口を丸くしていたスイリンは、

「そ、そんなにかかるんですか」

　改めておののいたように確かく認にんを取った。

「でも、今回その経路は使えない」

「そうですね」

　海を通るのは自分から捕まりにいくようなものだ。内陸部を行くしかない。

「そうなると、いちにーの、だいたい三ヶ月くらいかな？　多分」

　帝都ハイライズへはリョウトも行ったことがないので、師匠のもとで勉強した地理の知識を絞り出しても、大雑把な目安の数字しか出せない。もっと真ま面じ目めに勉強していたら詳しい日程が立てられたかもしれないが。

「よっぽどのことがなければ半年はかからないと思う」

「……」

　もはやスイリンは声もない。そこまで長くなるとはまったく思っていなかったのだ。前ぜん途との遠さに圧あつ倒とうされて言葉を失うしかなかった。

　無防備に呆ぼう然ぜんとした彼女の顔は幼く見えて、これはこれで可愛い、などとリョウトは思いつつ助け舟を出す。

「まあ、それは普ふ通つうの人間が徒歩で行った場合だからな。急ぐとなると他にも方法はある。例えば、馬」

　しかしスイリンの顔は浮かない。

「わたし馬に乗れません。鮫さめや亀かめの背に乗ったことはあるんですけど」

「どっちかっていうとそっちのほうがすごいな」

　リョウトは鮫というのを見たことがない。

「馬がダメなら、ウィルドライヴして走るって手もある」

　それでようやく希望を見たというようにスイリンの顔が明るくなった。

「それならできます！」

「体力を調整しながら走っても、普通に歩くよりは半分の日にちで着けるだろ」

　疲つかれるけど。

「じゃあさっそく、走りましょう」

　スイリンは足あし踏ぶみして今にでも駆け出しそうな勢いだった。

「ひとまずは近くの町までな。それから……」

　リョウトはスイリンをじろじろ見て、至し極ごく真ま面じ目めな顔で言い放った。

「服を脱ぬごうか」

「は!?」




　　　・




　陸地に程ほど近ちかい海底。

　ウゾクは五人の部下を目の前にしていた。五人とも膝をついて首を垂れている。

「見失いました。申し訳ありません」「もう一息だったのですが」「思わぬ邪じや魔まが入りまして」

　邪魔というのがあの男、リョウトのことであるのは、ウゾクにもわかっている。部下がスイリンを見失う様子も、海中で様子をうかがっていたから知っていた。

　ウゾクは鼻から大きく息を吐はいて、口を開いた。

「頭を上げろ。おまえたちばかりを責められん」

　後から出ていって、結局取り逃がしたのはウゾクも同じことだ。

　ウゾクは、自分が姫様の確保に失敗したさまを、手短に淡たん々たんと部下に話して聞かせた。

「問題は姫様と一いつ緒しよにいた男だ」

「術を破ったとは……」「となると法士……」「しかもかなり強力な法士ということに……」

　ウゾクは個人的にはリョウトに対して、はらわたが煮えるような思いはあるものの、そこはまっとうな判断力を保っている。怒りに任せて無む謀ぼうな攻撃を続けるわけにはいかない。

「姫様とまだ行動をともにしているのかはわからないが、護衛役として採用されたとすると、これははなはだまずい」

　ウゾクが部下と話し合っているところへ、海の暗がりからぼうっと浮き上がるように、一人の男が姿を現した。

　全身白ずくめの装束に身を包み、その顔には闇やみのような無表情を湛たたえている。

　シドだ。

　彼かれの登場に、ウゾク以下みな、苦いものを口にしたような顔になった。

　もともと、スイリンを追つい跡せきして連つれ戻もどす役をコウトクから与えられたのはウゾクとその隊、計六名だったのだ。重要な任務に勇ゆう躍やくしているところへ、脇わきからしゃしゃり出てきたのがこの陰いん気き臭くさいシドという男であった。差し出口のおかげで、追跡隊の指揮権はシドに移り、ウゾクはその下で働くことになった。

　そのことについては大いに反発しているウゾクであった。なぜ古くからコウトク様の下で働いてきた我らが、ぽっと出の、どこの魚の骨とも知らぬ人間の指図を受けなければならんのか。

　それでも一応、ウゾクたちはいきなり出てきたシドに向けて手を合わせ礼を施した。

　シドは返礼せず、じろりと視線をウゾクに向けて口を開いた。

「『貴き殿でんは海の中では素人しろうとであるゆえ、まずは慣れている我々に任せていただきたい』」

　それは出発に当たってウゾクがシドに申し入れたことだった。いくら主君であるコウトクの命令とはいえ、余よ所そ者ものに指揮されたくはなかった。

　シドはウゾクらが拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと要求を受け入れ、海の中では手出しも口出しもしない、と宣言した。自分から追跡のリーダーに志願したくせに、何を考えているのか不気味に思ったくらいだ。

　その時点ではすぐに姫様を捕まえることができると思っていた。しかしスイリンは予想以上によく逃げ、ようやく捕ほ捉そくできたのが、海ももう終わりという海岸でのことだった。それでも、そこで捕まえられればよかったのだが、リョウトのおかげで不ふ首しゆ尾びに終わったとあっては、シドを目の前にして渋しぶい顔になるのも当然だった。ウゾクは怒りを表情に出す代わりに、あごひげを指で強くよじる。

「任せた結果がこれでは、やはり私が直接指揮をとらざるをえん」

「あと一歩までいったのだ。不運な偶ぐう然ぜんがなければ成功していた。我々が無能であるような言い方は慎つつしんでいただきたい。陸に上がったからには貴殿のほうが勝手を知っていると言いたいのか知らないが、問題は陸上という地理的なものではない。姫様を護衛する者がいるということだ」

「事情は聞いた」

　さっきまでの話を立ち聞きしていやがったのか、と内心で毒づく。

「それならおわかりだろう、我々の実力ではあの男に対するのは難しい」

　ウゾクはシドがどの程度の実力を持つのか知らない。どうせ大したことはないのだろうと思っている。あるいは思いたがっている。自分より下だろう、というのがウゾクの見立てであった。そしてそれは、突とつ然ぜん現れて腹心の座に座ったシドに反感を持っている大部分の者の見方でもあった。

　竜りゆう王おうやその娘むすめの力を封じたのがシドの禁術によるものだという情報は全く広まっていないのだ。

「ここは一度退き、将軍級の人材にお出ましいただくのが筋だろうと思う」

「却きやつ下か。このままの人員で姫君を追う」

「バカな！」

「バカとは？　わたしが追跡隊の指揮をとることは、コウトク殿じきじきの御ご下か命めいによるもの。それに逆らうということは反逆ということになる」

　ウゾクは沈ちん黙もくした。納なつ得とくしたからではもちろんない。腹の中では、竜の威を借る奸かん臣しんめ、と何度も繰り返し罵ののしっている。ひげをひねる強さが増した。

　なんとか平静な言葉を口に出せるまでにしばらく時間がかかった。

「もう一度言うが、援えん軍ぐんが必要だ。この際単独で功を焦あせるのは、かえってためにならないと愚ぐ考こうする」

　シドの表情に変化が現れた。口角が上がり、笑みを形作る。ただしそれは友好的なものではなかった。影かげのような嘲ちよう笑しようであった。

　誰がリーダーかウゾクに思い出させるように、

「我々は法士の男とやらを相手にしているのではない。目立たぬよう姫君を尾び行こうし、二人が離れたときを狙ってお連れすればよい」

　たしかにそれはひとつの方法だと、シドに言われたのでなければウゾクもうなずいてみせたかもしれない。先ほどからの反感が皮肉な口調となって表れた。

「そんな機会がいつ訪おとずれるというのだ？　明日か？　それとも姫様が帝都に着いて皇こう帝ていに陳ちん情じようし終わった後か？」

　シドはまた笑った。ウゾクの指に、力を入れすぎてねじり切ったひげが数本残った。

「反逆者になりたくなければ私の指示に従うことだ。貴公ら六名はすぐに姫君を追って、機会があるまで様子をうかがうこと」

「その間、貴殿は何をする？」

「貴公らが知る必要はあるまい。指示は出した。従わねば反逆だ。行け」

　ウゾクは足元の岩を蹴けり飛ばしてから、

「行くぞ」

　配下を連れて地上へ向かった。

　一人残ったシドは薄うすく笑った。

「機会はいつ訪れるか、だと……？　それは私が作ったときだ」

　ふところに手を入れ、何物かを取り出した。金柑キンカンほどの、真っ黒い球だ。絶えず周囲に小さな枝を伸のばしては、すぐに折れて消えることを繰り返している。それを見ながら独り言を続ける。

「ガイアよ、『濁果ダークカーネル』の力、試ためさせてもらうぞ」







第二章　禁術と霊宝







　キサは町の裏通りにある食い物屋で、名物の、鶏とり肉にく団子と冬とう瓜がんのあんかけ飯を食べていた。

　食事時とあって店は混雑しており、ほとんど席も埋うまって相席の客も多く、肉体労働の日ひ雇やといや、役所の使い走り、ばくち打ちといった連中が肘ひじを触ふれ合あって食事している。そんな中、店の出口に近いキサの卓テーブルだけ、四人席だというのに一人で、不自然なスペースが空いている。

　キサは年季の入った外套マントに全身を包み、フードを目ま深ぶかにかぶっていた。一メートルくらいの長い革かわ袋ぶくろを隣となりに立てかけてある。ぱっと見では、この人物が若い女性で、しかもかなり目を引く顔立ちをしていることを知るのは難しい。

　店自じ慢まんの料理を休まず箸はしで口に運んでいると、新たに二人の男が入ってきた。慌あわてて給きゆう仕じが出ていって満席であることを説明する。二人組はキサのテーブルを指し示して、空いている席があるとがなりたてる。

「なんだよ、せっかくこの店がうまいって聞いてきたんだぞ！」「地元の連中じゃないと入れねえってのか！」

　別の店でかなりの量の酒を腹中に収めてきたらしく、一人は顔が真っ赤で、一人は目が半ば据すわっている。話の内容からするとよそ者だ。仕事を求めてこの町に流れてきたのか、隊商の下働きか護衛かで旅の仕事なのか、そんなところだろう。

　給仕の制止を振ふり切きって二人の男はキサの席までやってきた。周囲の客がひやりとした顔になるのをキサは感じ取った。

「なあ、相席いいだろ？」「なんで一人で占せん領りようしてるのかしらねえけどよ」

　キサは肉団子を飲み込んで、視線を上げないまま呟つぶやくように答える。

「あたしは相席を断ったつもりはない」

　周りの連中が勝手に避さけているだけだ。相席するだけなら、外套もフードも取らないでいるし、気をつければ問題ない。キサは嫌いやがったことはない。

「お、なんだ女かよ」「話がわかるじゃねえか姉ちゃんよ」

　椅い子すにどっかりと座り込む。それが、卓を挟はさんだ向かいならまだしも、わざわざ椅子を寄せてキサの左右に陣じん取どった。

「顔見せてくれよ姉ちゃん」「店ん中でこんなもんかぶるのやめとけよ」
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　げらげら笑いながら、キサの頭からフードをひょいと脱がせた。

　笑えばさぞかし、という少女らしい顔を硬かたく強こわ張ばらせている。髪かみは肩まで届かない程度に切られている。女性は長くするのが普通のスタイルであるこの国では、ショートヘアは「男のようだ」と言われる。

　怒いかりを押し殺したような視線でキサははじめて男たちの顔を見た。

「あたしに触さわるな」

　危険極きわまりない、と周囲の者たちも息を呑のんで見つめている。

　しかし男たちは周りの雰囲気に気づいていないようだ。まともな判断力を持つ人間ならともかく、事情を知らない酔よっ払ぱらいは制止がきかない、警告を聞かない。もっとも、事情を知っていてまともな判断力を持つ者は、そもそもキサに近づこうとしない。

　酔っ払いはなおもキサをからかう。

「やめとけ」

　店内の誰かが声をあげた。だがそれは酔っ払いの、酒で鈍にぶった耳にも頭にも入っていかない様子であった。

　このままではいずれ破局が訪れることは目に見えている。キサは舌打ちをして、その前にこの二人を安全に叩たたきのめすことに決めた。

　しかし、その決意は一いつ瞬しゆん遅おそかった。

「姉ちゃんどうだ、酌しやくでもしてくれよ」

　などと言いながら、男の右手がキサのむき出しの手の甲こうに重ねられたのだ。その感かん触しよくにキサは自分のミスを悟さとった。反対側の男に注意を向けていなければ避けられる接せつ触しよくだった。

　同席などさせるのではなかった。

　キサの痛つう恨こんの思いに、男の絶ぜつ叫きようが重なった。

　唖あ然ぜんとする相棒の前で、キサに触れた手を押さえて地に倒たおれ、悲鳴をあげている男。体を震ふるわせて、泣き声を漏もらす。

「いてえ、いてえええっ」

「な、何をしやがった！」

　あたしは何もしていない。触れてきたのはそっちだ。男の言いぐさにかっとなったキサは椅子を蹴って立ち上がり、立てかけてあった長い袋ふくろを掴つかんで男を殴なぐりつけた。

　男は声もあげずにそのまま昏こん倒とうした。袋の中身はよほど硬い物らしかった。

「だからあたしに触るなって言ったのに！」

　やるせない怒りの声を、キサは倒れた二人の男に投げつけた。一人は気絶し、一人は泣きながら体を丸めている。

　肉体の疲れでなく精神の乱れによってキサは肩で息をしている。店内を見回せば、キサへの恐れを新たにした周囲の人々の目。

　――あの女に触れてはいけない。

　うっかり触れれば激げき甚じんな苦痛に襲おそわれる。

　無数の赤熱した毒針が触れたところから体内にどこまでも食い込んでくるようだという。

　危険だ。

　恐ろしい。

　彼かの女じよを『彙ハリネズミ』などという号ハンドルで呼ぶ者もいるが、キサに触れるくらいならハリネズミの池に全ぜん裸らで飛び込んだほうがまだましだろう。

　キサ自身には痛みはない。苦痛を受けるのは相手だけだ。だから彼女の周りから人はいなくなるし、いてもそれこそ薄うす皮かわを隔へだてたような付き合いになるのは必然だった。

　倒れた男たちを置いてキサが一歩踏み出すと、その方向にいる客たちがおびえたように一歩下がる。お互たがいが手を差しのべても到とう底てい届かない距きよ離りにいるにもかかわらずだ。

　キサはフードをかぶり直した。表情が隠かくれる。

　視線から逃にげるように、食事代を置いて、キサは店から走り出た。

　まだ料理は半分も残っていたのに。

　外では曇くもり空ぞらが雨の気配も濃のう厚こうに重く垂れ込めている。

　キサは町の人々の中へ――誰とも触れないようにしながら――消えていった。

　町の名は南サンパイル。




　　　・




「南ってついてるけど北サンパイルとか東サンパイルがあるわけじゃないんだよ」

　リョウトが、到とう着ちやくした町について講こう釈しやくする。

「なんで南がついてるのかは知らないけどな」

「人がいっぱいですねぇ」

　町の門をくぐってすぐ、感心したように目を丸くしているスイリン。わいわいがやがや、あっちへ行く人こっちへ行く人、馬を引く者、荷を担かつぐ者、杖つえつく老人、はしゃぐ子供ら、その密度はスイリンがはじめて体験するものだった。

　もうそろそろ夕方だというのに、この町は朝市のように賑にぎわっている。

「もともと定期市が立ってたところが、だんだん人が増えてって、町を囲む城じよう壁へきまでできて立派な城じよう市しになったわけだな」

「なるほど、やはり人間は地上の町のことをよく知っているんですね」

「いや、単に前にここに来たことがあるだけ」

　人間一いつ般ぱんが地上の城市全部について知識を持っているわけがない。それとも竜は海中のことについて隅すみ々ずみまで知っているのだろうか。

　リョウトは周囲に目を走らす。

「服屋探さないとな」

　新たに服を買ってスイリンを着き替がえさせるのだ。町に入る前に言った、服を脱げ、というのはそういうことだった。

「その服じゃ目立ちすぎる」

　というのがその理由だ。何せ時代がかった高級なドレス姿である。しかしスイリンはその際きょとんとして、

「これが普通の服装ではないのですか？」

　と答えてリョウトを唖然とさせた。冗じよう談だんで言っているのではないようだった。

　やはり常識が違ちがう。

　とにかく説得して、町についたら服を替える、ということになった。現に今も人の目がスイリンに集まっている。

　新しく服を買うとなれば、大都会でない限り基本的に既き製せい服ふくはなく、布地を買って自分で手縫いするかオーダーメイドである。出来上がった服がすぐにほしい場合は、古着屋ということになる。

　露ろ天てんの市場が、町の通りの左右にずらっと続いている。生きている動物から、肉や魚、鍋なべ釜かま、米、麦、野菜に果物、酒に油と、さまざまな品物が売られている。

　スイリンが目を輝かがやかせて、いちいち立ち止まりながら店を見ていくのでなかなか進まない。

　古着屋を見つけて、動きやすい服を適当に見みつ繕くろう。この際デザインは二の次だ。きらんきらんのドレスだったりしなければいい。

　スイリン自身も、服を買うという初めての経験に楽しそうにしている。

　馬車から馬を外した大きな荷車に古着屋の旗が立っていた。馬はどこかに預けたのか、姿はない。荷車の脇の地面に店の主あるじが片かた膝ひざ立てて座っている。その前に無造作にたたまれて置かれた服の数々に、スイリンは目を見張った。

「どれでもひとそろい一〇〇銭だ、好きなのを選びな。そろそろ一雨来る。手っ取り早く頼たのむぜ」

　スイリンの顔立ちにも心動かされた様子はなく、無愛想に店主は言い放った。端はしからたたんですぐさましまえるように準備を始めている。気がつけば確かに、天気が下り坂だ。風は雨の気をはらんで冷たく、雲は日の光を遮って暗い。

　リョウトを振り返ったスイリンの目は不安そうだ。たかが古着を買うだけなのに。

「おまえ、一緒に選んでください」

　あつらえものしか身につけたことのない竜の娘は、勝手がわからずにひるんでいた。

「そんなたいそうな買い物じゃないんだけどな」

　いろいろ見た結果、リョウトが適当に選んだ、淡あわい色の服になった。ことにスイリンの気を引いたのは胸に刺し繍しゆうされた五弁の花であった。「ヒトデみたいです」というたとえかたはどうかとリョウトは思ったが、うれしそうな様子なので気にしないことにした。

　これならまあ、どこにでもいる若い女性の服装といっていいだろう。

　ついでに持っていた布を額に巻く。これはちょっと珍しいが、そういう人がいないこともない。スイリンのおでこの法印を隠すためだ。目立つ特徴は見せないほうがいいだろう。

　荷台の中で着き替がえることができる。出てきたスイリンは、

「似合います？　似合います？」

　着替えた服が物もの珍めずらしいらしく、くるくる回っている。行きかう人が迷めい惑わくそうにスイリンを避けていく。

　着替え用にもう一着ぶんほしいと言うので、一着めと似たような服を買い足した。

「合わせて二〇〇銭」

　ぶすっとした顔で店主が言った。早く店じまいしたいのだろう。空はいつぽつりときてもおかしくない状態だ。

　スイリンはふところから巾きん着ちやくを取り出した。

　袋の口を開ける。その中を見たリョウトはぶっとびそうになった。

　そこには薄い紅色に輝く、大きく丸い真しん珠じゆがぎっしりと入っていた。

　適当に二、三粒つぶを手のひらに出す。開いた口がふさがらないリョウトを尻しり目めに古着屋の主人に見せようとした。

「これで足りますか？」

　などと言うので、リョウトは慌てて彼女の手を掴んだ。両手で真珠を隠す。

　足りるどころではない。店にある服全部買える。こんなもの見せたらトラブルの元だ。

「おまえ世間知らずにも程がある……」

　さすがに一言言ってやろうと目を向けると、スイリンの顔が真っ赤になっている。身を固くして、真珠を載せた手の辺りを凝ぎよう視ししている。

「どうした？」

「手、手が……」

　リョウトは、両手で彼女の手を情熱的に握にぎりしめている格好であることに気づいた。改めて感じる少女の手、白磁の肌はだ、しっとりと霧きりを含ふくむかのようななめらかさだ。

「は、放しなさい」

「ああ、うん」

　なぜこんなに恥はずかしがっているのかわからないが、言われるままリョウトはスイリンの手を離はなした。地に落ちる真珠。二人が同時に手を伸ばし、また指先が触れようとして、スイリンは熱い物を触ったように手を引っ込めた。

　結局リョウトが拾い、それを袋にしまわせて、代金もリョウトが立て替えた。

　まだ呆ぼう然ぜんとしているスイリンをうながして、急いでその場を離れた。

「手を握られてしまいました」

　町を歩きながら、まだ頬ほおを染めて、少しだけ恨うらむような目つきでリョウトを見上げるスイリン。リョウトの手の感触が残っているのか、自分の手を胸に抱だくようにしている。

「そんなに嫌だったか」

「嫌というかその、……恥ずかしいでしょう！　ひ、人前で手を握るなんて」

　たしかに、帝国エンパイアジギィには挨あい拶さつにおける握あく手しゆやハグなどの習慣がなく、日常的な肉体接触が少ない文化ではある。

「出会ってすぐ担ぎ上げてお尻しりを触った仲なのに、いまさら手を握ったくらい恥ずかしがるようなことか？」

「単なる不ふ埒らちな無礼と、その、手を握るのとでは意味合いが違います！」

「そうなの？」

「そうですっ」

　海の中のお姫様が考えることはよくわからん、とリョウトは首をひねった。
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　ウゾクたちは姫様の姿を求め、この町まで必死で駆かけてきた。陸上での運動はあまり慣れていない。実際のところ、彼らの正体は魚ぎよ介かい類るいなのだ。

　この世界には妖よう怪かいと呼ばれる存在がいる。人間以外のモノでウィルドライヴできる存在を妖怪と呼ぶのだ。その中で、自分の姿を変化させて人間の形を取る者を「化人シフター」と呼ぶ。魂たましいのうち『体』を変質させることにより、姿形を人間に変えるのだ。だからスイリンも化人だし、ウゾク以下追っ手の連中もそうだ。化人の中には、完全に人間社会に溶け込んで生きている者もいるという。

　ウゾクたちは南サンパイルの門をくぐった。

　疲れた足を引きずるようにして歩いていると、ほどなくして二人を発見することができた。まさか見失った姫様をこんなに早く再発見できるとは思っていなかった。

　南サンパイルの方向へ向かえと言ったのもあの男、シドである。やつの指示が正しかったことは不満だが、それよりも、姫様の姿を見つけたのは、身体を酷こく使しした成果のように感じられた。

　気づかれないように、十分な距離を置いて尾行する。

　しかし、こそこそと人の後をつけるなど法士たるもののすることではない。ウゾクはけちくさい密みつ偵ていに身をやつした気分で、前を行く二人の姿を追う。

　いつまで尾行すればいいのか、考えると暗あん澹たんたる気持ちになった。姫様とあの男が離れ離れになるような事件など、そうそう起こるはずもないのだ。
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　二人が歩いていると、どこかで悲鳴が聞こえた。一度だけではすまず、さらに複数の悲鳴が重なる。

「なんだ？」

　リョウトが一いつ瞬しゆんで真しん剣けんな顔になるのを、不思議なもののようにスイリンは見た。

　むろんスイリン自身も手をこまぬいてはいない。

「あっちです！」

　悲鳴の方向へ走る。リョウトも遅おくれてついてきた。

　おそらく隣の通り。だがそちらへ向かう途と中ちゆう、大勢の人がこちらへ向かって駆けてくるのにぶつかってしまった。皆みな必死だ。何かから逃げてきたのだろう。

　リョウトとスイリンは即そく座ざにウィルドライヴを開始。建物の屋根に飛び乗って人ごみにぶつかるのを避け、そのまま隣の通りに降りる。

「なんだありゃあ！」

　褐かつ色しよくの大きな蛇へびに見えた。地面から垂直に四、五メートルも生えている蛇がいればだが。

　まるでトカゲから切り離された尻尾しつぽのようにぬたくり回っている。その皮ひ膚ふに滑なめらかなところはなく、硬そうで乾かわいている。目はない。少なくとも遠くからは見えない。口らしきものは、口というより、数十本も指がある手を握ったり開いたりするさまに似ていた。その部分が赤いのは、おそらく血だ。

「これは……地上ではよくあることなんですか？」

「ないない、めったにない、というか聞いたことない」

「凶獣ビーストのようですね」

　凶獣とは動物、植物、器物、鉱物、妖怪などが濁気に中あてられて怪かい物ぶつ化かしたものをいう。異形と化し、持っている力が跳はね上がる。特性が強化されたりねじまがったりして、異常な能力を手に入れる。そして清の気を持つ存在に対する高い攻こう撃げき性せいを持つ。

　首のない馬が倒れているのが見えた。怪物に食われたのだろう。その馬の下した敷じきになった人が悲鳴をあげている。

　それを認めた瞬しゆん間かん、スイリンが飛び出していった。走りながら双そう剣けんを抜き放つ。

　あっという間に間合いを詰つめるスイリンに、凶獣は上から覆おおいかぶさるように、凶きよう悪あくな口を大きく開いて突っ込んできた。

　スイリンは間かん一いつ髪ぱつそれを避ける。凶獣と対たい峙じしながら、馬の下の男に向かって呼びかけた。

「今のうちに逃げなさいっ！」

　言われた男は逃のがれようとするが馬の重さは二〇〇キロくらいはある。なかなか這はい出でることができない。周囲に人はいても、あえて怪物に近づいてまで助けようという勇者はいない。

「そりゃそうだ、怖こわいもんな」

　リョウトが馬の下から男をひょいっと引っ張りあげた。安全なところまで持っていく。スイリンとちらりと視線を合わせた。彼女はうなずいたようだ。

「ほんとお人よしというか……囮おとり役くらいおれにやれって言えばいいのに」

　自分の身をさらすところがスイリンらしいというのか。

　巻まき添ぞえの危険がなくなったのでスイリンは本気で凶獣に立ち向かう。

　凶獣が襲い来る。スイリンは体を開き、双剣で相手の勢いをそのまま受け流す。凶獣は攻こう撃げきの角度をずらされてスイリンの脇の地面に突っ込んだ。彼女を中心とする球体の表面を滑すべったかのようだった。

　そしてスイリンは攻撃をいなした勢いのままその場で美しく回り、回転力を刃やいばに乗せて凶獣の頭部らしき部分を切り飛ばした。

　彼女の長い髪が遅れて回り、空気をはらんでゆっくりと動きを止める。

　助すけ太だ刀ちのタイミングを失ったリョウトを振り返って、スイリンは笑った。

「思ったより大したことありませんよ」

　ウィルドライヴができない者にとって歯が立たない相手であることは間ま違ちがいない。しかし、道児でも対処できるレベルである、ということだ。凶獣にしてはかなり弱いほうだ。過去には、強力な法士が束になってなんとか対たい抗こうできるレベルの凶獣も存在した。

　しかしスイリンの動きは見事だった。少なくともウィルドライヴで強化された身体能力でごり押しするだけの素人ではない。確かな剣技がある。

　スイリンが双剣を鞘さやに納めると、遠巻きに見ていた群衆から歓かん声せいが上がった。真っ二つになったとはいえ怪物のそばに近寄る者はいないが、それでも隠れていたところから出てきてスイリンをたたえる。

　さすが王女、人前に出るのには慣れている。スイリンは、笑え顔がおで軽く手を挙げて歓声に応こたえた。

　だが、すぐに別の方向からまた悲鳴が聞こえてきた。

　あっちからも、そっちからも、怒ど号ごう、破は壊かい音おんが聞こえ、あちらでは屋根の向こうに見えた、土つち煙けむりと、褐色の蛇の頭。

　どうやら同じような凶獣が何体も湧き出てきたらしい。

　なぜ急に、この時間に、この場所に？

　疑問は湧くが後回しだ。

　スイリンは剣を握る両の拳こぶしに力を込め直した。

「二手に分かれます。そのほうが多くの人を助けられるはずです」

　リョウトはしかしすぐにはうんと言わなかった。

「おれら二人で全部やるわけ？」

「他に人がいなければ。それとも名案が？」

「放ほっといてみやこに向かう旅路を急ぐってのは？」

「冗談ですよね？」

　スイリンの目は深しん淵えんのように澄すんでリョウトの軽口を受け付けない。

「冗談さ、今のところはな」

　ゆかりも何もない地上の人間ですら助けようというスイリンの意志は賞賛されるものだが、それが行き過ぎると自分の目的を果たすのが難しくなる。最悪、追っ手がそのへんの人間を人ひと質じちにとって竜りゆう宮ぐうに戻らないとこの人間を殺す、と脅おどしてきた場合、スイリンはどう反応するのか。

　そうならないようにおれが守ってやらなければ、とリョウトは密ひそかに思うのだった。

「何をぼーっとしてるんです」

「いや別に。一人で大だい丈じよう夫ぶか？」

　リョウトとしては、スイリンを一人で行かせることにも抵てい抗こうがある。追っ手がすぐまた襲ってくるとは思わないが……リョウトの存在に対策を立ててから追いついてくるのに数日の猶ゆう予よはあるはずだ。それでも一応の用心は必要だ。

「今はそんなことを言っている場合ではありません」

　またどこかで悲鳴がする。若い女性のものだ。可愛かわいいかどうかは声だけではわからないが、このままぐずぐずしていては可愛いかもしれない女の子の犠ぎ牲せいが出てしまう。リョウトは一瞬、痛いような顔をして悲鳴を聞き、やむなくスイリンの言葉に理があることを認めた。

「しょうがない、急いで片付けるか」

　そういうリョウトの額に水すい滴てきが落ちた。ぽつ、ぽつ、と雨が降りはじめた。
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　降りだした雨の中、キサの目の前にも、それは現れた。

　地面から生えた数メートルの褐色の蛇はのたうち回って、周囲の物を瓦かわらも玉たまも区別せずに砕くだく。大声を上げ、逃げ惑う人々。

　キサは軽くうしろに跳とんで安全な距離をとった。

　人々に触れないように隅すみに避けながら、冷静に観察する。

「凶獣？」

　どうもそうみたいだ。キサは意外に思った。人通りの多い町は、気の清せい濁だくが混こん沌とんとしていて凶獣の居やすい環かん境きようではない。凶獣が町に出現することはほとんどないはずなのだ。それなのにどうやら次々と複数の場所に出てきたらしい。それで皆パニックになっている。

　だがよく見てみれば、大きな身体による破は壊かい力りよくは強いものの、その場から動けないようだ。適当にうねうねしているだけで周りのものは壊こわされるし、近くの人間を襲おうとはするが、逃げた者を追う気配はない。気をつければ大丈夫だろう。

「どうしようかな……」

　町の外に避ひ難なんしたほうがいいか、それとも金持ちのいるところにいって退治の仕事を請うけ負おうか。これだけ大おお騒さわぎになってるんだから、けっこう吹ふっかけることができるかもしれない。

　とりあえずどっちつかずの方向へ歩き出す。

「ひいいいっ……」

　しばらく行くと情けない悲鳴が聞こえてきた。キサは角を曲がってその場面に出くわした。

　二人の男が、凶獣のすぐ近くで尻しり餅もちをついている。逃げ出そうとしてもうしろに這いずるようにしかできないのは、腰こしが抜けたからだろう。

　キサは、その男がさきほど食堂で相席になった二人組だということに気づいた。

　男たちのほうはキサに気づくどころではない。怪物の恐きよう怖ふに塗ぬりつぶされたような顔だ。

　こいつらのせいで、あそこにいた人にまた恐おそれられることになってしまった。人の忠告も聞かないし、不ふ愉ゆ快かいな、こんなやつらは放ほっといていい。キサはその場を離れようとした。

「お助けえっ！」

　ひときわ高い叫さけびに思わず振り向くと、凶獣が男たちに覆いかぶさろうとしている。

　キサは、舌打ちして、手に持っていた長い袋から何かを取り出した。

　鉄の弓だ。弾だん弓きゆうという。普ふ通つうの弓に似て、矢ではなく弾丸を飛ばす。弦げんの中ほどに、弾丸をセットする革かわ製せいの皿があり、そこに弾を載せて放つのだ。

　キサはウィルドライヴを開始。あっという間に弦を張り、懐ふところから弾丸を取り出し、魔ま法ほうのような手さばきで、気づいたときには凶獣に向けて弓を引ひき絞しぼっていた。

　凶獣が口を開き、男たち目がけて襲いかかる。

　恐怖の表情を張り付かせたまま動かない男二人は、なす術すべなく食いちぎられてしまう、その直前、キサの放った弾丸が凶獣に命中した。

　しかしそれは体の表面であっけなく砕け散った。

　まったく効かなかった……と見えた次の瞬間、凶獣は口を大きく開いたまま不自然に動きを止めた。

　禁術。

　弾丸に籠こめられていた、動きを止める法術ウイルクラフトにかかったのだ。

「早く逃げろ」

　自分の目の前で動きを止めた凶獣を、へたり込んで見上げている二人の男に呼びかけた。それでようやく我に返ったようだが、男たちは腰が抜けたままだ。

「死んだら弾の無む駄だ遣づかいになる！」

　キサは怒ったように近づいて、二人の服を掴んで、安全な距離まで滑らせるように投げた。

　キサの弾丸は割れたときに術が発現するようになっている。中が空くう洞どうになった焼き物で、わざともろく作ってある。職人に発注すると、それなりに金もかかるし、そこに法術を籠める手間も馬ば鹿かにならないのだ。

「あ、あんたは……」

　そこでようやく男たちはキサに気づいたらしい。

「さっさと行け」

「あ、ありがてえ」

「恩人だ。さっきは、その」

「いいから！」

　ぺこぺこ頭を下げながら逃げていく。

「助ける気なんかなかったのに」

　ことさらに独り言を言って、ふん、と去っていく男たちを見ていた。

　それが気の緩ゆるみにつながったのかもしれない。キサは一瞬だけ、凶獣の攻こう撃げき範はん囲い内ないにいることを忘れた。

　キサの術は弱い。長い時間動きを止めておくことはできないのだ。だからキサが気づいたときには、凶獣の攻撃がきていた。

　一いち撃げき食くらう覚かく悟ごで体を固くする。

　そこへ、剣の閃ひらめきとともに斜ななめに降ってきたスイリンが、キサの目の前で凶獣を両断した。倒れる巨きよ体たいをバックに、キサに笑いかける。

「もう大丈夫ですよ」

　誰だれこいつ、とキサは胡う散さん臭くさそうに見やる。ウィルドライヴができるようだが、このあたりでは見ない顔だ。通りすがりだろうか。

「別に、一人でも倒せたけど……礼は言っとく」

「どういたしまして」

　すでにキサはスイリンに背を向けようとしていた。

「待ってください！」

　スイリンはキサを呼び止めた。

「おまえ、法士なのでしょう？　動きを止めたのは禁術ですよね？」

「だったら？」

「協力して一刻も早く脅きよう威いを払ふつ拭しよくし、皆を守りましょう」

　実にまっすぐキサを見つめてくる。なんだこいつ、善人か。

「わたしのほかにもう一人いるんですけど、手分けして戦ってるんです。協力してください」

　キサはまぶしそうにスイリンから視線を外した。

「……見ろ」

　別に、気づいたことを話す必要などない。黙だまって立ち去ってもよかったのだ。それなのに、凶獣を指差したのはなんでだろうか。この女の真剣さか。キサの甘あまさか。

　素す直なおに自分を必要としてくれることがうれしかった、などと言ったら本人はむきになって否定するだろうけども。

「これ、植物の根だろう」

「根……というと、地上の植物が土の中に張るあれですね」

　なんだその確かく認にんの仕方は、と思ったがただうなずくだけにとどめた。次いでキサが説明を加えるまでもなく、スイリンは言わんとすることを理解した。

「凶獣は複数でなく一体だと？　全部繋つながってるということですか」

「おそらくは」

　凶獣が群れを成すなどという話は聞いたことがない。

「本体を倒せばいいんですね！」

「倒せればだけど」

　根っこの一本一本が弱いからといって、本体も似たようなものとは限らない。

「なるほど。心しましょう。さあ、行きますよ」

　勇んでスイリンは駆け出した。キサがついてくることをまったく疑っていない背中だ。

「……あたしも行くことになってるのか？」
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「四匹目っと」

　凶獣を打ち抜いた拳を開いて、リョウトは一息ついた。風穴が開いた敵は力なく萎しおれていく。

　実際大したことない敵で、二重ダブルジヤ丹田ンクシヨンを起動するまでもなく、通常のウィルドライヴで強化した拳で一いち撃げきだ。戦せん闘とうというより駆く除じよの感覚である。凶獣といってもピンキリなのだ。

　少しは減ったかな、と屋根の上に飛び乗って見る。雨で濡ぬれたリョウトの前まえ髪がみからしずくが散った。また別のところから凶獣が出てきたらしく騒さわぎが起きている。

「雑草みたいなやつらだな。野火で焼けたと思っても、春風の季節にまた伸のびる」

　まだ正体に感づいていないリョウトは、軽口の中に真実に近いものが含まれていることにも全く気づかなかった。

　危なげなく五度目の戦闘にけりをつける。

「スイリンはどうしてるかな」

　際限なく続けるわけにもいかない。いったん合流して方針を考えたほうがいいかもしれない。

　そう思ったリョウトの視界に複数の人ひと影かげが映った。

　雨水を足元にまつわりつかせて道を走っている。もう通りに出ている人はほとんどいないのでよく目立つ。もし人通りがあったとしても、常人離れの速さのせいで同じように目立つだろう。

　人数は六人。

　見覚えのある連中だ。特に先頭を行くヒゲの男ははっきり憶おぼえている。

「あいつら……もう来たのか」

　どうやらまっすぐ追いかけてきたらしい。計算が狂くるった。いずれにせよ、この混乱を利用してスイリンを確保する気だ。駆けているのは、彼女を探し回っているのだろう。

　どうする？

　こいつらがリョウトのことを高位の法士と勘かん違ちがいしているままなら脅しが効くだろう。こいつらをこのままにしておいてスイリンと遭そう遇ぐうさせるわけにはいかない。

　リョウトは屋根の上を走って追い抜き、男たちの前に着地した。

「よっ、久しぶり」

　余よ裕ゆうそうな表情を作ってはいるが内心冷や冷やものだ。

「き、貴様、いや貴き殿でんは……！」

　男たちは足を止めた。ウゾクは敵てき愾がい心しんをちらりと目に閃かせたが、行動としては目上の者に対する礼を施ほどこした。ウゾク以外の五人はかなりげっそりとして肩かたで息をしている。

「スイリンを捜さがしてるのか？　疲つかれてるんなら家に帰ってゆっくり休んだらどうだ」

　男たちの反応からするとハッタリは効いているようだ。リョウトは町の外を指差した。

「このまま町を出るなら何もしないけどな」

「……わかりました」

　ウゾクは、拍ひよう子し抜ぬけするほど素直にリョウトの言葉に従った。

「なんだ、聞きわけがよくなったな」

　シドに押おしつけられたやり方をしぶとく完かん遂すいする気がなく、失敗するに決まっていたということにして、援えん軍ぐんを呼ぶ案をもう一度シドに訴うつたえるべきだとウゾクは考えていたからだ。

　リョウトにそんなことはわからない。従うふりをして何かよからぬことをするのではないかと思い、

「ちゃんと町を出たかどうか術で見てるからな」

　とハッタリを重ねておいた。

　男たちが町の門のほうへ歩いていくのを見てから、ふう、と息を吐はく。雨は本降り。スイリンと合流しようとリョウトはまた走り出した。
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　スイリンを捜す。屋根を伝い、楼ろう閣かくに登り、思ったより時間がかかってしまった。

　彼女を見つけたのは広い通りの四よつ辻つじだった。ちょうど、町のほぼ中心に位置する。

　そっちへ向かいながら状じよう況きようを見てとる。雨で視界は悪い。彼女は何物かと戦っているようだ。

　近寄るにつれわかった。木だ。真っ赤な花の咲さいた枝を振ふり回まわしてスイリンを攻せめあぐねさせている。新手の凶獣か。大きさは高さ四メートルくらいで、横の広がりも同じくらい。大木というわけではない。

　リョウトは三つ前の建物の屋根から跳んだ。大きくジャンプしてかっこよくスイリンの隣となりに着地……するはずが、スイリンが着地予定地点に動くそぶりを見せたものだから、身体をひねろうとしてバランスを崩くずし、泥どろ水みずを跳ねあげながら地面の上をごろごろ転がってようやく止まった。

　リョウトは恥ずかしさに耐たえて立ち上がった。全身泥まみれだがそのうち雨が洗い流すだろう。

　スイリンはその醜しゆう態たいを見ていないようだった。息を切らし、スイリンは連続で刃を打ち込む。しかし、枝はおろか、薄うすくもろく見える赤い花びら一枚すら切り落とすことができない。雨中に火花が散る。恐るべき硬かたさだ。枝がしなって彼かの女じよを打つ。スイリンは剣で受け止めるも、体ごと飛ばされる。ちょうどリョウトがそこにいた。

　リョウトはスイリンを抱きとめた。

「ああ、リョウト、来たんですか」

　改めて腕うでの中のスイリンを見て、リョウトは表情を変えた。

　視線に気づいて、スイリンは申し訳なさそうにした。

「ごめんなさい、せっかく選んでもらったのに服が破けてしまいました」

　確かに、さっき買ったばかりの服はあちこちが裂けてしまっている。顔もこわばり、表情に余裕がない。苦戦していたことが一目でわかる。

「服はどうでもいい」

　リョウトは彼女の頬に手を伸ばした。スイリンは身を固くしたが逃にげなかった。

「血が出てるぞ」

「浅く切られただけです」

　頬に斜めに切り傷が走っている。

　雨で流され続けながらも出血がわかるということは、血が止まらないということだ。スイリンが言うように浅いとは思えない。

「磁器みたいにきれいな肌なのになぁ」

　わずかに口調に怒りがにじんでいるようであった。傷口を避さけて指の腹で血をぬぐう。

「あ、あの、頬を撫なでるのはやめなさい……」

　身の置き所がないというように視線を泳がせてもじもじするスイリン。リョウトがいつものようなふざけた顔でないので、勝手が違っているのだろう。

　木は全体を震ふるわせて、新たにやってきた人間を威い嚇かくするように蠢うごめいている。赤い花はそれぞれ鋭するどい牙きばをそなえて、肉を噛かみちぎるときを待ちわびてガチガチと歯を鳴らしている。

「あれが本体です。倒たおせば根も消えるはず」

「なるほど、そういうことか」

　リョウトはスイリンから離れた。

「下がってろ」

　言い置いて歩き出す。
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「スイリンの顔に傷つけやがって。跡あとが残ったらどうするつもりだ」

　本人には聞こえないよう口の中で呟つぶやいた。

　二重丹田を起動、ウィルドライヴする。気が高速で回転して、体の隅すみ々ずみまで今までとは比ひ較かくにならない力を行いき渡わたらせる。目を見開いた。雨を水平に切きり裂いて瞬しゆん時じに間合いを詰める。枝がしなって花が肉を食いちぎらんとして牙をむく。

　そこへどこからか弾丸が命中し、枝の動きが急にストップした。

「なんだ？」

　何が起きたかリョウトにはわからなかったが、好機だ。リョウトは幹に手が届く間合いまで迫せまった。ウィルドライヴで増ぞう幅ふくさせた気を拳に乗せて打ち出す。法士の術を破るほどの気による一撃だ。普通の木なら、いかに太くても木こっ端ぱ微み塵じんに砕ける威い力りよくである。

　しかし、攻撃が当たる寸前に、木の幹がまるで金属のような色に変わり、硬こう化かした。

　リョウトが拳に感じたのは、鋼の塊かたまりを力任せに打ったような感覚だった。拳から肘ひじの上までがびりびりと痺しびれる。木はまだそこに立っている。それどころかまったく効いていないようだ。

「硬かってえ！」

　すぐに後方にステップして離り脱だつ。動きを取とり戻もどして襲おそいくる枝の先がリョウトの前髪ギリギリをかすった。目の前で花が悔くやしげに牙を鳴らす。

「こりゃだめだ。鉄てつ壁ぺきか」

　殴なぐって痛い手をぶらぶらさせながら涙なみだ目めで愚ぐ痴ちをこぼす。何度も叩たたけばダメージが通るという可能性はゼロではないが、その前にリョウトの手が潰つぶれる。

　拳が通じる気がしない。ウィルドライヴで強化したリョウトの拳が通じないということは、そのへんの鉄や石でも当然無理だということになる。

「剣も通じませんでした」

　とスイリン。

「ウゾクより強いな」

　あの水術でも、おそらく木を折ることは不可能。それほどの硬さを感じた。

「動かないのが幸いですが……」

　本体が動けないから根を張はり巡めぐらせているというわけか。自在に動けていたら、スイリンの傷も一つではすまなかったに違ちがいない。

「キサに何か考えがあるかもしれません」

　スイリンはうしろを指し示した。リョウトがそちらを見ると、後方の建物の軒のき下したに誰かがいた。弓を持って、フードをかぶっている。

　向こうも驚おどろいたように目を見開いてリョウトに視線を向けた。

「キサ？　誰？　けっこう可愛いっぽいな」

「またそんなことを……この町の法士です」

「へえ」

　知らない名だ。南サンパイルに法士なんかいなかったはずだけど、と以前来たときのことを考えてみたが、『真の隠いん者じやは人ごみの中にいる』なんていう言葉もあるし、一いつ般ぱん人じんに混じって人知れず暮らしていただけかもしれない。

　ということは年ねん齢れいも見た目どおりではない可能性がある。

　その間もキサはリョウトから目をそらさず、まるで何かを確かめるようにじっと見み据すえている。

　え？　何？　と不安に思ったリョウトはスイリンに耳打ちした。

「なんかすげー睨にらんでくるんだけど」

「おまえの不埒な意志が伝わったのでは？」

　二人が近づくと、キサは慌あわてたようにフードをぐっと引いた。顔が隠かくれる。

「な、なんだ？　あたしに何か……？」

「あの凶獣に有効な攻撃はわかりますか？」

　とスイリンが訊きく。

「あ、ああ。……ええと、木には火と刃は物ものが効く。あそこまで異常に硬いとなると、刃物に強くなった代だい償しようとして火にはより弱くなってるはずだから」

　おそらくは普通の木よりも更さらに燃えやすくなっているだろうという。

　そう言いながらもちらちらと、キサはなぜかリョウトのほうを気にしているように見えた。

「火ですか」

　水の生物であるスイリンは渋しぶい顔をした。火が苦手なのだろう。

「鍛か冶じ屋やか食い物屋あたりを探せば油や燃料はあるだろうけどな」

　リョウトは天を仰あおぐ。雨はやまない。これではよほど大量の火を一度に用意しないとすぐ消えてしまう。

　大量の火か、あるいは消えない火だ。リョウトはキサのほうを向いた。キサはびくりとした。うつむくと、正面からはフードで隠れてまるで顔が見えない。

「急ぎのため礼は省略させてもらいます。あなたは火術が使えますか」

　法士ということで言こと葉ば遣づかいを丁てい寧ねいにして訊たずねた。法術の火ならば雨では消えないだろうし、凶獣には普通の火より効果的なはずだ。

「い、いや、あたしは使えない」

　キサは慌てたように小さく首を振った。

　じゃああんまり高位の法士じゃないな、などと値ね踏ぶみしつつ、リョウトはちょっと拍子抜けした。火のことを言い出したのはキサなのだから、火術の一つも使えるのかと思った。

　火が効くとしても肝かん腎じんの火がないのではどうしようもない。

「こいつ動けないんだから、雨がやむまで待つってのは？」

「雨をやませることができれば……」

　スイリンが額に手をやりながら天を仰ぐ。おそらく本来の彼女ならできるのだろう。現在の自分の無力さが悔しそうだ。

　右手のほう、遠くで大きな音が響ひびく。凶獣が新たに生やした根が暴れているようだ。悲鳴が聞こえる。

　ぐずぐずしているともっと被ひ害がいが増える。スイリンはつらそうに眉まゆをしかめて目を閉じた。

　スイリンの顔を見て、リョウトは息を溜ためて吐き出した。

　しょうがない。

「こうなったら奥おくの手てを出す」

「そんなものがあるんですか？　なんで早く出さないんです」

　とがめるような口調だ。

「一日一回しか使えないからな」

　不測の事態に備えて出し惜しみしていたのだ。

「……その奥の手とは？」




「『霊宝ギフト』を使う！」




　スイリンの目が驚きに見開かれた。




　　　・




「おまえ、法術は使えないのに霊宝は使えるんですか!?」

「まあね、一応ね。二重丹田を起動させれば」

「二重丹田とはそれほどのものなんですか」

　スイリンは信じがたいという顔だ。

　ウィルドライヴに熟練すると、一定以上の速度を保ち正しい方法で気を運転し続けることができるようになる。するとどうなるか。体内で増加する気は純化され、濁気が消えていき、体内が清の気で満たされていくのだ。

　そうなると、限定的であるが、『三清境』――清の気だけの上位世界――にアクセスすることが可能となる。

　それにより、三清境の強力な宝器である霊宝をこの世界に実現化することができるのだ。

　これが霊宝のダウンロードと呼ばれるものである。

　法士の究極的な目的は、三清境へのアクセスを恒こう常じよう的てきなものにし、ひいては清の気だけで自分を満たして、三清境に住むことができ生死を超ちよう越えつした不滅者イモータルになることにある。

　ここで問題になるのは、三清境にアクセスできるようになるほどのウィルドライヴは、半人前の道児はもとより生半可な法士でもできるものではない、ということだ。例えばウゾクにも無理だ。

　逆に、霊宝が扱あつかえるのに法術が使えないなどという者はまずいない。本来ならまずウィルドライヴの修練を行い、ある程度のレベルまでいったら法術を習う。術を通して気の性質を深く知り、さらにウィルドライヴのコントロールを高め、熟練してようやく三清境へのアクセスまでたどりつくのが順序だ。普通に訓練したら一〇〇年はかかる。まだ少年といっていい年齢で霊宝を使えるのもほぼありえないことであった。

『体』の魂たましいが二つ、二重丹田というのはそれほどまでに恐るべき素質をリョウトに与あたえているということか。それは人間としては考えうる最高の才能ではないだろうか。

　竜りゆう王おうの娘むすめである自分よりもよほど特別な存在なのではないか、とスイリンは改めてリョウトを見やる。

「そんなに見つめるなよ。惚ほれ直した？」

「見つめてませんし惚れ直してませんし直す以前に惚れてませんっ」

「手厳しいなぁ。じゃあ、やるか」

　リョウトは一度大きく息を吐いた。

　ウィルドライヴを加速。頭部胸部腹部三ヶ所の丹田を開放、さらに二重になっている丹田を起動させる。正規ルートに乗せて気を回転。

　二重丹田でのウィルドライヴは、暴れ馬に乗るのに似ている。速くしすぎると制せい御ぎよしきれなくなってしまう。そうならないように、コントロールできるぎりぎりの速度でドライヴする。

　ウィルドライヴ継けい続ぞく、体内の清気増加。三……二……一……清気量が閾いき値ちを突とつ破ぱ。身体の中に三清境へのアクセスポイントを設定、開く。ダウンロード権を得ている霊宝のコードを再入手。

　霊宝『両儀棒アルイー・ロツド』実現化ダウンロード開始。

　リョウトは手を伸ばす。その先に光が生まれた。

　それは空中に絵を描えがくように棒の形になった。光の線画から実体が生まれ、リョウトはその棒を手にした。ぐるぐる回してからぴたりと構えを取る。

　長さが二メートルほどのただの棒のようだが、木でも金属でもない。光こう沢たくのある白色だ。全体に細い溝みぞが文様のようにジグザグに走っている。

　棒に送り込む気の量が増えれば増えるほど威力を増す、使用者の力量で破壊力が変わる武器だ。法術が使えず、しかしウィルドライヴで扱える気の量が大きいリョウトにぴったりの霊宝である。

「ちょっと離はなれて見ててくれ。巻き込まれると危ない」

　リョウトは二人を下がらせて、棒を脇わきに挟はさんで歩みを進める。無造作に見えて体の軸じくがぶれない歩き方だ。リョウトは、師し匠しようから法術は教わらなかったが、その代わり武術を叩き込まれていた。

　気を送り込まれた両儀棒の溝の部分が淡あわく発光している。

　すぐに木の間合いに入った。当然、花の牙を鳴らして枝が殺さつ到とうする。思わずキサが鉄弓を構え直した。

　リョウトは両儀棒を立てて、自分の体の前で回転させる。残光が、回る棒を円えん盤ばん状じようの大きな盾たてのように見せた。

　凶獣の花がそれに触ふれた瞬しゆん間かん、鉄を削けずるような甲かん高だかい金属音をさせて、触れた部分が消し飛んだ。剣も受け付けないほどの硬さを誇ほこったものが、小さい破は片へんとなって周囲に散る。

　あたかも、回転する刃はで木の枝葉を剪せん定ていしているかのようだ。

　リョウトは棒をさまざまな角度で回転させ、あらゆる方向からの攻こう撃げきを防ぐ。

　木の枝ぶりが見る間にボロボロになっていく。

　再びリョウトが幹までたどりついたときには、木は半ばはだかになって枝も花もほとんど残っていない状態になっていた。

　最後の枝が襲い来るのを棒の先で打ってへし折り、無防備になった幹に相対する。リョウト自身の拳では小こ揺ゆるぎもしなかった強きよう靭じんな木だ。両手で両儀棒を持ち、体をねじるように構えた。両儀棒に大量の気を送り込む。棒の光が輝かがやきを増していく。

　目を見開いた。

「せりゃあ！」

　両儀棒を鋭くスイングすると、残光が円を描く。当たったところから幹がひとたまりもなくへし折れる。紙細工を打ったみたいだ。

　スイリンは目を見開いた。さっきまでの硬さはなんだったのかというほどあっけない。それほど霊宝が恐るべき威力を持っているということだ。

　さらにそれだけでは済まず、折れた勢いのまま凶獣は遠くのほうまで飛んでいった。

　この場に残ったのはギザギザの切り株だけだ。断面から猛もう烈れつに煙けむりをあげていたが、生気を失い、やがて根と同じように萎れた。

「さすが霊宝ですね」

　光を放っている棒を見てスイリンは改めて感かん嘆たんの声をあげた。

「これで決着でしょうか？」

「確かめてこよう」

　リョウトはジャンプを繰くり返かえして、近場の高い建物の屋根の上に上り、周囲を見回した。飛び降りたときには両儀棒は光になって消え、実現化を終しゆう了りようしていた。つまりもう武器を収めても大丈夫ということだ。

「確かに、動いてる根っこはもうないみたいだ」

「そうですか！　よかった」

　ほっとした様子のスイリン。双そう剣けんを鞘さやに納め、張っていた気がゆるんで、力の抜ぬけた笑えみを作った。

　リョウトはキサに向けて、改めて礼を施す。
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「酒香堂主人インシュンの弟で子しリョウトです。挨あい拶さつが遅おくれました」

　目上の人に対する態度を崩さない。キサは礼を返したのかなんなのか、フードに隠れるようなそぶりを見せている。リョウトに正対しようとしない。

　なんか変な態度だな、と思って見ていると、やがてフードの端はしからちらっと顔を見せた。

「あ、あたしは……」

　一いつ瞬しゆん言いよどんで、

「法士じゃない」

「え？　でも法術使えるんでしょう？　だよな？」

「おまえの最初の攻撃のとき禁術で援えん護ごしていました」

「ああ、だから枝が止まったのか。お礼を申しあげます」

「あ、あたしは法士じゃないってば」

　キサは言い張る。

　キサのウィルドライヴのレベルは高くない。普通なら法術が使えない、道児のレベルだ。そこで術を弾丸にかけて、時間をかけて少しずつ気を弾丸に溜め込むことによって、なんとか術を使うことができる。こういうやり方は邪じや道どうとされる。まともな修しゆ行ぎようをしていない半はん端ぱ者ものしか手を出さない劣おとったやり方と見なされ、術者も法士とは呼ばれないのが普通だ。

「じゃあ、年齢も見た目どおり？　なぁんだ、早く言ってくれよ。改めてよろしく、助かったよ」

　急に砕けた口調になった。

「おれも見た目どおりの歳としだから」

　リョウトはキサを見てどことなく怪け訝げんな顔になる。小首を傾かしげた。

「どうしたんですか？」

「いや、なんか……」

　頭の片かた隅すみに何かが引っかかっているような顔だ。

「もっとよく顔を見せてくれるか」

　キサは反対にフードを深く引っ張った。

「頼たのむよ」

　リョウトが無ぶ遠えん慮りよにも手を伸ばそうとすると、キサは大きく飛とび退のいた。

「あ、あたしに触さわるなっ！」

　噛みつくような声だ。リョウトは激しすぎる反応にびっくりして手を引っ込めた。

　スイリンもリョウトをたしなめる。

「失礼ですよ。おまえは礼節が足りない」

「ああ、まあ、悪かったよ」

　ずっと睨まれていたのもそうだが、キサに嫌きらわれているのか？　心当たりはないが……。

「ではそろそろこの町を出発しましょう」

　疲れも見せずスイリンが言う。

「もう夕方だろ？　一泊していけばいいじゃん」

「いえ、今の内に距きよ離りを稼かせぎましょう」

　早いうちに急いで、海からの追っ手を振り切りたいようだ。

「じゃあせめて飯食わせてくれよ」

「保存のきくものを買って、走りながら食べるというのは？」

「味気ないことを言うなぁ」

「わたしは食べなくてもいいんですよ」

　二人の会話を傍そばで聞いていたキサがスイリンに訊ねた。

「旅の途と中ちゆうか？」

「ええ、ハイライズまで」

「ふ、二人きりで？」

　さらにキサが質問を重ねたのと同時に、男の大声が響き渡った。

「動くな！　そこの三人！」




　　　・




　尖とがった怒ど声せいに振り返ってみれば、いつの間にかリョウトたちは数十名の兵士に包囲されていた。ずらりと弩弓クロスボウがこちらを狙ねらっている。

　雨は止んで、西の雲の切れ間から赤い太陽が見えている。夕日を反射して雲が紫むらさき色いろだ。

　兵士たちに囲まれた三人は事情が飲み込めない様子だった。

「なんだろう、凶獣倒したから祝賀会でも開いてくれるのかね」

「そんなわけないでしょう」

「真ま面じ目めに返事されても」

「口を閉じろ！」

　部隊を率いている隊長の顔を見ると、上からの命令に疑問を持たず、組織外の事情を頭に入れないタイプのようだ。

　包囲は遠巻きである。一方的に飛び道具での攻撃が可能で、反はん撃げきを許さない布ふ陣じんだ。距離があるため隊長からの呼びかけは大声になる。

「おまえたち三名を連行する！　抵てい抗こうをするな」

　スイリンが胸を張って一歩前に出、堂々と応対した。

「わたしたちを連行する理由はなんですか」

「聞かせてやろう」

　隊長は息を吸い込んで、

「一つは、許可を得ずに町の中で禁止されている武器を使ったこと」

　それを聞いてリョウトは渋い顔になった。

「そういや刃のある剣けんは使っちゃいけないんだった」

　スイリンの双剣は完全にアウトだ。

　隊長の弾だん劾がいは続く。

「もう一つは、官庁への攻撃だ！　大きな木を官庁めがけて飛ばしただろう！」

　リョウトが吹き飛ばした凶獣のことらしい。

「ああ、あれ官庁に落ちたのか」

　ちょっと面おも白しろい、と笑みを浮うかべたリョウト。ただ、無関係の官かん吏りに怪け我がでもさせてたら悪いとは思う。

「知事閣下が大事にされていた官庁庭園の奇き岩がんが壊こわれた！　これは重罪に値あたいする」

「石かよ！」

　悪いと思う気持ちはあっさり消え去った。

　向こうの言い分を聞いたスイリンは朗々と美声を張り上げた。

「一つ、確かに剣を使ったことは認めますが、凶獣を相手にするためにはやむをえない処置だったと確信しています。二つ、あれは意図的な攻撃ではありません。凶獣を倒した余波であり、あの結果以外に凶獣を打だ倒とうできたとは思えません。民たみを治める立場の者であれば奇岩を惜しむより町の被害が終息したことを喜ぶべきです。むしろ、凶獣が暴れている最中、おまえたちはどこで何をしていたのですか！」

「こ、ここは口を動かす場ではない！　言いたいことがあるなら裁きの場で申し開くがいい！」

　少女からここまでの反論を食くらうとは予想していなかったらしく、隊長は怒りに顔を赤くして怒ど鳴なりつけた。

　スイリンは困ったような表情でリョウトとキサに顔を向けた。

「どうしましょう」

「蹴け散ちらすのは簡単だけどな」

　ウィルドライヴができるリョウトたち相手に、さほど精せい鋭えいでもなさそうな兵卒五〇人というのは不ふ釣つり合あいだといえる。権力と権けん威いでなんとかなると思っているのだろう。

　スイリンは、乱暴なやり方には賛成しないようだ。

「正々堂々とこちらの意を主張すべきではないですか」

「つまり連行されるってこと？」

　あんまり気が進まない様子でリョウトが聞き返す。

「勝手に話をするな！」

　威嚇する隊長だが、こちらがウィルドライヴできることを知っているのか、なかなか実力行使には踏ふみ出だせないでいるみたいだ。

　スイリンはうなずいた。

「あの者たちについていけばこちらの言い分を聞いてくれるのでしょう？」

　統治者の娘だけあって、真っ当で公的な段階を踏んだやり方をスイリンは望んでいるようだ。

「いいけど、時間かかるぞ。間ま違ちがいなく。まず牢ろう屋やに入れられて、周りの住民からの聞き取りとかして。数日じゃすまないだろうな」

「そんなに？」

　地上の訴え沙ざ汰たに巻き込まれたことなどないスイリンは、すぐにでも片がつくと思っていたらしい。悩なやましげな顔で考え込む。

「でも、知事は皇こう帝てい陛下の臣ですから、逆らうとみやこでの陳ちん情じように影えい響きようが出ませんか？」

「知事の機き嫌げん損そこねたくらいのことが皇帝の耳に入るもんか」

　地方官、それもみやこから遠く離れた一城市の長だ。大した地位ではない。皇帝との間には幾重もの官位の隔へだたりがある。

「地上は何事も数が多いんですね」

　リョウトはちらっと隊長のほうに目をやって、

「で、どうすんだ？　逃げる？　捕つかまる？」

　スイリンは不本意そうだが、

「やむをえませんか……」

　こんなところで何日も無む駄だにするわけにはいかない。

「逃げるなら、この町はあたしが詳くわしい」

　スイリンの決断を聞いたキサがそう請うけ合あった。スイリンは判断を託たくすようにリョウトを見る。リョウトはうなずいた。スイリンはそれを見て、キサに礼を施した。

「お願いします」

　キサはリョウトとスイリンに進む方向を指差した。

「あっち」

　言うと同時に駆け出した。リョウト、スイリンも続く。

「動くな！」

　隊長の制止が飛ぶが、無視して三人は走り抜ける。ウィルドライヴした上での走りだ。あっという間に包囲に迫る。

「う、撃うて！」

　慌てて隊長が命令したときには、三人は跳ちよう躍やくして兵士たちの頭上を越こえていた。狙いをつける間もなく放たれた矢は大半があらぬ方向へ飛んでいく。それでも数本の矢が彼かれらめがけて飛んだ。

　が、最さい後こう尾びのリョウトが振り向いた、と思ったときには、当たるかと思った矢はすべてその手に握にぎられていた。一瞬ですべての矢を掴つかみ取ったのだ。兵士たちの目には見えないほどの早はや業わざだった。

　唖あ然ぜんとする兵士たちに向かって笑いを残し、矢を放ほうり捨てて、リョウトは少女二人のうしろを守って去っていく。

「お、追え、逃がすな！」

　隊長がわめくが、力の差を見せ付けられた兵士たちはその場から動けなかった。一人が呟いた。

「……むしろこっちが見み逃のがしてもらったんじゃないですか」




　　　・




　キサの住すみ処かはこの町のスラム、貧民街の一角にある貸し部屋だ。本来は裕ゆう福ふくな大家族が住んでいた邸てい宅たくである。この国の大邸宅とは、巨きよ大だいな建物を一つ建造するのでなく、いくつもの建物を、中庭を中心として四方に配置する様式であることが多い。それぞれの棟むねを繋つなぐ渡り廊ろう下かをなくしてしまえば、そのまま複数の独立した家として使える。

　貸し部屋として、建物の中をさらに壁かべで仕切って小さい部屋をいくつもこしらえ、多くの人が住めるようにしてある。そのうちの一室である。

　三人が座すわれば狭せまく感じる程度の広さだ。とりあえず兵隊を撒まいたリョウトたちはここに身を潜ひそめていた。

「女の子の部屋に入っちゃっていいのかな」

　とリョウトが言う。キサは一瞬リョウトを睨むようにした。

「あたしに触るなよ」

「わかってるって」

　実際のところ家具などなく、あるのは薄い毛布が二枚と、背せ負おい鞄かばんが一つだけだ。

　スイリンは目を丸くしている。

「ここで暮らせるんですか？」

　竜りゆう宮ぐう育ちの彼女には衝しよう撃げきだったらしい。キサは気分を害した様子もなく、

「個室なだけ恵めぐまれてる」

　もっとひどいと雑ざ魚こ寝ねの宿、さらにひどいと路上で寝ねるしかない。

　古くからの壁はさすがに上等なものだが、ろくに手入れもされていないので漆しつ喰くいもはがれてもうボロボロだ。新しく仕切った壁に至っては、ただの薄い木の板で、ねずみが食った穴で隣の部屋とつながっていたり、板どころか布を張っただけで向こうが透すけて見えたりする。リョウトは板の壁に背を預けようとして、割れそうな音がしたので慌てて姿勢を正した。

「追っ手は来ないかな」

「この部屋の周りに禁術を張った。害意があるやつは入ってこない」

　そういえば入る前に建物の四よ隅すみに弾たまを撃っていた。あれは禁術で結界を張っていたのだ。

　禁術とは単に動きを止めるだけのものではない。あらゆる物事を禁止する術、という術なのだ。といっても、重大な禁止はそれだけ高度な術が必要になる。キサができるのは初歩的なものだが、少しの間一般人を寄せ付けないくらいのことはできる。

「それなら一安心だな」

「これからどうすればいいでしょう？」

　スイリンは早く南サンパイルを出てみやこに向かいたい。いつまでもこの部屋でくつろいでいるわけにはいかないのだ。

　キサは毛布をたたみながらスイリンに答えた。返答は簡潔だった。

「待つ」

　もう外はほとんど夕ゆう闇やみから完全な夜に移行しているが、もう少し時間を置いたほうがいいという。隠れて行動するなら夜。これは当然だ。三人はウィルドライヴで暗視力を強化できるので有利になる。

　それに、凶獣のせいで町が混乱している。いつまでもリョウトたちばかり追い回している暇ひまはないだろう。

「なるほど、それで夜にこっそり出ていくわけですね？　でも町は壁で囲まれてますから、出入り口の門は警けい戒かいされているんじゃないでしょうか」

「いや、そもそも門からは出ない……よな？」

　リョウトが確かく認にんを取るとキサはわずかにうなずいた。

「どういうことです？」

　リョウトがスイリンに説明する。

「夜には門が閉まるんだ」

　帝てい国こく全土、大体の城市では、日にち没ぼつとともに町の全すべての門を閉めて、城じよう壁へきの内外の行き来をできなくするきまりだ。例外は帝てい都とハイライズをはじめとした繁はん華かな大都市くらいである。

「そんなきまりがあるんですか……ではどこから出れば？」

「おれたちはウィルドライヴができるだろ？」

　門を無視して城壁を越えることだって不可能じゃない。南サンパイルの町を囲む城壁は高さ一〇メートル。厚さが一番下で八メートル、上で四メートルといったところ。先細りなので、壁は斜ななめだ。一〇メートルを一気に跳とび上あがるのは無理でも、駆け上がるなりできるはずだ。

「それまではここで時間つぶしか。晩飯食いたいんだけどな」

「贅ぜい沢たくはいけません」

　スイリンが指を立ててリョウトをたしなめていると、いきなりキサが立ち上がった。

「どうしました？」

「様子を見てくる」

　キサはふいっと部屋から出ていった。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

「地元だし多分大丈夫だろ」

　半ば上の空でリョウトは答えた。スイリンが彼を見ていると、何か思い巡らしている様子だったリョウトが向き直って頭を下げた。

「すまん」

　いきなりのことにスイリンは目を丸くした。

「何がです？」

「おまえは地上の人間を助けるためにがんばったのにさ、助けてもらったほうが兵隊繰り出して追い回してるんだからな。人間として謝あやまる」

　もう一度、深々と首を垂れた。

「その必要はありません。人間であるおまえが竜宮の追っ手からわたしを助けてくれたこと、ちゃんと記き憶おくにありますよ」

　にっこりするスイリン。ただし、すぐに考えるような顔になって、

「振ふる舞まいが不ふ埒らちなことも記憶にありますけど……」

「そこは相そう殺さいしてくれよ」

　しばらくしてキサが戻ってきた。音を立てずにするりと部屋に入ってきた。

「どうだった？」

「問題ない」

　言いながら、手に持っていた大きい包つつみをどさりと放った。見てみるとそれは食しよく糧りようだった。まだ湯気を上げている具入り蒸しパンの他にも、魚の燻くん製せい、干し果物、芋いもなど保存のきくものが多い。今晩の分だけでなく今後の携けい帯たい食しよくまで買ってきてくれたらしい。

「こいつは助かる！　わざわざありがとうな」

　リョウトのあけっぴろげな謝辞に、キサはフードを下げて赤くなった顔を隠し、怒おこったようにぷいっとそっぽを向いた。

「べ、別に、ただ売ってたから買ってきただけだ。礼を言われる筋合いなんかない」

「照れちゃって」

「照れてないっ」




　　　・




　思ったとおりに町から脱だつ出しゆつできた。壁を越えようなどという方法に対する備えまでは、さすがに万ばん全ぜんではなかったようだ。

　リョウトが、見張りの少ないところを選んでまず壁の上まで駆け上がる。そこから紐ひもを垂らして女性二人が登りやすいようにした。

　上がってくる二人にリョウトは手を差しのべたが、二人ともそれを拒きよ否ひした。スイリンは昼間のことを思い出したのか、なぜか顔を赤くして

「手を握る必要はないと思いますっ」

　と言うし、キサはことさらにとげとげしく

「あたしに触るなっ」

　とリョウトを威い嚇かくし、手を引っ込めるまで登りきろうとしなかった。

　城壁をうしろに見やる街かい道どうの途中で三人は立ち止まっている。

「ありがとうございました」

　スイリンがキサに向けて丁寧に礼を施ほどこす。

「礼なんかいらない」

　リョウトが南サンパイルの町を振り向いた。

「キサはどうすんの？　町には戻もどれないだろ」

「あ、そうか、そうですよね」

　スイリンはその点にようやく気づいたようだった。スイリンがキサを巻き込んだかたちになってしまった。

「申し訳ありません」

「別に、いいけど……」

　キサはそこで少し考えるようにして、リョウトを見、それからスイリンを見た。

「あんたたちはハイライズに行くんだろう？」

「そうですよ」

　咳せき払ばらいして、キサは、

「あ、あたしもハイライズに行こうと思ってたんだよな」

「そうなんですか？」

「それで、あたしみたいに旅に詳しいのがいると捗はかどるはず。今日みたいな騒そう動どうを起こさないように、起きたときにはうまく収しゆう拾しゆうをつけられる案内役がいたらいいと思うな」

　言いながらちらっちらっとこちらの様子をうかがっている。

「キサの言うことはもっともだと思う」

「そうだろう？」

「だから次の町でそういう案内人を見つけようぜ！」

「えっ!?」

　リョウトがわざと期待から外れた答えを返すと、キサは面白いようにうろたえた。

「い、いや、旅に詳しくてウィルドライヴができるような案内役はなかなか見つからないだろう。あたしを同行させるのが一番効率がいいはず」

「一いつ緒しよに行きたいならそう言えばいいのに」

「べ、別にそんなことは言ってない……けど」

　不安そうにこちらをうかがってくる。

　だが確かに今日は、キサがいなかったらどうなっていたかわからない。まだ南サンパイルから出られてないか、派手に暴れる羽目になっていたか、いずれにせよ現在より悪い事態になっていたはずだ。そういうトラブルを減らすのは大事だ。

「じゃあ一緒に行こうぜ」

「待ってください」

　止めたのはスイリンだった。

「嫌いやなのか？　あ、おれと二人きりの旅がいい？」

「それはダメ」

「なんでキサがダメって言うんだよ」

「い、意味なんかない」

　一方スイリンはリョウトの言葉をスルーして冷静に話を続ける。

「二人がいいのではなく、こちらの事情に巻き込んでしまう可能性もあるわけですし、同行するというならまず知ってもらうべきです」

「ああ、そうかな。言っていいなら言おうか」

「隠かくすようなことではないと思います」

「なんの話だ？」

　怪訝な顔をしているキサに向けて、スイリンは自分の事情を話した。竜宮の娘でハイライズに行く途中である。それをよく思わない追っ手がやってくるであろう。

「だからわたしと同行すると危険な目にあう可能性が高いんです」

　キサは半信半疑でリョウトに視線を向けた。

「どうやら本当っぽいんだ、これが」

　リョウトはスイリンと出会ったときの様子を聞かせる。海から上がってきたことや、追っ手、法士ウゾクなど。

　キサはなんとか話を受け入れる気になったようだ。

「あんたは……？」

　リョウトはなんで一緒にいるのかと訊たずねた。

「おれは師匠の教えに従って、困ってる可愛かわいい女の子を助けてるのさ。おれ自身みやこにいく用事もあるしな」

「じゃあ、たまたま一緒になっただけなんだな。深い仲とかそういうんじゃないんだな？」

　やたら念を押おすキサ。

「追われてるなら、なおさら旅慣れたあたしが役に立つはず。間かん道どうを使えば距離も時間も短縮できる。町の中で身を隠す方法もわかる」

「では、お願いします」

　うん、とリョウトもうなずいた。

「これがほんとの、両手に花ってやつだな」







第三章　紅葉と月光







　その部屋にはテーブルが一つと、椅い子すが五脚あるだけだった。ほかに調度品と呼べるものは何もない。それどころか窓もない。あろうことか扉とびらすらなかった。四方を完全に壁で囲まれた部屋だが、不思議なことに暗くはない。どこから光が来ているというわけでもないのに、十分な明るさがあった。

　完全に周囲と隔かく絶ぜつされた密室である。

　そのような不可思議な部屋の、五脚の椅子のうち四脚が埋うまっている。

　うち一人は、白衣に身を包んだ男――シドだ。

「それで、どうじゃった、わしの作った『濁果ダークカーネル』は」

　向かいの席からシドに問いかけたのは、髪かみが一本も残っていない老人だ。椅子に座っていてもわかるほどの長身で、枯かれ枝えだのようにやせており、へその辺りまで垂れたあごひげはつややかな黒。目の輝きがぎらぎらとしていてただならぬものを感じさせる。『昏い学究グルームシンカー』ガイアだ。

「支障なく凶獣ビースト化は行われた。つまらない立ち木を素体にして、あれだけのものに変異させることができれば問題はあるまい」

「ほっほ、そうかそうか」

「ガイアの実験もいいけどぉ」

　口を挟んだのは、肩かたもあらわで、大きな胸の上半分くらい出ている大だい胆たんな服装をした妙みよう齢れいの女性だ。これもシドの向かい側の席、ガイア老人の隣となりに位置している。濃のう厚こうな色いろ香かを漂ただよわせていて、リョウトが見たらさぞ喜ぶだろう。まとめた髪に大きな釵かんざしが三本突つき刺ささっていて、金銀の飾かざりがしゃらしゃら音を立てている。『壺中天クラインボトル』ロウという。この部屋も彼かの女じよが作り出したものであった。

「けっきょく竜りゆう王おうの娘むすめは確保できなかったんでしょ？　わざわざ凶獣を町に放っといて、そりゃないんじゃない？」

　頬ほお杖づえつきながら指し摘てきされて、シドはいまいましいという顔になった。

「だまれ、ロウ。追っ手が無能なだけだ。せっかく町を混乱させてやったというのに、機会を生かせずむざむざ取とり逃にがすとはな。あの主君に似合いの配下だ」

　自分が仕えているはずのコウトクを悪しざまに言って、当然のような態度をしているシド。

「吾おれなら、自分で、やる」

　最後の一人が低い声で言った。シドの左側の席、ロウの右側の席だ。『赭羆アカヒグマ』レゴン。ひげというより毛皮のような剛ごう毛もうを顔に生やした巨きよ漢かんである。半分眠ねむったような小さい目だが、よく見ればその奥おくでじっと周囲を観察していることがわかるだろう。

「レゴンならそうするわよねぇ」

　ロウが笑いながらうなずいた。

「護衛の男は凶獣を倒たおすのに霊宝ギフトを使った。油断できんレベルの法士相手にうかつに矢や面おもてに立つこともあるまい。危険な役目は竜宮のバカどもで十分だ」

「吾なら、バカには、任せない。バカは、殺す」

「殺して食うのよね」

　ロウは犬にするようにレゴンのひげを撫なでた。シドは少し検討しているようだったが、

「そうだな、殺すか」

「えっ、食うの？」

「レゴンと一緒にするな。私のやり方はわかっているだろう」

「たまには驚おどろきが欲ほしくなるじゃないよ」

「そんな驚きは海にでも捨ててしまえ」

「まあ、あたいとしてもシド担当の区域に遅れが出るのは避さけてほしいしぃ、いいようにやってちょうだいよ。ちゃんと竜王のバカ息子むすこを焚たきつけてよ」

「『南』は順調なのか？」

「あたいのほうは問題なし。着々と開戦に向けて進んでるわ」

　ロウは切なげな視線をただ一つ残った空席に向けた。そこは上座にあたる場所である。

「お兄様を蘇よみがえらせるのに必要な二つ……、『心』へ向かうほうはあたいとシドが進めてるけど、レゴン、お兄様の『体』はまだ見つからないの？」

「まだ。手がかりもない、臭いもない」

　大きい体を小さくして、面めん目ぼくなさそうにレゴンは答えた。

　ここでいう『体』とは物質的な肉体のことではなく魂たましいの半分のほうだ。『心』『体』は通常分ぶん裂れつすることはない。人が死ぬ際も両方合わさったまま魂は冥府に降り、そこで死後の生活を行う。強力な法士であれば死から復活させることもできる。

　だが『心』『体』が分裂してしまっては、蘇そ生せいは不可能なのだ。

「首領が死んだのが十八年前。そのときにあの女が隠したのは間違いないんだろうな？　最後まで白状しなかったが……どこに隠したものやら」

「あの女……インシュン、お兄様の仇かたき」

　ここにいない者の顔を思い浮かべて、ロウは憎にくしみに歪ゆがんだ顔をした。

「怨うらみは晴らしたろう」

「あんなもので！　あたいの怨みが晴れるもんか」

　そんな感情に頓とん着ちやくせず、ガイアがずいと割り込んできた。

「皆みな、わしの手が必要なら言うとよい。ひとまず『濁果』はもう一つ持ってきとるぞ」

「実験をさせたいだけだろう」

　と言いながらシドはもう一つの『濁果』をもらいうけた。

「もう、いいか。おれは、首領の『体』を、探さなければ」

「わしも研究に戻りたいのう」

「それじゃ解散ってことでいいかしら？」

　全員いっせいに立った。

「お兄様の復活のために」

「そう、全てはわしら『晦冥五患イーヴルズ』の首領を蘇らせるために」

　シド、ガイア、ロウ、レゴン。

　そしてもう一人。




「『晦冥五患』の名の下に、世界を穢けがし濁にごらせよ」




　四人の姿は瞬まばたきをする間もなくその場から消えた。

　その部屋自体も闇やみに閉ざされるように消えて、なくなった。




　　　・




　帝てい国こくの大街道は基本的に、城壁をめぐらせた都市、つまり城市をネットワークで結んでいる。それは政府の統治が城市を基本としているからだ。

　城市は物の集まるところ、取り引きと消費の場である。まわりの村に住む者が物を売ったり買ったりするのも最も寄よりの城市なのだ。だから城市に官庁を置けば、近くの村もいっしょに支配することができる。

　あるいは城市のないところに定期市が自然発生する場合もあるが、その市場も成長すれば壁が巡めぐらされて、城市となり、帝国の動脈網もうに組み込まれる。南サンパイルがいい例である。

　だから大街道をいくら歩いても村にはたどりつかない。街道から枝のように分かれた間道をたどって行くことにより村へ行ける。

　大街道は人通りも多く、安全な道といえる。しかし、先を急いでいてなるべく近道をしようと思ったら間道を抜ぬけていくのが正解だ。

　南サンパイルを離はなれてから二日、キサが選んだのはそういう道であった。間道といっても、大街道に劣おとらないくらい広くて整備された道もあれば、人の通る跡あとがあるだけの獣けもの道みちのようなものまで様々だが、今回通っているのは後者のほうである。

　めったに人も通らない山道で、ぐるっと山を迂う回かいする大街道に比べてかなり短くてすむ。

　こういう道を選べるほど地理に詳しいのは、確かにこの中ではキサしかいない。スイリンは言うまでもないが、リョウトもこれまでの師し匠しようのおつかい旅では、大街道沿いにしか移動したことがなかった。

「ただ、山の中に山さん賊ぞくの住処があるらしい」

　というのがキサの情報だ。何につけてもスケールの大きいこの帝国では、山賊と一口に言っても、山の二つ三つを占せん拠きよ、要よう塞さい化して、住民も万単位を擁ようする、ほとんど独立国のような巨大組織も存在するが、この地方にいるのはせいぜい数十人の小グループのものばかりだ。

「じゃあ大して気にしなくていいな」

　ウィルドライヴできる三人の敵ではない。

　おりしも紅葉の季節、山中を進めば見える限りの果てしのない木々が、赤や黄色に色づいた葉をひらひらと蕭しよう蕭しようと降らせている。頭上は紅葉の天てん蓋がい、足元は落葉の絨じゆう毯たん。綺き麗れいだが、下手をすると落ち葉で埋もれて道が見えない。

　そんな中を三人は進んでいた。

　山歩きに慣れていないスイリンのペースが遅おそい。

　リョウトは時々立ち止まって彼女を待つ。

「肉でも食えれば力が出るんだがな。そういやここんとこ食ってないな。肉食いたい」

　南サンパイル以降は人里に寄っていないので、口にしているのはあの夜にキサが買ってきた食糧だけだ。その中には肉は入っていなかった。

「獣の肉ですか？」

　スイリンは顔をしかめた。

「嫌きらいなのか？」

「口にしたことがないです」

「うまいのに」




　山中の風雨をしのげそうな洞ほら穴あながあった。外に焚たき火びの跡があり、穴の中も綺麗にされているので、この道を行く旅人が夜を明かすのに使う場所のようだ。日が落ちないうちにここで休むことにした。

　今日は山の中で野宿だ。夜通し歩を進めれば朝方には山を抜けるらしいが、リョウトはペース配分というものを考えている。みやこに急ぐだけなら疲つかれ果はてるまでウィルドライヴで飛ばしてもいい。しかし追っ手がいる以上、いつも余力を残しておくべきだ。

　といって体力を温存しすぎては旅のペースが落ちるので、そのへんの兼ね合いが悩ましいところではある。

　さて荷物を下ろしたところで、

「水浴びがしたいんです！」

　と、突とつ然ぜんスイリンが言い出した。

「なんだいきなり急に」

「聞こえませんか？　水の音が！」

　そう言われれば、さほど遠くない距きよ離りに川のせせらぎが聞こえる。なるほど水場が近いというのも、ここが休きゆう憩けい地点になっている理由であるらしい。

「人間はいいかもしれませんが、わたしはそろそろ水がないと限界です」

　本当にしんどそうに言う。竜はそんなにやわではないはずだが、乾かわいた状態で長く生活したことのないスイリンにとっては精神的に落ち着かないのだろう。

「水浴びか……いいなぁ」

　リョウトが想像したのはスイリンの水浴び姿である。濡ぬれた肌はだ！　あらわになる身体！　大だい歓かん迎げいだ。

　それを、自分も水浴びしたい台詞せりふだと勘かん違ちがいしたスイリンは、あっけらかんとリョウトを誘さそった。

「なら、おまえも一緒にどうですか？」

「えっ!?」

　まさかのお誘いに、リョウトは驚いて思わず声をあげてしまった。

「いいのか？」

　喜びに目を輝かがやかせているリョウト。

　驚いて声も出ない様子なのがキサだ。うろたえたように二人を見比べている。

「な、なんですかおまえたち」

　スイリンは不思議そうな顔をしていたが、早く水浴びしたいということで、洞穴の脇わきから谷に向かう斜しや面めんを降りていった。リョウトはすぐさま追いかける。キサも続いた。

　下った先には、若い男なら助走をつければなんとか跳び越せる、という程度の幅はばの川があった。周囲はごつごつした岩場、水は澄すんでいる。深さは腰こしくらいまでだろう。けっこう流れが速く、浮ういた紅葉が回りながら下流へと流れていく。

「いい水ですよ」

「じゃあさっそく」

　もう肌はだ寒さむい風が吹ふく季節だが、リョウトはおもむろに服を脱ぎ出した。

「なっ、何をしているんですっ！」

　上半身裸はだかになったリョウトを見たスイリンは悲鳴のような声をあげた。

「えっ？」

「そんな、服を脱いで何をする気です！　ふふ不埒なっ！」

「どういうこと!?」

　リョウトは困こん惑わくした。

「一緒に入ろうって言ったのスイリンじゃないか。なんで怒るんだよ」

「何を言うんですか！　水浴びするのになんでふ、服を脱ぐんですか！」

「え？」

「……え？」

　よくよく聞いてみれば、スイリンは服を着たまま水に入るつもりだった。

　そういえばはじめて彼女を見たときも海の中からドレス姿で上がってきた。竜宮製の、水に濡れても形や着き心ごこ地ちが変わらない服だ。

　南サンパイルで買った古着ではそうはいかないのに、かまわず着衣で水に入るという。

「なんだ、そういうことか」

　スイリンにとっては、一緒に水浴びというのは軽い散歩に誘うようなもので、特別な思いなど必要としないことだった。

　残念、と息をつくリョウトのそばで、キサも、なぜか安心したみたいに息を吐はいている。

「急におれと裸の付き合いがしたくなったのかと思った」

「そんなわけないでしょう！」

　裸じゃないんならいいや、とリョウトは服を着る。その辺の岩に腰かけて、スイリンの様子を眺ながめることにした。

　もう肌寒い風が吹く季節だというのに、スイリンは川の中に入って全身を水に浸ひたしている。ぐるぐる回って、潜もぐって、流れに逆らって泳いで、存分に楽しんでいる。

「これはこれで目の保養になるな」

　やがて水面から顔だけ出だしたスイリンが、あたりに目をやって不思議そうに訊きいた。

「キサはどうしました？」

「そういや見ないな。上に戻ったんじゃないか」

　キサといえば、とリョウトは語を継ついで、

「なんかおれにだけ冷たいような気がするんだけど」

「キサが？　そうですか？」

　水中で体をひねりながら首をひねるスイリン。

「だってろくに話もしてくれないし、冗じよう談だんにも乗ってこないし」

「おまえの話術の問題では？」

「スイリンは相手してくれるじゃん」

「そ、それは特に意図はありませんよ」

　スイリンは表情を隠すように水に潜った。長い間潜っていた。また水面上に出てきたところでリョウトは話を続ける。

「言葉だけじゃなくて近づくと怒るし」

　スイリンはちょっと考えて、

「冷たいというのとは違ちがう気がしますけど」

「そうかなぁ」

　それにキサの姿にはどこか記憶に引っかかるところがある。いまいち腑ふに落ちないが、考えても答えは出ない。それよりもスイリンの姿に集中することにした。

　その後もしばらく、日が傾かたむくまで水と戯たわむれていたスイリン。上がってきたその姿は、完全な濡ぬれ鼠ねずみであった。

「地上の服ってこんなに水を含ふくむものなんですか」

　髪の毛や肌は濡れても乾いても変わらないスイリンだが、服だけはどうにもならない。

「しまったァァ！」

　と、リョウトはスイリンを見ながら悔くいをあらわにした。

「もっと薄うす手での服を買わせるべきだった！」

　そうしたら透けたり張り付いたりしてうれしいことになっていたのに。スイリンは冷たい目で悔くやしがるリョウトを見やった。

「おまえはそういう不埒なことを言ったりやったりするのをやめればいいのに」

「それはなかなか難しい」

　ある程度服の水を絞しぼってから洞穴の前に戻ったが、そこにもキサの姿はなかった。




　　　・




　心配するまでもなく、少ししたらキサは戻ってきた。手には兎うさぎが二羽。

「獲とってきたのか」

　弾弓に、そこらに落ちている小石をつがえて放てば狩しゆ猟りよう用の飛び道具となる。

「でもなんでいきなり断りもなく……あ、ひょっとしておれが肉食いたいって言ったから？　悪いな、わざわざ」

「ちっ、違う！　別にそんなんじゃない、あたしが食べたかっただけだから」

　リョウトの視線を受けて、慌あわてたように否定するキサ。顔を覗のぞき込もうとすると、表情を隠すようにフードをぎゅっと下ろしてブロックした。でも耳が赤くなっているのが見える。

「そんなんじゃないからな！」

　そのまま逃げるように川へ下っていく。さばきに行ったのだろう。

　リョウトは火をおこしておくことにした。枝と葉を集め、荷物から火打石と火ほ口くちを取り出して火をつける。

　それを見ながらスイリンはちょこんと座すわっているだけだ。お嬢じよう様さまにはこういうアウトドア的な技能が皆かい無むなことはここ数日でよくわかっている。海中で過ごす技術は身につけているのかもしれないが、地上で役に立つものではない。

　やがて火が安定したころ、キサも戻ってきた。兎の肉を木に刺して、直じか火びで焼く。脂あぶらが垂れる。肉の汁しるが表面で沸ふつ騰とうして泡あわ立だつ。

「うまそー」

　舌なめずりせんばかりのリョウトと対照的に、スイリンは洞穴の奥から出てこない。火も獣の肉もお気きに召めさないようだ。

　やがて焼けた肉にリョウトとキサはかぶりつく。野性味ある肉の弾だん力りよく、あふれる汁。

「やっぱり肉はうまい。キサ、わざわざありがとうよ」

「だから、あたしが食べたかったから獲ってきただけで別にあんたのためとかじゃ……」

　キサは口の中でもごもご言っていたかと思うと、急に食べる速度を上げた。ガツガツバリバリと骨まで噛かみ砕くだこうとしてむせている。……照れ隠しなのか？

　リョウトは口の周りを脂で光らせて、洞穴の中に声をかけた。

「スイリンも食べてみれば？」

「おかまいなく」

　結局、スイリンは兎を口にすることはなかった。




　夜明け前に、口の中の違い和わ感かんでリョウトは目が覚めた。

　リョウトがいるのは、洞穴の入り口を、焚き火を挟はさんで正面に見る位置だ。今は消えている焚き火の前で、座ったままの姿勢で眠った。スイリンは洞穴の中で寝ねている。

　口の中が不快に粉っぽい。リョウトはつばを吐いた。そのつばは白っぽく濁っている。

　どうやら灰だ。手で探さぐると顔にもべったりついているようだ。なぜこんなことになったんだろうか。風のせいか。

「うへえ」

　これは参った。とにかく口の中が気持ち悪いし、服にもついているようだ。

　水でも浴びてくるか。リョウトは伸のびをしながら立ち上がり、川へ続く道を降りていく。

　せせらぎが近づく。

　道を曲がって川に出て、そこでリョウトは鉢はち合あわせした。

　キサと。

　……全ぜん裸らの。

「……！」

　どうやら一足先に水浴びをして、今まさに上がろうとしていたらしいキサは、目と口を大きく開いたまま固まってしまった。

「きゃああああっ！」

　女の子らしい悲鳴がキサの口からあがった。

「みっ、見ないで！　見るなっ」

　顔を真っ赤にして、手で体を隠しながら再び川の中にしゃがみこむ姿は、普ふ段だんの彼女からするとずいぶん可愛らしい反応に思えた。

「あっち向いて！」

　言われてリョウトは目をそらしたが、驚いて遅おくれたことにより、決して故意ではない、決して故意ではないが、こう、いい感じに彼女の体を視界に収めることができた。あくまで故意ではないがとっさにウィルドライヴして視力強化、高解像度の彼女の肢し体たいを記憶したのだ。

「いやあ……」

「……」

「マントで隠すのもったいない」

「……」

　視線を外す前に見えた彼女は、引ひき締しまった体で、なおかつ女性的な曲線を兼ね備えた美しさがあった。みやこでの最近の流行はふくよかで豊満なタイプらしいが、それとは違う、よく運動をする者のしなやかな体つきだ。

「それでいて胸はスイリンより大きいし……」

　間ま違ちがいない。それは確実に見た。

　フードに隠れていない素す顔がおもはじめて見たが、驚いて見開いた目、わななくまつ毛が印象に残った。フードとマントで顔と体を覆おおってしまうのは、リョウトの目の保養にとっては大きな損失であるに違いない。スイリンという端たん正せいな花があるとしても、別種の野や趣しゆあふれる花もいっしょに見られるほうがいいに決まっている。

「もういいか？　そっち見ても」

　先ほどからキサの返答が一いつ切さいない。やっぱり怒っているのだろうか？

　リョウトは少し考えて、再び口を開いた。口元の笑えみが消えて、おのずから声のトーンが変わっている。

「――それから、ちょっと訊きたいことがあるんだが、いいか？」

　待っても、やはりキサの声はなかった。

「あの……キサさん？　聞いてる？　……そっち向くぞ？　いいんだな？」

　さんざん念を押してから、リョウトは川のほうを振ふり向むいた。

　そこには清水が音を立てて流れているばかりであった。
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「いないのかよ！」

　いつの間にか、キサはその場から消えていた。




　　　・




　顔と体を洗って戻ってくると、キサによって朝食の用意ができていた。リョウトが近づくと、キサはぼっと顔を赤くして、あからさまに目をそらした。

　朝食は昨日残った兎に干し果物を添そえただけだ。スイリンは果物だけ食べた。

　兎の食えない部分は埋めて出発する。

　リョウトは何度かキサに話しかけようとしたが、ことごとく避けられた。それは昨日までよりも露ろ骨こつだった。

「なあ、キサ」

　ふいっとよそを向く。

「あの……」

「昼ひる頃ごろには山を出られるはずだ」

　リョウトを無視してスイリンに予測を伝える。そんな反応が何度かあって、リョウトもさすがにいったん諦あきらめた。訊きたいことがあるといっても、別に緊きん急きゆうなことではない。裸を見られたんだから怒おこりもするだろう。

　三人は落ち葉を踏ふみ、苔こけに足あし跡あとを残して、道ともいえない道を歩いていく。当然というべきか、行き会う人もない。

「おまえ、キサに何かしたんですか？」

　先を行くキサと少し距離ができたときに、スイリンがそう囁ささやいてきた。彼女もキサの様子の変化に気づいていたらしい。

「何かした……わけじゃない。はず」

　見ただけだ。それも偶ぐう然ぜんに。むしろ何かしたかったという思いはあるが、実行はまだだ。

　スイリンは歯切れの悪いリョウトの返答に、人差し指を立ててお説教する。

「あまり不ふ埒らちなまねをしないことですよ。おまえの悪いところです」

「してないのになぁ」




　やがて木の枝を透すかして見える太陽が真ん中まで昇のぼったが、山道が終わる気配すらなかった。

「おかしい」

　キサが足を止めた。確かに消えそうな道ではあったが、踏み間違えてはいないはずだ。それとも道自体が変わったのか。

「あの……」

　とスイリンが周りを見回しながら、

「この辺りの景色、見覚えがあるような気がしませんか？」

「どうだろう。山の中は同じような地形が多いからな」

　リョウトにそう言われると、スイリンもあまり陸上の地形を見分けるのに自信がないのか、完全に納なつ得とくしたわけではないだろうが、おとなしく口を閉ざした。

　進んできた方角を考えると、ぐるりと元に戻もどったということは考えられない。

「とにかく進んでみようぜ。もうすぐかもしれないし」

　キサもうなずいて、三人は再び歩き出した。

　だがしかし。

「やっぱりおかしいなこいつは」

　リョウトが言うまでもなかった。三人の目の前にあるのは、浅い洞穴と、その入り口の焚たき火び跡あと。ついでに言えば食って捨てた兎の骨も転がっている。

「やはり同じところを回っていたんでしょうか」

「そんなわけはない……が」

　キサも自信が揺ゆらいでいるようだ。とりなすようにリョウトが口を出す。

「今から出発だと思えばいいじゃないか。ちょっと急ぐか」

　キサは返事をしなかった。気まずい。

「そうですね、急ぎましょう」

「そうだな」

　スイリンには返事をする。

　ウィルドライヴを使って、山の中を駆かけていく三人。巻き上がる落ち葉にリスが驚き、鹿しかが三人を風と間違えて顔を上げる。

「山賊でも出てきてくれりゃ道教えてもらうんだけどなぁ」

　だがそんな気配もなく、木を追って葉を穿うがち走っていったその先に、また焚き火の跡と洞穴が現れた。

　ちゃんと気をつけて、方向を間違えないように進んできたのに。

　これは明らかにおかしい。

　キサは断定した。

「これは法術ウイルクラフトだ」

「竜りゆう宮ぐうの追っ手か？」

「ウゾクにはこのような術は使えないはずです」

「追っ手だとしたら新手だな」

「あるいは竜宮とは無関係の者の術に引っかかった可能性もありますが」

「どっちにしろ、キサ、この術を解くにはどうしたらいい？」

　法術についてはキサが一番詳くわしい。さすがに異常事態でリョウトを避けている場合ではなく、キサは普ふ通つうに答えた。

「きっとこれは禁術だ。外へ出るのを禁じる術がかかってる」

「禁術で行き来を禁じる場合は、見えない壁かべみたいのができるもんだと思ってたけど」

　透とう明めいな箱の中に閉じ込められたようになる、というイメージだ。

「そういうわかりやすいのもある」

　それだと素人しろうとにも違和感を持たせることになる。高等になると術の効果をあからさまにせず外へ出られなくする。今の状態がそれだ。もっと強力なものだと、山を出ようという意志そのものを禁じてしまうわけだが、さすがにそこまでの術が使える者は地界にはほとんど存在しない。

「禁術で空間を区切る場合は、範はん囲いを決めるためにいくつかの地点に術をかけてそれを結節点として、結ぶようにする」

　キサは指で空中に四角形を書いた。

「ああ、そういや南サンパイルでキサがやってたな」

　建物の四方に禁術の弾だん丸がんを撃うち込んでいた。その四点を結んだ中が、禁術の効果範囲ということだ。今回の禁術は、規模ははるかに大きいながら理り屈くつは同じはずだ。

「つまりその結節点を見つけて解術すればいいということですね」

　問題は、結節点がどこかわからないことだ。隠かくされた術を発見する術もあるが、この中に使える者はいない……本来のスイリンが持つ竜の眼めを別にすれば。

　まさか這いつくばって、落ち葉を鼻でかきわけながらしらみつぶしに探すわけにもいかない。

　スイリンは辺りに視線を走らせた。

「なるべく早くハイライズへ行きたいのに」

　多少足止めを食っても大して変わらないようなものだが、進んでいないという心理的な焦あせりがスイリンにはあるようだ。それに、このままだと何日も山の中をさまよう可能性だってある。そうなれば大して変わらないどころではなかった。

　もはや太陽も傾いて、空の色が夕時に変わりかけている。木々の影かげ、下生えの陰かげが暗くなってきていた。

　考えあぐねている様子の二人を見てキサがとにかく動いてみるべきだと提案した。

「ここで話していても意味がない」

　注意しながら歩いていれば術をかけた地点が見つかるかもしれない、とキサは言う。

　リョウトも良案があるわけでなく、法術に関しては彼女のほうが知識がある。

　しょうがない、また山歩きトレツキングを再開しよう。

　三人は足取り重く、周囲を見ながら歩き出そうとした。

　と、近くの草むらが不自然にがさついて揺れた。

　動物か？　と様子をうかがう中、草を分けて出てきたのは人間の姿だった。

　その姿を見た瞬しゆん間かんに、スイリンとリョウトは距離をとって身構える。キサはどうしたのかわかっていない顔だが、とにかく二人にならった。

　三人とその出てきた人ひと影かげが対たい峙じする。

「来たな」

　リョウトの呟つぶやきには気力が充じゆう実じつしていた。黙だまって道に迷わされるよりは直接出てきてくれたほうがやりやすいというものだと、いつでも霊宝をダウンロードできるようウィルドライヴを開始する。

　スイリンも双そう剣けんを抜いて隙すきを見せない構えだ。キサは左手に弓を持ち、右手でふところの弾丸を取り出せるようにしている。

　三人の視線の前に立っているのは、目が大きく、根のように分かれたひげを持つ男。

　スイリンを追って竜宮からやってきた法士。

　ウゾクであった。




　　　・




「このへんにゃ海はないけど水術は使えるのかい」

　リョウトが戯れかかる。あえて出てきたということは何か策さく謀ぼうがあってに違いない。冗じよう談だん口ぐちを叩たたきながら、リョウトの意識配分は目の前のウゾクだけでなく周囲一帯に及およんでいた。今のところ異状はなさそうだが。

　と、いきなりウゾクはみんなの意表を突つく行動に出た。

　ひざまずいて頭を垂れたのだ。これは主君に対する礼――あるいは、敵に降こう伏ふくするときの姿勢である。

「申し上げます」

　大きな声だ。

「この付近一帯には道を惑まどわす術がかけられています」

　いきなり何を言うのかとリョウトは不ふ審しんに思った。法術で迷わされているのはとっくに知っているが、ウゾクがそれを言う理由がわからない。

　スイリンも戸惑い気味に答える。

「知っています」

「おまえらがやったんだろ？」

「いいえ」

　ウゾクは顔を上げないまま言葉を続ける。

「やったのはシドです」

「それ、おまえらの仲間だろ？」

　シドの名が出てスイリンの顔は険しくなった。自分の額に手をやる。

「あの者は禁術が得意でしたね。……話を聞きましょう。ウゾク、語りなさい」

　ウゾクはますます頭を低くし、恭うやうやしくスイリンに対した。

「つつしんで。元々私の部隊とシドが共同で姫ひめ様さま確保の追っ手となっておりました。先日の町で凶獣の騒さわぎがあった際、そこの法士殿に我々は再び意図をくじかれましたが」

　南サンパイルでリョウトに遭あったときのことだ。

「私はいったん竜宮に戻って援えん軍ぐんを連れてくるつもりでおりました。しかし、そこでシドが我々を集めたのです」

　後頭部を差し出した姿勢で、抑おさえた口調に無念さがにじむ。

「あの男は問答無用で攻こう撃げきを仕し掛かけてきました。我わが隊の配下五名は全員、やつの手にかかって無念の死を遂とげたのです」

　スイリンが息を呑のんだ。リョウトは腕うでを組んだ。

　ウゾクはしばらく続きの言葉が出ない様子であった。

「おまえら仲間じゃなかったのか？」

「どうしてそのようなことを……」

「やつがなぜ暴挙に至ったのかはわかりませんが、邪じや悪あくな意図があることは間違いありません。コウトク様のために動いているのではないことも明言しておりましたので、竜宮の正義はシドのもとにはないことも明白。私は力をふりしぼってなんとか逃にげ延のびましたが、姫様の身に何かあってはと思い、馳はせ参さんじた次し第だいです」

　スイリンが質問を重ねた。

「それで、おまえ自身はわたしをどうしようと思っていますか？　まだ竜宮に帰らせるつもりなら、情報の提供は感謝しますが、撃げき退たいせねばなりません」

「事ここに至っては、竜宮も安全を期しがたい可能性があります。シドの陰いん謀ぼうを成じよう就じゆさせないために姫様にはハイライズに向かっていただき、皇こう帝ていの公正な裁断を下してもらう以外ないと愚ぐ考こうします」

　リョウトは眉まゆを動かした。シドが何やら裏で蠢うごめき、部下を全員殺されたとはいえ、ウゾクがここまで大だい胆たんな方針の転てん換かんをするとは思っていなかったからだ。

　それほどシドが脅きよう威い的てきな存在なのか。

　ウゾクはすっかり神しん妙みような態度で、

「そのためにまずは術中から抜け出すご案内をすべく参上しました。シドの狙ねらいは姫様をこの空間内に閉へい鎖さすることです。そうすれば、竜宮へお帰りいただかなくとも、姫様がハイライズに到とう着ちやくすることはない」

「なるほど」

　スイリンがうなずく。

「幸い、今シドはこの近くにはいないようです。先読みで姫様たちがこの山を通るだろうと法術を仕掛けたわけですが、他の道を通る可能性もあるためそちらを監かん視しに行っているはずです」

「抜け出す方法は知ってるんだろうな」

「むろんです」

　言葉短く、だが重みを持った口調で、リョウトの質問に一言答えた。

　スイリンはじっと、下げられたウゾクの頭を見み据すえている。

「ウゾク。顔を上げなさい」

「は」

　言われても下を向いたままだ。スイリンが二度促うながしてようやく顔を上げる。ウゾクが見上げたのは、正面に立つ威い厳げんある少女の姿だ。スイリンはウゾクの顔を見つめてしばし、やがて厳しいくらいの表情でうなずいた。

「わかりました。案内なさい」

「はっ」

　ウゾクはひざまずいたまま礼を施ほどこした。

「信用するのか？」

　リョウトの言葉は質問というより確かく認にんだった。

「ウゾクはまがりなりにも竜宮の法士です。正しい道に目覚めた者をわたしが信用しなくてどうしますか」

　スイリンの言葉に恐きよう縮しゆくしたようにウゾクは再び顔を伏ふせた。

　ここでウゾクを信しん頼らいするのはまだ早いとか言ってもスイリンは聞かないだろう。育ちがいいのか、もともとの性格か、基本的に人がいい。もっとも、人をめったに信頼しない性格だったら、リョウトやキサが同行することもなかったはずだ。

　おれがそのぶん注意してればいいか、と思いながらリョウトはちらりとキサに目をやった。キサもリョウトと同じ顔をしてウゾクを見ている。どこまで信用できるか値ね踏ぶみする顔だ。

　リョウトが見ているのに気づいたキサは、フードに隠れるようにして視線を防いだ。

　やっぱりまだ避さけられてる？




　　　・




「で、どうするんだ。結節点を見つけて解術するんだろ？」

　ウゾクは冷静に返答する。

「その方法には問題点があります。一つ、結節点が見つかりづらいこと、二つは解術したらシドにわかってしまうこと」

「ではどうするのです」

「シドは術を壊こわさずに出入りできるよう、一部を開けてあるのです。つまりそこから出ればシドに気づかれることなく脱だつ出しゆつできます」

「そんなこともできるのか？」

　リョウトはウゾクでなくキサに訊く。

「複雑なやりかたになるけど、できる法士はいるだろう……たぶん」

　キサもあいまいな口調だ。比ひ較かく的てき法術に明るいといっても、年も若く知識もまだまだ足りない。ウゾクのほうが知識は上かもしれない。

「もちろん簡単には出られないようになっているため、複雑な工程を踏む必要はありますが」

「どう行けばいいのかわかるのか？」

「伊だ達てにシドと行動を共にしていたわけではありません。こちらです」

　自信ありげに先導するウゾクに従って、一行は山道を行く。

「貴女あなたとははじめてお会いするが、姫様と行動を共にされておられるのか」

　同行を許されてから、ウゾクはリョウトにはもちろんキサに対しても丁てい寧ねいな口調だ。

「旅先の案内役だ」

「……なるほど、地上の旅に詳しい者は必要でしょうな」

「この者は信頼できます」

　スイリンの断言に、キサはくすぐったいような顔をしてそっぽを向いた。

　ときおりウゾクは立ち止まり、周囲を確かめるようにして方向を定める。

　しばらく行くと周囲が変わった。明らかにはじめて見る景色で、どうどう巡めぐりから抜ぬけ出すことができた。

　ではウゾクは本当に術から抜け出す助けをしたのだ。危ない道に連れていってリョウトを突き落とすだの、そういうことをするのを警けい戒かいしていたが、そんな様子もなかった。

　ねぐらに戻るカラスの鳴き声が聞こえる。宵よい闇やみが木の間から染しみ出でてきて周囲を黒く沈しずませていく。

「そろそろ野宿の支し度たくか？」

「いえ」

　スイリンは首を振った。

「可能な限り距きよ離りを稼かせぐべきです。全員ウィルドライヴで暗視力を上げることができますから夜はそれほどの障害にはならないでしょう」

「でもそれだと夜の間ずっとウィルドライヴし続けなきゃいけなくなるな。おれはいいけどスイリンとキサは大だい丈じよう夫ぶか？　前も言ったけど、常に余力を残しておきたい」

「わたしは大丈夫です！」

　スイリンはきっぱりと言い切ったが、それが逆に不安だ。

　キサも休まず進むほうを選せん択たくした。

「シドってやつがいつ来るかわからないなら、早く術の範囲から遠ざかったほうがいい」

「それもそうか」

　なるほどキサの言葉にはちゃんとした根こん拠きよがある。納得しかけたリョウトだったが、ひとりウゾクが首を振った。

「申し訳のしようもありませんが夜の間に進むのは不可能です」

「どういうことですか」

「まだ術の範囲から完全に抜けたわけではありません。まだ禁術の中に舞い戻ってしまう危険があります。しかし、日の光の下でなければ道程を誤る可能性があります」

「つまり？」

「明日の夜明けまで待たなければならないということです。無理に夜を行って万一間違えれば、再び山の中に閉じ込められることになります」

　説明を聞いて、スイリンは残念というように眉まゆ尻じりを下げた。

「それでは仕方ありませんか……。でしたらせめて、日の光が残っている間に少しでも進みましょう」

「昨日みたいに野宿しやすい場所があればいいんだけどな」

　少し行くと、山林の間に平へい坦たんになっている場所があり、そこには山小屋が建っていた。

「ちょうどいい、あれを使わせてもらおうぜ。野宿よりはなんぼかましだろ」

　山小屋は無人だった。小屋には珍めずらしい二間に分かれたつくりだ。大きい小屋なので冬場の暖だん房ぼう効率を上げるために部屋を二つに区切ってあるのだろう。奥おくの部屋、手前の部屋両方に地炉いろりが備えられている。手前の地炉に火をおこして食事を終え、明日は日の出とともに出発したいというスイリンの意向を汲くんで早めに床とこに就つくことになった。

　女二人は奥に行って、男は手前の部屋を使う。リョウトは適当に床を払はらって寝る場所を確保しながら、気軽にウゾクに話しかけた。

「太陽がないと間違えるっていうのは本当の話か？」

「何をおっしゃる？」

　不意を打ったつもりだったが、ウゾクの表情は読めない。

「歩きたくないからウソついて夜休もうとしたとか」

「私が自分の疲ひ労ろうのために、姫様のおみ足を留とどめさせようとしたとおっしゃりたいのか。そんな利己主義者だと？　侮ぶ辱じよくに値あたいしますぞ」

「この術の範囲から出られたら都合が悪い……とかな」

　軽い調子のまま、リョウトはウゾクの顔を見据えた。ウゾクは、それで納得がいったというようにうなずいた。

「なるほど。貴き殿でんは私を信用しておられぬようですな」

　態度からは怪あやしいとも怪しくないともわからなかった。リョウトはにやっと笑ってウゾクに背を向けた。

「生まれつき臆おく病びようなたちでね。まあ一応の用心だと思っておいてくれれば」

　だがその用心が役に立つことはなかった。




　　　・




　月が丸く光り、風がゆるく渡わたる。夜は更ふけて人の声はなく、山は深くして虫の音がひびく。

　小屋の中、奥の部屋で、キサと一いつ緒しよにスイリンが眠ねむっていたところ、部屋の戸がいきなり開かれ何者かが入ってきた。それは忍しのび入いるというのでなく、遠えん慮りよのない開け方だった。その物音でスイリンは目が覚めた。光といえば壁の隙すき間まから細く入る月明かりばかりで、室内はほとんど闇やみである。

「スイリン、キサ、いるか」

　扉とびらを開けたのはリョウトだった。

「いる」

　キサの応答は彼かの女じよらしく簡潔だ。

　ウィルドライヴで暗視してみると、キサはすでに布ふ団とんから出て、いつでも動けるような姿勢で待機していた。入ってきたのがリョウトとわかって緊きん張ちようは解けているようだが、さすがに用心深い。スイリンはまだ夜具の中で上体だけ起こした姿勢だった。

「なんの用です？　こんな夜中に、女性の部屋に入ったりして不埒な……」

　スイリンは言葉を飲み込んだ。リョウトはそれどころではないという真しん剣けんな顔をしている。

　何かあったのだろうか。

　リョウトは一度空気を吸い込んで、はっきりと発音した。




「あいつが、ウゾクが死んでる」




　スイリンはがばっと衾かけぶとんをはぐって立ち上がった。

「……なんですって？」




　　　・




「目が覚めたらウゾクがいないから、どうしたのかと思って外に出たら、すぐそこであいつが倒たおれてた。起こそうと思ったら息してないし脈も止まってるしで」

　リョウトは多少動転している。さすがに、死人を近くで見た経験はあまりない。

　三人で連れ立って表に出た。リョウトが言ったようにウゾクがうつ伏ぶせで倒れている。キサがためらわず傍かたわらにしゃがみこんで、確かめてみた。すぐに立ち上がり断言する。

「間違いなく死んでる」

　それから唇くちびるを微び妙みような形に曲げて、口の中だけで、

「死体はあたしが触さわっても痛がらない」

　と痛々しいような冗じよう談だん、あるいは冗談のような自じ虐ぎやくを呟いた。リョウトやスイリンの耳にまでそれは届かない。

　お互たがい顔を見合わせてしばらくの沈ちん黙もく。一番顔色がよくないのはやはり、もっとも彼かれと関係の深いスイリンである。

「とにかく、この者をここに寝かせておくわけにもいきません」

　ウゾクの遺体を小屋の中に運んで、さっきまで寝ていたであろうむしろの上に寝かせた。

　リョウトは隣となりに座すわり、スイリンはウゾクをはさんだ反対側にちょこんと腰こしを下ろした。キサだけは壁に背を預けて立っている。

「なんで死んだんだ？」

　リョウトはスイリンとキサを等分に見て問いを発した。キサが、黙っているスイリンにちらっと視線を投げてから口を開く。

「戦ったり抵てい抗こうした跡あとがない。血も流れてない」

「血が出ないような方法で不意打ちってことか？　うしろから殴ったとか？」

「それより、もっとおかしいところがあります」

　ウゾクを痛ましい顔で見ていたスイリンがぽつりと言った。

「何？」

「この者は竜宮から来たんです。つまり化人シフターですよ」

　キサがはっと顔を上げた。

「え？　何？」

　リョウトはまだわかっていない。スイリンは彼に視線を移した。

「化人が亡くなったのに、なぜ人間の姿のままなんですか？」

「ああ……なるほど、確かにそうだな」

　化人の死について師し匠しようから聞いたことはあったが、自分がその現場を見ることなど考えていなかったリョウトは、言われないと思い出せなかった。化人は死ぬと正体を現すのだ。

　スイリンがキサに確認する。

「本当に亡くなっているんですよね？」

　キサは問われて、挑むような表情で胸を張った。

「当たり前だ。疑うなら自分で調べてみればいい」

「信用します。だからおかしいんです」

　スイリンは憂いの表情でうつむく、その横顔をリョウトは見ている。まつげが瞬まばたき、伏せられた目、思わず吸い寄せられそうになったが、そんな場合ではない。

「どういうことが考えられる？」

　知識面が不足しているリョウトは二人に質問する。スイリンもよくわからないようで、二人の視線はキサに集まった。

　キサは考え考え口にした。

「そのシドってのが、裏切ったこいつを見せしめのために殺した。見せしめだから、あたしらがこいつの死体だとわからないと意味がない。正体は魚か何か知らないが、それが転がっててもあたしらにはわからない。だからこいつの死体だと一目でわかるように禁術をかけた」

「つじつまは合う……かな」

　三人は押し黙って視線を交わした。部屋の隅すみの闇が、視線の届かない背後が、不吉な冷気を帯びているように感じられる。

「禁術を仕掛けに行く」

　キサが言った。小屋の周りに、外から中に入るのを禁ずる術を張る。南サンパイルでやったのと同じ術だ。無理に外から入る者がいたらキサにはわかる。警報つきのセキュリティのようなものだ。

「禁術は便利だなぁ。おれも習いたい。これから毎晩やってくれれば見張りいらないんじゃないか？」

「無理。禁術の弾丸の残りが少ない」

　虫のいいリョウトの提案をばっさり切り捨てる。

　キサは弓を確かめて、壁から背を離はなした。

「気をつけろよ」

　キサはリョウトをちらりと見ようともせず、しかしわずかにうなずくような仕草を見せて出ていった。フードに手をやるときちょっと顎を引いただけかもしれない。リョウトには判別がつかなかった。




　　　・




　しばらく待ったがキサはまだ帰ってこない。

「こんなに時間がかかるものではないはずですが……」

　耳を澄まし、感覚を研ぎ澄まして小屋の外の気配を感じようとするが、いくらウィルドライヴでも限度がある。キサがどうしているかまではわからない。

「もう少し待ってみよう」

　だがキサが小屋に戻ってくる気配はなかった。ウィルドライヴの耳に聞こえるのは風の音、葉ずれ、夜鳴く獣けもの、虫の声ばかりだ。

　いくらなんでも遅おそい。

「リョウト。あの者の様子を見に行きなさい」

　緊張した表情でスイリンが命令した。リョウトはそれを受けて、視線を彼女と小屋の入り口の間でさまよわせた。

「いや、でもおまえを一人にするわけには」

　口調にも迷いがある。スイリンがいなければ、待つまでもなくリョウトはキサを捜さがしに出ていたことだろう。

「今もっとも危険なのはわたしではなくあの者です。可愛かわいい女の子を助けるのがおまえの師の教えでしょう？　キサを見つけてきなさい」

　リョウトはためらっていたが、やがてうなずいた。

「――わかった。師匠を出されちゃしょうがない。スイリンはそこにいろよ」

　普通ならスイリンも行くと言うところだが、ウゾクを一人残していくのに忍びないのだろう。

「何かあったら呼びます」

　安全性からしても、外よりは小屋の中のほうがいいはずだ。

　その上で、なるべく小屋から離れずにキサを捜すしかない。

　戸を開けて首だけ出だして見回した。

「キサ？」

　姿も返事もない。リョウトはゆっくりと外に出て、うしろ手に戸を閉めた。周囲への警戒は怠らない。目をあちこちに飛ばす。何も変わったところのない山の夜だ。冷えて乾かわいた夜気が鼻からリョウトの体内に入る。月光と闇を同時に呼吸する。

　草を踏む音が意外と響ひびく気がして、上げた足をそっと下ろしながら、一歩一歩進む。小屋の周りを一巡り、角に来るたびに息を詰めて、慎しん重ちように回った。四つの角には割れた弾丸があって、ちゃんと禁術の結界を仕掛けた跡は見られる。だが彼女自身はいない。

　少しずつ探索の範囲を広げる。

「キサ、どこだ！」

　名を呼びながら、やがて小屋が木々の間にわずかに見え隠れするくらいの距離まできてしまった。ここらが限界のようだ。小屋は何事もないかのようにただ建っている。スイリンの声も聞こえない。あっちは大丈夫そうである。

「キサ！　いるか」

　ようやく、リョウトの耳にかすかに届く声が返ってきた。

「……こっち」

「キサ！」

　なんでこんな離れたところに、と思いながら声をたどっていくと、下り斜しや面めんがある。ここを落ちたのか、五メートルほど下の木の根に引っかかるようにして倒れていた。

　木の葉を舞わせて滑り降りる。

「大丈夫か？」

「禁術だ」

　斜ななめに倒れたまま視線だけリョウトに向けてキサは答えた。

「禁術がどうした？」

「禁術を食くらった。動けない」

「誰だれにだ!?」

「わからない。シドかもしれない。スイリンはどうしてる？」

「小屋の中にいる。結界は張れたんだよな？」

「張ったよ。……心配なら早く戻ればいい。あたしのことは放ほっといて」

「よし」

　リョウトはキサの隣にひざまずいて彼女に両腕を伸のばす。途と端たんにキサは噛かみつかんばかりの顔をした。

「あたしに触るな！　何をする気だ！」

「動けないんだろ？　抱いていってやるよ。礼はいらないぞ、可愛い女の子を抱けるだけで十分だ」

「や、やめろ、ダメっ、あたしに触るなっていってる！」

「なんで？　触ると痛いからか？」

　キサはぴたりと声を止めた。

　リョウトをまじまじと見上げる。その目は恐きよう怖ふに近い感情を宿していた。

「ど、どうしてそのことを知ってる……？」

　返事はなく、あっ、とキサは身をすくませた。リョウトが彼女の体を抱え上げたのだ。幸い、キサのマントをはじめとした衣服が二人の肌はだを隔てているからか、リョウトの顔に苦痛はないようにキサには見えた。

「思い出したんだよ。おまえと初対面じゃないってな」

「いつ」

「今日。ほら、おまえの素す顔がおをはっきり見る機会があっただろ」

　怪け訝げんな顔で記き憶おくを繰ったキサは、水浴びのときであると思い至って瞬しゆん時じに赤面した。

「そうそう、はっきり見たのは顔だけじゃなかった。体も……」

「だ、黙れ」

　いつもに似合わず恥はずかしさに消え入りそうな声を、キサはあげた。




　　　・




　リョウトとキサがはじめて出会ったのはおよそ三年前のことだ。

　その日。

　リョウトは例によって師匠に言いつけられ、旅の途と中ちゆうだった。大街道を歩み、峠を通りかかった。夜通し歩いて早朝だったため、峠の頂上付近に人の姿はなかった。

　景色に目を留めたり、草木に興味を示したり、巣から飛び立つ鳥の姿を空に追ったり、要するにのんびりと歩いていた。師匠に定められた期限までにはまだ余よ裕ゆうがあった。

　すると、地面から人間の手が出ているのを見つけてびっくりした。

　そちらへ寄ってみると、崖というほどでもない、人一人分くらいの高さの段差があり、そこから手を伸ばしている人がいるというだけの話だった。草が生えて段差を隠していたため、ちょうど地面から生えたように見えたのだ。

　段差の下に落ちていたのがキサだった。キサがいる場所は小さい民家が建てられるほどの広さがあり、木も数本生えているが、その下は正しよう真しん正しよう銘めいの崖で、ウィルドライヴができたとしても落ちたらひとたまりもない高さだ。

「おーい、大丈夫か？」

　目が合った。そのときのキサは、髪型も服装も今と違ちがっていた。

「おっ、可愛い女の子。可愛い女の子は助けろって師匠の教えでね。引っ張り上げてやるよ」

　キサは自力で上がれない様子だ。ウィルドライヴすれば楽に跳び上がれるほどの高さではあるが、リョウトは彼女がウィルドライヴ可能なことなど知らないし、それにそのときキサは疲つかれきっていた。ウィルドライヴできるような状態でなかった。




　　　・




　キサはどうして、触ふれた相手に激痛を与あたえるという体質になったのか。

　幼いころ、偶ぐう然ぜん出会った外げ法ほう遣づかいに、禁術をかけられたのだ。

　原因は覚えていない。たしか子供のけんかで、「触らないでっ」と言ったのを外法遣いが聞きつけて、「触られたくないならそうしてやろう」となったのだと思う。

　外法遣いにしてみれば得することは何もない。単なる遊びか暇ひまつぶしだったのかもしれない。願いを曲解する悪魔。誤解と不和を振ふりまく、濁気に満ちたトリックスターだ。

　しかし、このときはあくまで触れられないだけであり、激痛をもたらすという法術ではなかった。

　キサはほとんど親に捨てられるようにして、法士に弟で子し入りする。かけられた術を解除するためだ。その法士によって、確かに触れられないという効果はなくなった。だが解術は失敗だった。師匠の法士は大した力がなかったのだ。中途半端な解術のせいで術がエラーを起こして変質し、「触った相手に激烈な痛みを与える」ようになってしまったのだった。

　その後しばらくしてキサは師匠の下を出奔した。見限ったのだ。解術に絶望したためでもある。

　故郷に戻もどることもできず、とある町で一人暮らしをするようになった。

　貧しかったが隣人たちは優やさしかった。同年代の友人もできたし、他の人に触らないように気をつければここでやっていけると思っていた。

　しかしある日、幼い子供がキサに抱だきついてきた。とっさのことでキサはかわすことができなかった。

　泣き叫ぶ幼児の声、周囲の人の目、それまでにこやかに挨あい拶さつを交わしていた隣人も露ろ骨こつにキサを避けるようになり、外法遣いがいると役人に追われ、その密告をしたのが友人だと思っていた相手であったことがわかったとき、全すべてを捨ててキサは逃げた。町を出て、どこへ行く当てもなく、泣きながら歩き続ける。どこまで行っても友人や隣人たちの恐おそれる目に見られているようだった。寝食も忘れ何日も歩き続けて、山中で力尽き、倒れているところをリョウトが発見したのだ。




　リョウトはしゃがみこんで彼女の手を取ろうとした。

　だがキサはこれ以上ないほど険悪な表情でリョウトを拒絶する。

「あたしに触るな……」

　リョウトよりむしろ自分を呪うような声は、かすれて、まともに出なかった。

「無理すんな」

　リョウトはごく無造作に、キサの手首を掴つかんだ。

　その瞬しゆん間かんリョウトの目が見開かれた。握にぎった手から灼やけつくような痛みが腕を這い上ってくる。とっさに二重ダブルジヤ丹田ンクシヨンを起動し、ウィルドライヴの全力で痛みを和らげようと図るが、到とう底ていすべて抑えきれるものではない。開きかけた口を閉じ直し、歯を食いしばる。それでもこらえきれなかった声が声帯をわずかに震ふるわせてうめき声となった。どっと全身から汗あせが出た。

　キサの表情も叱られる子供のように変わり、怒鳴りつける。

「ばかっ！　触るなって言ったのに！」

　友人だったはずの少女の「くるなバケモノ！」という叫さけびが耳に蘇った。

　だがリョウトは、キサの言うことを聞かず、その手を放すことはなかった。

　リョウトは体を震わせたまま一気にキサを引っ張りあげる。一本釣りでもしたように、キサの体は峠道の上に引き上げられた。




　信じられない思いでキサは呆ぼう然ぜんとしていた。

　ほんの十秒にも満たない時間だったが、握られた手首がじんわりと熱を帯びている。

　しかしリョウトが痛みを感じていないわけがない。様子を見ればわかった。必死で苦痛を表に出さないようにしているが、隠し通せるものではない。

　これでおしまいだ。下を向いて、ぎゅっと固く拳こぶしを握る。また嫌きらわれる。恐れられる。それが嫌いやだから町を逃げ出したというのに……。

　だが次に、キサは嘘うそを見るような目でリョウトを見上げた。

　リョウトが、座り込むキサを安心させるように、二度、ぽんぽんと頭に触れてきた。激痛を再び味わうことになるのにもかかわらず、自分から触れてきたのだ。

　そんなことをされたのはいつ以来か、まだ外法遣いに術をかけられる前のこと、幼い子供だったころのおぼろげな記憶にしか残っていない。

　キサは夢みたいに、自分の頭に載る彼の手の温度を感じた。

　それがあまりにも温かすぎて、気づけばキサは涙なみだを流していた。

　ぎょっとしたリョウトは慌あわててキサの頭から手を離した。

「泣くなよ。おれのせいみたいじゃないか」

　キサは激しく泣きながら、心の中の何かが融けていくのを感じていた。




　　　・




「南サンパイルで会ったときからなんか引っかかってたんだよな。髪型も変わってたし服の雰ふん囲い気きも違ったからなかなか思い出せなかった。すまん。で裸はだかを見て……じゃない、顔をしっかり見て、思い出したから訊こうと思ったのに、おまえがおれのこと避けるから」

　リョウトは彼女を抱かかえて斜面を上ってきた。

「おまえは憶おぼえてたんだろ？　なんで早く言わなかったんだ？」

「それは……その、だって……は、恥ずかしかったし」

　自分の手に視線を落として、キサは消え入るような声を出した。

　まさかまた会えるなんて思ってなかった。

　それに、臆病だった。幾分かの恐怖があったのだ。

　もしリョウトが当時の痛みを思い出し、万が一キサを避けるようなそぶりをされたらと思うと怖かった。数々の人に避けられた経験からくる疑心暗鬼だ。

　リョウトは今も、恐れ気もなくキサを抱き上げているというのに。

　やっぱり、とキサは思う。この人なら。この人なら信頼できる。あのとき触れられた頭の感かん触しよくはまだ憶えている。

　キサは熱を帯びた思いでリョウトを見上げた。

「ん？　どうした？」

「あ、あたしは、あたしは……」

　自分が何を言いたいのかわからないまま、キサは熱病に浮うかされたように言葉を継ごうとした。胸が高鳴る。頬ほおが熱い。

「あたしは、あんたのことが……」

　そこで見た。下から見上げるキサの視線の先、リョウトは平気そうな顔をしているが、そこに脂あぶら汗あせが浮いている。首筋の筋肉がときおり震えている。
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　痛いのだ。決して表には出さないが、やはりキサと触れていて、苦痛が間断なくリョウトをさいなんでいる。それは尋じん常じようでない痛みのはずだ。

　キサの心の熱がすうっと引いていった。

　だめだ。

「あたしに触るな！」

「なんでよ。抱き心ごこ地ちいいのに」

　その軽口も無理をしていることがわかってしまう。

　だめだ。たとえリョウトがキサの体質を受け入れて触れてくれるとしても、自分にはそれに甘んずる資格がない。一方的に苦痛を与え続ける関係なんてキサには耐えられない。

「せめて抱え直して。あたしに触らないように」




　　　・




「で、なんであんなところに転がってたんだ？」

　キサがあまりにもわめくので、きっちりマントで触れないよう抱き直しながらリョウトが訊たずねた。苦痛が去って、安堵の息が漏れないように気をつける。今までは痛みに耐えるためにほぼ全力でウィルを回転させ続けなければならなかった。

「結界張って戻ろうとしたら、遠くに複数の人ひと影かげが見えた。五人いた。竜りゆう宮ぐうの追っ手だと思ったから、小屋に戻らないで隠れた」

「それで？」

「バラけて小屋の様子をうかがってたから、一人ずつ忍び寄って始末した」

　その際に、小屋からけっこう離れてしまったのだという。

「一対五で？」

　あっさり言うものだから、リョウトは驚おどろいてその点を確かく認にんした。

「やつらは山の戦い方をまるで知らない」

　ウィルドライヴや法術、武術とは別のところで、キサは実戦慣れしているようだ。誰にも触さわれない体のせいで、いったいどんな暮らしを送ってきたのだろう。

「今度こそ戻ろうとしたところで禁術に絡めとられ動けなくなって、誰かに蹴り落とされた」

「そいつの顔は？」

「顔までは。声だけなら聞こえた。男の声」

『直接動くのは好みじゃないが、やむをえん。法士を誘おびき出すエサの代わりになるだろう』そいつはそう言ったという。

「そいつがシドか？　法士ってのはたぶんおれのことだな」

　ウゾクがそう勘かん違ちがいしていたから、追っ手側にはリョウトは道児でなく法士だと思われているはずだ。

「エサの代わりってのは？」

「あたしが帰ってこないせいであんたが様子見にきた」

　となると、もともとはキサが始末した五人の男が、リョウトを小屋の外に誘き出す役エサだったということか。キサが旅に加わっていることを知らなかったから、作戦に修正が必要となったのだろう。

「たぶん、あんたとスイリンを別々にするのが狙ねらいだ」

　リョウトのことを手ごわい法士だと思っているなら、リョウトを誘き出してスイリンを一人にする作戦が効果的だ。

　……となると、今一人でいるスイリンが危ない！

「結界は無事か？」

　前に見える小屋は静まり返っていて、何かが起きている気配はないが……。

「結界にはなんの力もかかってない」

　意外だった。てっきり一人になった瞬間にスイリンを襲おそうものかと思っていたのだが。

　外から入ろうとする者を禁ずるが、中から外へ出るぶんには反応しない。現にリョウトが普ふ通つうに出てきている。

　ということはスイリンに自分から出てこさせる気か？

　同じく中にいるウゾクは確かに死んでいたし……

　と、そう考えたリョウトの脳裏に、スイリンから聞いたシドの情報が閃いた。

　シドの号ハンドルは『佳城の番人』だった――佳城グレイヴとは墓のことだ。シドが着ているのは喪も服ふくである白。どちらも死を連想させる。

　嫌な予感がリョウトの中で増殖していく。

　この小屋がある方向へ一行を連れてきたのは誰だ？　ウゾクだ。

　シドに殺されそうになって逃にげたというウゾク、そのはずなのにウゾクはなぜシドらの動向や術の性質をあそこまで詳くわしく知っていたのか？

　日が没したら正しい道がわからなくなるというのも都合がよすぎる。

　その疑いは持っていたが、ウゾクが死んだということで帳消しになっていた。

　しかし。

　ウゾクが死んでも人型のままだったのは警告だと推測したが、スイリンがいる以上、わざわざそうする必要はない。

　もしや、リョウトたちははじめからシドの思惑に乗せられていたのではないか？

「キサ」

　呼ぶ声はかすれていた。

「死体を操る法術ってあったよな」

　キサははっとした。

「――屍し術じゆつ！」

　禁術が得意だという先入観があったために、他の術にまで頭が回らなかった。

　リョウトは、危険を告げる本能に従って残りの距きよ離りをいちどに駆け抜け、小屋の前で止まるより先に戸を蹴り開ける。

　自分の勘が的中したことをリョウトは悟さとった。

　縄なわに巻かれたスイリンを脇わきに抱えたウゾクが立っていた。




　　　・




「リョウト！」

　手足の自由が利かないスイリンは、すまなそうな顔をリョウトに向けた。いくら暴れてもウゾクの腕うではびくともしない。

　ウゾクはリョウトに向かってにやりと笑った。

「遅かったな」

「死体が喋るなよ。怖こわいだろ」

　だが、こうしてみても生きているのと変わらないように見える。

　つまりウゾクは山で会った最初から死んでいて、操られていた。その後、ウゾクの傍らにスイリンだけが残るように仕向ける。回りくどいやりかただが、キサがいなければ完全に間に合わなかっただろう。

　リョウトは踏み込もうとした。しかし動くのはウゾクのほうが早かった。

「水術『黒くろ煙えん幕まく』！」

　小屋の中が真っ黒い霧きりで覆われた。ただでさえ暗い夜の室内が暗黒に沈む。

　一いつ瞬しゆんリョウトがひるんだ瞬間に、ウゾクは一気に跳び上がり、そのまま屋根を突き破って外に出た。

「待てっ！」

「あたしは置いていけ」

「悪いな」

　リョウトはキサを床ゆかにそっと横たえ、ウゾクを追って天井の穴から飛び出た。

　屋根の上で対たい峙じする。

　荷物を持つように無造作にスイリンを抱えているウゾクに、リョウトは眉まゆ根ねを寄せた。

「もったいない、おれならもっと体の感触を楽しめるように抱くのに」

「そんな不ふ埒らちなことを言っている場合ですか！」

「……じゃなくて、女の子は大事に扱えよ。姫ひめ様さまだろ。それともおまえを操あやつってるやつは竜りゆう王おうの娘むすめに敬意を払わないのか」

「その通り、我らは誰にも仕えない」

　第三者の声がしたかと思うと、突とつ然ぜん、リョウトの全身が銅のかたまりに変わったかのように重くなった。自分の意思で動かすことが困難だ。リョウトは硬直したまま、斜めになった屋根をずり落ちて、地面に落下した。

　二重丹田を起動してさえ、立ち上がるだけで歯を食いしばり全身の力をふりしぼる必要があった。

「動けるか。さすがだな」

　無感動な声が上から降ってきた。

　そいつは夜になじまない全身白装束の葬衣を着て、空中に浮いたままゆっくり降りてくる。

「なかなか計算どおりにはいかないものだな。私が自ら登場する羽目になるとは」

　会うのははじめてだが、こいつが誰かはすぐにわかった。

「シド！」

　怒いかりをこめたスイリンの鋭するどい声が飛ぶ。

　屋根の上、ウゾクの隣に立ちリョウトを見下ろしている。

　ウゾクとスイリンに意識を集中していた結果、脇からシドの禁術を直ちよく撃げきされたらしい。体が泥の中に浸つかったみたいだ。手足が自由にならない。

「死体を使うなんて悪趣味だな」

「禁術と屍術は相性がいい。死体が傷むのを禁じれば長く使える」

　リョウトは力ずくで術を破ろうとするが、すぐにはうまくいかない。

　もがいているリョウトを見て、シドは怪訝な顔になった。

「なぜ法術を使わない？」

　この状じよう況きようで、効率の悪い術の破り方を続けるのはおかしい。

「南サンパイルでは霊宝を実現化したのを見たぞ。今さら出し惜しみか？」

　そこへウゾクが口を出す。

「私の『十本足』を破ったときも法術を使わなかった。秘策を隠しているのかもしれん」

　話しているのを見ても、片方が死体でもう片方がそれを操っているとは思えない。まるっきり普通の会話だ。屍術ではここまで生前を再現できるのか、とリョウトはいまさらに驚いた。

「法術を使わないというならかまわん。そのまま、私の邪じや魔まをしたことを悔くいてもらおう」

　言葉に応じて森の中から出てきたのは、ウゾクの部下だった五人の男だ。こいつらも操られた死体だというわけだ。五人とも喉にぞっとするような傷口が開いているのは、おそらくキサが短刀でとどめを刺さした際のものだろう。それ以外は普通の人間と変わりないだけに、逆に異様な印象を与える。それぞれ錘おもりのついた縄を手にしていた。

　五条の縄が空間を一文字に飛び、錘がリョウトを襲う。海では苦もなく払いのけたそれを直撃されて、リョウトは顔を苦痛にゆがめた。

　五人はリョウトから一定距離を取り、回りながら攻こう撃げきし続ける。首、腕、腹、膝ひざ、と錘が次々とリョウトの全身を打つ。

　禁術を破るために気を回転させようとするが、それも難しい。呼吸を整え、体内の気を認にん識しきし正しい循じゆん環かんに導く……だがこうも絶え間なく攻撃を受けては、それに耐えるためにウィルドライヴするので精一杯だ。二重丹田で最大出力が高くても、うまく加速できなくては意味がない。

　シドはそれを見物している。自分では手を下さずにすます気か。

「そら、早く術を破ってみせろ」

「やめさせなさい！」

　スイリンが悲鳴のような声をあげた。

「安心するといい。死んだらやめさせる」

　リョウトは声を絞り出した。

「心配すんな、スイリン。おれは人一倍頑丈だからよ」

　まだ耐えられる。骨も折れていないし、意識もはっきりしている。深刻なダメージは受けていない。だが、いつまでもつか。リョウトの額が切れ血が顔を伝う。足を払われ、顔から地面に落ちた。そこへさらに集中攻撃が殺さつ到とうする。もはやろくに防御もできない。重い金属が骨を打つ音が響き続ける。

　スイリンは、もう見ていられないと声を張りあげた。

「待ちなさい！　わかりました。おとなしく竜宮に戻りますから、その者の命は助けてください」

「おい！　何言ってんだ。おまえはみやこに行くんだろ！」

「でも、おまえの命に替えられません！」

　スイリンの精一杯の声は泣いているのかと疑われた。彼かの女じよの目から涙は出ていないが、表情は悲痛だ。

「ふざっけんな……」

　リョウトがいくら反対しても、現状がこのざまではスイリンの決断を覆すことはできなかった。

「そうだな、姫ひめ君ぎみがそう言うなら無む駄だに時間を使うこともあるまい」

　シドは、ここに至っても法術を使おうとしないリョウトに、多少なりとも不気味なものを感じているようであった。まさか霊宝を使う男が法術を知らないとは思わないのだろう。たとえば、発動まで時間のかかる法術を用意しているとか、近距離で効果を発揮する法術を準備していてシドがとどめを刺しにくるところを狙っているとか、そういうことも考えられる。

　シドが手を振ると、五人の男は攻撃をやめ屋根に跳びあがった。

　小屋から何者かが飛び出してきた。キサだ。禁術を解いたのだ。靴底で地を噛んでリョウトの近くで止まり、弾だん弓きゆうを構えて瞬時に狙い撃った。

　キサの弾丸はシドではなく、端の男へめがけて、唸うなりをあげて飛んだ。しかし、不意打ちでもない射撃が当たるはずもなく、その男は弾丸を手で払いのけようとした。

　弾丸が砕くだける。キサの術は急所に命中しなくても砕ければいいのだ。

　禁術が効果を発揮する――かと思いきや、男の動きに変化はなかった。

　効かなかったのだろうか？

「くだらん、半人前のお遊びを見せられては興もさめる――」

　シドが吐き捨てるように言った瞬間、沈ちん黙もくしていたリョウトが禁術を破った。

　全身の痛みをこらえて一気に屋根まで跳ちよう躍やくし、無防備なシドの顔めがけて拳を叩たたきつけた。

　――しかし。リョウトの攻撃はわずか指一本ぶんの空間をあけて、シドの手前で止まっていた。いかに力を込めても届かない。ちょうど強力な磁石どうしの、反発する側を無理に近づけようとしているかのようだ。

　禁術を盾たてとして使ったのだ。

　リョウトが視線をずらすと、こちらを見ているスイリンの顔があった。

　シドが手を振ると、猛もう烈れつな反発力が生じてリョウトの体は再び地面に突っ込んだ。スイリンが小さく悲鳴をあげキサが息を呑のんだ。

「法術ならぬ、ただのウィルドライヴで突とつ破ぱできると思ったか」

　リョウトはよろめき立ち上がる。見上げれば、シドらの輪郭が闇やみに消えはじめている。

「逃がすかよ……！　待て！」

　リョウトの制止もむなしく、シドは、スイリンとウゾクらとともにその場から消えた。




　　　・




　リョウトは血もぬぐわぬまま空を見上げている。梢こずえの間から漏もれる月光が彼かれの顔に注がれて、深い怒りの表情を白く浮かび上がらせる。

「何が『守ってやる』だ」

　吐き捨てるように言ってぎりりと歯を噛みしめた。怒りの対象は自分自身であった。

　情けない。

　消える前にスイリンと目が合ったとき、彼女の瞳ひとみには諦めがあった。それだけは絶対に浮かべさせてはいけなかった。彼女の瞳は意志と希望で光っているべきなのだ。

　そうさせたのはリョウトだ。リョウトのせいだ。

　リョウトは歯を食いしばっていないと叫びだしそうであった。




　キサはその横顔を見ていた。

「助けにいく気か」

　探さぐるように訊ねる。リョウトの返事はないが、無言でも答えは明瞭だった。

「死ぬかもしれないのにか」

　ようやくリョウトはこっちを見た。

「死にたくねえなぁ。怖いからあんまそういうこと意識させないでくれよ」

　おどけながら、目は笑っていない。

　キサはため息をついた。

「あんたはそういうやつだ」

　そうだ。気絶するほどの苦痛を受けながら平気な顔をしてキサに触れる男だ。

「いや、おれがスイリンを助けにいくのは可愛い女の子だからだぞ。可愛くなかったら今ごろはとっとと逃げてるね」

「そうやってかっこ悪いふりをする」

「ふりとか言うなよ」

　リョウトは顔をしかめた。照れ隠しのようだ。

　キサはふっと笑えみを見せた。

「わかった。スイリンを助けにいこう」

「え？　おまえも？　いやキサこそ無理しなくてもいい」

「あんた一人でどこに行くつもりだ？」

　シドはスイリンを連れて消えた。その場所がわからなければ助け出すこともできない。

「いや、どうせ竜宮に向かうんだろうから海辺で待ってれば……」

「この国の海岸線がどれだけ長いと思ってる」

　リョウトは返事に詰まった。感情ばかり先走って、冷静に行動を考える余裕がなかった。水際で待っていて、捉えそこねたらそこで終わりになってしまう。まさか竜宮まで攻め込んでいくこともできまい。

「あたしが当てた弾丸」

　キサが説明する。さっき、なんの効果もなかったように見えた弾丸のことだ。

「あれは位置を知らせる術がかかってる」

　凶獣退治や、大きな獣けものを狩るときなどの追つい跡せき用に使う弾丸である。

「おまえそんな仕事してたのか……三年経って変わったわけだよ」

「あたしを連れてくしかないと思う」

　自分を指差すキサに、リョウトは大きくため息をついた。

「スイリンのためにそんなことまでしてたなんて、おまえのほうがいいやつじゃないか」

　わかった、とリョウトはうなずいた。二人でスイリンを助けにいくのだ。

「……スイリンのためっていうか、あんたのため……」

「なんか言った？」

「な、何も言ってないっ」

　キサは必要以上に首を振った。







第四章　欲望と朝日







　シドに連れられてスイリンが移動してきた先は、どこかの小さな村だった。路みちには雑草が生え、庭にはゴミが散らばる。朽ちかけた家の門柱、はがれかけた壁かべの漆しつ喰くい、人の住んでいる気配が感じられない。廃村のようだ。どことなく陰鬱で、死の気配が濃い。

　家は一〇戸に満たない。小さい墓地がすぐそばにある。村全体が木々に囲まれている。どこかの森か林だ。ひょっとしたらさっきまでと同じ山の中かもしれない。スイリンは地上の植物には詳しくないが、さっきまでいた山と雰囲気は変わらないように思える。

　縄はほどかれたが、スイリンの左右の腕をそれぞれ部下の男ががっちりと掴み、ウゾクが背後で睨にらみを利かせている。スイリンが逃れる余地はない。

　スイリンはきっとシドを睨む。

「おまえ、いったい何をたくらんでいるんです」

「おまえたちは休め。あとで傷口をふさいでやる」

　シドはウゾクとスイリンの両腕を掴んでいる二人を残して、三人を去らせた。三人は、近くの民家に入っていった。

「わたしの質問に答えなさい！」

　スイリンの厳しい表情にもシドは動じた様子はない。じらすように彼女の前を往復してから、うっすらと暗い笑みを浮かべて立ち止まった。

「わかりやすいところから話そうか」

　シドは、特に重大なことではないかのように、ごくあっさりと言い放つ。

「おまえは竜宮に戻らない」

「……どういうことです」

　唇くちびるをつりあげたシドの表情に、スイリンの警けい戒かい心しんが激しく刺激される。

　山中でウゾクが言っていた、シドには邪じや悪あくな意図があると。ウゾクもシドが操っていた屍しかばねであるが、話の内容は真実だったということか。

　人をだますときは、肝かん腎じんな部分だけ嘘をついて残りは事実で固めるといい、とはよく聞く。それを実践したわけだ。

「おまえには――」

　シドはぐい、とスイリンに顔を近づけ、ほとんど触れるような距離で囁ささやいた。




「死んでもらう」




　スイリンは大きく目を見開いてシドを凝ぎよう視しした。

「そう怯おびえるな。今ここでというわけではない。単に殺せばいいのだったら、小屋の中でウゾクにやらせていた」

　あのときは外を気にしているうちに、完全な不意打ちで捕縛されてしまったのだ。確かに殺そうと思えばできただろう。

「コウトクの大事な妹であるおまえは、地上で人間に無残に殺されることになっている。そうすれば単純なコウトクは地上の人間を憎むようになり、周りが見えなくなるだろう」

　するとどうなる。スイリンは兄の性格を知っている。水中でも消えない烈火と燃え上がって東海の軍を率いて陸上に攻め込み、人間と見るや殺してかかり、帝てい国こくを相手に終わりのない戦争に入るに違いない。

「それが狙いだ」

　帝国エンパイアジギィ建国より三〇〇年、大きな戦いくさのなかったこの地界だというのに、なんという恐ろしいことを考えているのだ。兄に取り入ったのも、人間に対する敵意を植え付けたのもそのためだというのだろうか。

　シドはスイリンの体を眺ながめた。

「このまま体の自由を奪って、凶きよう悪あくな賊の巣そう窟くつにでも放ほうり込んでやろうか。さぞむごたらしく扱ってくれるだろうよ」

　まったく身動きができないまま嬲なぶり殺されるのを想像してスイリンはぞっとした。

「そ、そんなことをして、戦を起こしてどうしようというんです」

「声が震えてるぞ」

　スイリンの顔を覗のぞき込むシド。スイリンは動かせる範はん囲いでこの男から顔を背けた。

「震えてなどいません。答えなさい」

「この状態でもお姫様のつもりか？」

　シドは男の一人を操ってスイリンの頬を張らせた。生前では考えられない、まったく遠えん慮りよのない一打ちで、スイリンの頬が真っ赤になる。

「……女をぶつことすら自分でできないんですか」

「できないのではない。やる必要がないのだ」

　シドはむしろ得意げであった。

　スイリンが睨んでもこの男は顔色一つ変えない。無力さを噛かみしめる。

「我らが首領を蘇よみがえらせるための計画だ」

　それと、東海と帝国との戦争がどう結びつくのか、スイリンにはわからなかった。

「人ひとりのために、帝国に乱をもたらそうというのですか」

「『晦冥五患イーヴルズ』の首領の復活だ、それくらい派手に濁にごった世界こそふさわしいというもの。そのための礎だ。安心して死ぬといい！」

　悦に入っていたシドは、ふと何かに気づいたみたいに眉を上げた。

「賊に殺させるなら、全滅させずにおいてもよかったか」

「全滅？」

「ここの村が山さん賊ぞくのアジトになっていたからな。下手に山の中でおまえたちに接せつ触しよくされるのも面倒だから、とりあえず全員息の根を止めておいた」

　ということはやはり同じ山の中ということになる。スイリンは邪魔だからという理由で数十名を殺さつ戮りくするシドの非道に憤いきどおりを感じていた。

「おまえという男は……！」

「禁術もしっかり、完全に解けなくなるほど本式にかけてやる。抵てい抗こうも自害もさせない」

　ここでシド自身がスイリンを殺して地上の人間の仕業に偽装しないのは、死体から殺した者が誰だれかを突き止める法術ウイルクラフトがあるからだ。ただしその術は「誰が殺したか」はわかるが、「誰が殺すように仕組んだか」までは教えてくれない。

　シドは彼女に背を向けた。ウゾクと並んで墓場のほうへ歩いていく。スイリンの腕を掴つかんでいる二人の男は、それに続いて彼女を引きずっていこうとした。

　リョウトたちが来られるわけはない。この場所もわからないだろうし、命を助ける代わりに竜宮へ戻もどると言ってしまった。そこを曲げて追ってくるほどの義務はリョウトにはないはずだ。きっとスイリンは無事に竜宮へ帰ると思っているだろう。

　理り屈くつで考えれば来るわけがない。

　でもスイリンがぎゅっと目を瞑つぶったまぶたの裏に浮かんだのは、彼の顔だった。

「――リョウト！」

「はぁい」

　のんきな声が答えたかと思うと、突然、彼女の右腕を掴んでいた男が前に吹ふっ飛とんだ。全速力で泳ぐ鯨に跳ね飛ばされたかのような勢いだ。

　飛ばされた男はシドの脇をかすめて地面を転がる。シドが振ふり返かえった。

　男を吹き飛ばしたのは、十分にウィルドライヴしてのリョウトの蹴りだった。

　左腕を持っていたもう一人は、歩く途と中ちゆうの姿勢のまま凍りついたように止まっている。動くことを禁じられたのだ。

　両手が自由になったスイリンはすぐにシドとウゾクから離れ、振り向けば、民家の屋根の上、弓を構えて立つキサの姿があった。




　　　・




　来てくれた。

　スイリンとリョウトの目と目が交こう錯さくしてさまざまな思いを訴うつたえる。スイリンの目は感情があふれ出だして潤んでいた。

　だがそれも一瞬のこと、浸っている暇ひまはない。

「こりずに来たのか。おとなしく手を引けばいいものを」

　シドは不ふ機き嫌げんな顔をした。

「私の手を煩わせるな。――排はい除じよするぞ」

「やってみろよ」

「やってみよう」

　シドが横に手を差しのべるようにすると、夜の闇がそこに凝縮されるように蠢うごめき、暗黒から取り出したように真っ黒い、五〇センチほどの長さの、棒状のものがそこに実体化した。
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「邪宝『操屍笛ネクロフルート』」

　通常の法士はウィルドライヴを正しい手段で行って体内の清気を増やし、『三清境』にアクセスする。外法遣いはその真逆まぎやくである。ウィルドライヴを逆に回して体内の濁気を増やし、濁の世界である『夜台』にアクセスするのだ。霊宝ギフトと全く同じように夜台からダウンロードできる宝器が、邪宝である。

「そいつは……？」

　リョウトが警けい戒かいの声を出した。いったいどんな能力があるのか。両儀棒アルイー・ロツドのような単純なものではあるまい。

　シドは笛に口をつけ、吹きはじめた。陰鬱に低く、ヒステリックに高く、時に大きく、呟つぶやくほど小さく。リョウトは聞いているだけで鳥肌が立つ感覚を覚えた。これは死者の歌声、冥界の音色だ。

　その場の気温が冬になったように凍え出す。虫の音がやんだ。

　かわりに聞こえてきたのは、地の底から震えるような低い音。一体なんの音なのかわからないまま、リョウトは周囲を見回す。辺り一帯から響いているようだ。

　いっせいにすべての民家の扉とびらが開いた。

　中から出てきたのは、垢あかじみた服を着て、刀や剣けんで武装した粗野な男たちだ。中には片腕がない者、胸の深い刺し傷からいまだ血を流している者、腹に剣が刺さったままの者もいる。

「山賊か……？」

　男たちは表情なくぽっかりと口を開いて、そこから低い声を出し続けていた。笛の音に体内から引きずり出されているような唸り声だ。さっきから聞こえてきた異様な音はこれだったのだ。

　この場にいては危ない。リョウトはスイリンを抱いて、キサのいる屋根の上まで跳とんだ。

　操屍笛。名の通り死体を操る。つまりこの連中も死んでいるのだ。

　笛の音が呼び起こしたのは山賊ばかりではなかった。

　数年前に廃村となったというこの村の墓場から、村人のむくろが柩ひつぎを破り、土を押おしのけて地上に這い出てきた。

　山賊たちと違ちがって死体はぼろぼろで、腐乱し白骨化したものも少なくない。そのぶん動きは遅おそい。

「なんてことを……」

　痛ましげにスイリンが、立って歩く村人の死体を見やる。その中には女や子供、老人らしい姿もあった。

　周囲を埋め尽くす、死んだばかりの山賊どもと、地下での眠りを醒まされた村人たち、それにウゾクとその配下の五人の男。

　その数は一〇〇体を超こえる。一人の術者が操る数としては法外だ。

「姫様を捕らえろ。二人は殺せ」

　命令を下したのはウゾクだった。指揮権をウゾクに与えたシドはうしろのほうで、余よ裕ゆうの表情で笛を吹き続けている。

　操屍笛は、質・量ともに通常の屍術より高度な操作ができる。一度に一〇〇体の死体を動かすだけではない。脳や体の状態がよければ、自分で考えて自然に動くようにすることもできる。特別な曲を吹き、念入りにその音色を染み込ませると、死体は、生前と見分けがつかない行動をとるだろう。ウゾクがそれだ。

　死体たちがウゾクの命令に従いリョウトらのいる家に殺到した。山賊は獰どう猛もうな叫さけびを上げ、刃やいばを閃ひらめかせて跳んでくる。常人の跳躍力のレベルではなく、一気に屋根まで届く高さだ。双そう剣けんを抜ぬき払はらったスイリンが迎撃して、下へ落とす。四方八方から跳びあがってくる山賊たちを、リョウトは素手、キサは鉄弓で殴りつける。

　まさか山賊がウィルドライヴできるわけがない。生前の力を超える能力を発しているということだ。

　村人たちは家そのものに取り付き、家を潰つぶしにかかった。力のタガを外したような動きで、柱を壁を梁はりを滅多打ちにし、抱だきついて揺ゆらす。その勢いは、屋根の上の三人を大きく揺るがすほどだ。

「このままだとすぐ崩くずれます！」

「跳べ！」

　死体が少ない方向へ三人はジャンプして、地面に降り立った。敵はすぐさまこちらへ向かってやってくる。

　シドの笛の音を背に迫せまる死体たち、三人はなんとか完全に囲まれないように移動しながら、襲いくる連中を防ぐ。

　ウゾクを相手取るリョウト。ウゾクの剣に、リョウトは山賊から奪うばい取とった刀で切り結ぶ。

「おまえ生きてたときより強くなってないか」

「全すべてはシド殿のおかげ！」

　スイリンは双剣、キサは鉄弓で、山賊の蛮刀を受けて火花を散らし、押し返す。その刀の威い力りよくも一いつ般ぱん人じんの強さを超えている。

　攻撃を受けて骨や肉が砕けても、おかまいなしにまた立ち上がってくる。

「ジリ貧だ」

　キサがリョウトにそう告げた。

　確かにその場しのぎで戦っているだけでは消耗するばかりで事態の打開がない。

「じゃ、どうしたらいい？」

　ウゾクの剣撃を防ぎながら、リョウトがキサに質問を飛ばす。

「笛の音で強化されてるんだと思う」

「それはおれも思ってた」

「止めれば楽になる」

「やっぱりそうなるよな」

　リョウトは一瞬シドに視線をやった。まだ余裕の表情だ。野郎、その余裕をはぎ取ってやる。

「おれがシドの相手をする。おまえらは隙すきをついて逃げろ」

「わかった」

　キサは短く答えたが、そのわずかな言葉の中に、リョウトへの信しん頼らいがこもっていた。

　おや、という表情でそれを見るスイリン。そういえば、さっきからの質疑応答もずいぶん息が合っているように見えた。

「じゃあちょっと行ってくる」

「行かせるか！」

　ウゾクはより激しい攻撃を仕し掛かけてくる。リョウトはそれを受け流しながらウィルドライヴを加速する。

「霊宝『両儀棒』！」

　右手で持った刀でウゾクとやりあいつつ、左手をうしろに伸のばし手を開く。そこへ両儀棒が光とともに実現化されてきた。

　棒を振るって――投げた。ウゾクはわずかに身をかわした。棒は水平に回転し光の円盤のようになり、軌道上の屍たちを粉砕しながらまっすぐシドに向かって飛ぶ。

　リョウトはその後を駆ける。ウゾクの脇を抜け、両儀棒が作った道を走った。

「シド！」

　シドは笛を吹いたまま避さけようとした。リョウトはその直前で棒に追いつき、掴み取って、勢いのまま避けた先のシドに振りおろす。

　体ごとぶつかるような攻撃を避ける術がなく、シドは笛で棒を受けた。音色が止まる。霊宝と邪宝がお互たがいを噛んで黒い火花を散らした。リョウトの背後で、スイリンとキサに迫ろうとしていた死人の群れの動きががくんと鈍くなった。

　リョウトの勢いと力がシドを上回った。シドは押され、足元に土つち煙けむりを上げてうしろへ数十メートルも滑る。そのまま二人はもつれるように村を外れ、木を薙ぎ倒しながら森へ入っていった。
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　ウゾクは剣を納め、性急には襲おそいかかってこない。死人の動きを止め、遠巻きにスイリンとキサを包囲しているだけだ。笛での強化も消え、シドがいなくなったことで慎しん重ちよう策さくに切り替えたのだろう。これでは逃にげるのは難しい。が、やられる気遣いもない。膠こう着ちやく状態だ。

　スイリンは油断なく周囲に目を配りながら、気になっていることを訊ねてみることにした。

「キサ、質問があります」

「なんだ」

　背を向けているキサから答えが返ってくる。

「あの者と仲良くなったんですか？」

「……今は、まだ」

　まだ？

　なんだかすっきりしない、もやっとする答えだ。なんでだろう。

　死体たちの動きに注意するが、動きはない。リョウトとシドの決着がつくまでずっとこのままかもしれない。

　だが……

「まずい」

　キサが焦った声を出した。

「どうしました!?」

　あれを見ろと指す先では、ウゾクが死人たちから離はなれて、リョウトとシドが入っていった森のほうへ行こうとしている。スイリンとキサを釘づけにしておいて、自分はシドを援えん護ごに行くつもりだ。

　一対一でもシドに勝てるかどうかわからないのに、ウゾクが加わったらリョウトの勝ち目はさらに薄うすくなってしまう。

「あの者を森の中に行かせるわけにはいきません！」

「当然」

　リョウトを助けるのだ。

　二人は民家の屋根に跳び上がった。屋根を伝って次の家へ向かう。死体たちは追いつけない。ウゾクの直接指揮を離れた死人は先を読む能力に欠けている。

　ウゾクに近づいていく。逆方向に走れば包囲を抜けてこの場から逃げることもできる、ということに、スイリンもキサも気づかなかった。気づいても逃げなかっただろう。

　リョウトの危機なのだ。

　キサは駆かけながらウゾクに向けて弾丸を放った。術のかかっていないただの石だ。当てるのが目的ではない。ウゾクの注意を引くためだ。

　ウゾクは斜ななめうしろからの弾丸を、足を止めて振り向きながら避けた。

「待ちなさい、ウゾク！」

　スイリンが呼び止める。

　二人はウゾクを飛び越え、森を背にして立ちはだかった。

　キサが左右に弾丸を放ち、二ヶ所を結んだ禁術の直線を作る。それは結界線となり、山賊や村人、ウゾクの部下の死体が越えることのできない境となった。

　こっち側にいるのはキサ、スイリン、それにウゾクの三人だけだ。

　スイリンは剣先をウゾクに向ける。

「ここは通しません」

　キサは次の弾丸を取り出した。

「死体はおとなしく眠ねむってろ」

「よろしい」

　ウゾクはにやりとして、腰こしの剣をゆっくりと引き抜いた。
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「せりゃあ！」

　リョウトの気合とともに両儀棒が唸りをあげる。回し、突き、払い、目にもとまらぬ変化でシドを襲う。棒術の恐おそろしいところは、持つ場所を変えることにより間合いが自在に変幻するところである。シドはそれをことごとく操屍笛で受け、払い、流して対応する。丁々と打ち合うたびに周囲の木々がびりびりと震え、夜の帳とばりの下では黒としか映らない紅葉が二人の周囲を舞い狂う。霊宝の直ちよく撃げきを受けた木が、幹から折れて空中に吹き飛んだ。

　眠っていた鳥たちが飛び立って星空を不規則に隠かくす。

　実力ではシドが上、だが、息もつかせぬ力任せの正面衝突ではリョウトもシドに匹ひつ敵てきできるのだ。持っているのも棒と笛で、武器としてはリョウトのほうが有利。また、リョウトはずっと師し匠しようとともに山の奥おくで暮らしていた。足場のよくない山中の戦いは慣れたものである。それらの要素がすべていいほうに働き、リョウトは互ご角かくの戦いができていた。

　至近距きよ離りで棒と笛がかち合い、力比べになる。

「スイリンを追うのやめたらどうだ」

　リョウトが上からシドを押さえつけるように力を込めた。

「もともと関係ないおまえが、なぜこうまで私の邪じや魔まをする？」

　シドが笛を傾けて力を滑すべらせ、同時にリョウトの腹に蹴りを入れて均衡を破る。リョウトは崩れかけたバランスをなんとか保って振り向く。

「姫君にけしからぬ欲望でも抱いたか？」

「それはある」

　棒をまっすぐ突き出しながらリョウトは力強く肯定した。攻こう撃げきを受け流されると、棒を持ち替えて横薙ぎにシドの顔を襲う。シドはそれを笛で防ぐ。

　リョウトの脳裏にスイリンの顔が浮うかぶ。笑っている顔、怒おこっている顔、恥はずかしがっている顔、真しん剣けんな顔、……竜りゆう宮ぐうに戻る、と言ったときの顔。

「あいつにはもうあんな顔させねえって欲望がな！」
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　スイリンが剣を構えて前に出る。キサはうしろに控えて禁術の弾丸を撃つ機会をうかがう。当てても効果は短いだろうが、隙ができれば十分だ。

「ああ、ちょっと待ってください……」

　ウゾクは手を挙げてスイリンを制止した。

「なんですか」

　馬ば鹿か正しよう直じきに剣を下げたスイリンのみぞおちに、ウゾクの剣の柄つか頭がしらがめりこんだ。あっさりと崩れ落ちるスイリン。

　さすが元臣下だけにスイリンのことをよく知っている、と思うキサに向けてウゾクの攻撃がきた。なんとか弓で受けるが、その重さたるや、剣というより金棒を叩きつけられたようだ。キサはバランスを崩して倒れる、ウゾクは剣を振り下ろした。キサは弓で受け止めた。上からのしかかるウゾクの剣、なんとか力をそらしたいキサ。

　じりじりと押されていく。刃が近づく。ウィルドライヴの力量差だ。ウゾクは片手で、全力を出しているとも思えないのに、このままでは押し切られる。

　ふっと上からの力が消えた。ウゾクは横に跳んでいた。一いつ瞬しゆん前までウゾクがいた辺りを剣光が薙いでいく。復活したスイリンが痛そうにしながら剣を振るったのだ。

　キサはその隙に跳はね起おきる。

　スイリンの攻撃は惜しかった。もうちょっとだけ速かったら命中していたはずだ。

「竜宮にいたころはそのようなだまし討ちなどしなかったというのに、地上に出られて変わりましたな姫ひめ様さま」

「わたしが変わったとすればあの者のおかげです」

　スイリンは戦いのさなか、微笑ほほえんだ。

　変わったのはリョウトのおかげ。まったくその通りだ。キサも唇の端はしを吊り上げた。

　スイリンが攻めていく。両手剣を縦横無尽に振るい、キサの目には猛攻に映ったが、スイリンの表情には余裕がない。

　海辺で戦ったときと同じ展開だ。

　そして、その結末も。

　スイリンはウゾクの攻撃に、双剣を跳ね飛ばされた。

「失礼」

　今度は顎先に打だ撃げきを受けて、スイリンは糸が切れるようにすとんと座り込んだ。足が言うことを聞かず、立てない。

　キサは焦って周囲に視線をやる。一人でどう戦えばいい。何か逆転の目はないか。

「どこを見ている！」

　ウゾクの容よう赦しやのない蹴りでキサは吹っ飛ばされ、立ち木に背中を強く打って息が詰まる。スイリン相手とは違って、殺してもいいという攻撃だ。

　がはっと息を吐はくキサ。体が痺しびれて力が抜けていく。

　剣を月に光らせてウゾクが迫る。

　容赦なく振り下ろされる剣。もはや受けようも避けようもない。

　しかし！　スイリンがその間に割って入った。無防備に、急所をさらして。

　ウゾクははっとして、とっさに切っ先の方向を変えた。しかし外しきれず、剣はスイリンの肩かたに食い込んだ。

　スイリンは痛みに顔を歪めながらも、笑った。

　賭けであった。

　ウゾクはここでスイリンを殺してはいけないはずだ。だからわざと殺されるようなタイミングで入れば、攻撃を変化させざるを得なくなり、隙ができる。

　一歩誤れば本当に殺されかねない危険な賭けだ。

　しかもそこまでやって、できる隙は一瞬でしかないだろう。

　スイリンは、キサがその一瞬を捉えてくれると信じた。

　彼かの女じよに賭けたのだ。

　スイリンが盾たてになりウゾクの視界からキサが隠れている。横に倒れ込むスイリンのうしろから出たキサは、すでに弾だん丸がんをつがえ、弓を引いている。ウゾクを見み据すえた。

　ウゾクが避けようと動くより速く、至近距離で弓が鳴る。命中し、瞬しゆん間かん、ウゾクの動きが停止した。同時にスイリンが地面に倒れた。

　禁術の効果時間はわずかだ。その間にキサは体ごとぶつかって、小刀をウゾクの胸に突き通した。そのまま全身の力をこめて押し倒し、地面に縫ぬいつける。

「ぐおおおっ！　き、貴様……！」

「おとなしく、しろっ！」

　キサは、立ち上がろうともがくウゾクの手から剣を奪うと、大きく振り上げ、一気に振り下ろした。ウゾクの首が胴体から離れて少し離れた場所へ転がる。血がまったく出ないので、何か人形の首を打ったような感覚に囚われた。

　しばらく見ていたが、首なしのウゾクが動く気配はもうなかった。首が切り離されたことにより、三ヶ所ある丹田の連絡が途と切ぎれたからだろう。

　肩で息をしていたキサだったが、へなへなとその場に尻しりをついた。

　そうだ、とスイリンが大おお怪け我がを負ったことを思い出す。

「無事か」

「無事では……ないですけど」

　苦しそうな声が返ってきた。見れば、血が、彼女の左半身を黒く濡ぬらしている。死ぬほどの大怪我ではないが、このまま放ほうっておいていいほどの軽い傷でもない。

　キサはその体に触ふれて応急処置をすることもできない。

　舌打ちをして、キサは弾丸を弓につがえ、スイリンを狙ねらった。

「何を……」

「動くな」

　冷たい声でスイリンが上体を起こそうとするのを制す。

　スイリンはじっとキサを見返して、やがて緊きん張ちようを解いた。

「わかりました。やってください」

　何をするのかわかったわけではないだろう。キサを信用することにしただけだ。

　射る。弾丸はスイリンの体に命中して砕くだけ散ちった。術が発動する。

「……これは？」

　何が起こったのか把握できていない様子でスイリンが訊きいた。

「出血を禁じた」

「なるほど……楽になった気がします」

　ウゾクがいなくなり、残りの死体は自分で考えるほどの能力を持たされていない。結界線の外側を迂う回かいしてこようとせず、まっすぐ線にぶつかって越えられないのを繰り返している。

　二人は森を見て、同時に呟いた。

「「リョウトは……」」




　　　・




　正面からでもあしらえると踏ふんでいたが、このままでは分が悪いと、シドは認めざるをえなかった。ウゾクの援護が来る気配もない。女二人相手に何をしているのか。

　これだから直接物事の前線に出るのは嫌いやなのだ。不測の事態が嫌でも起こる。

　ひとまず間合いを離さなければなるまい。

　攻撃を受け止めるのと同時に、シドがふうっと息を吹くと、その息が無数の毒虫に変化してリョウトを襲う。初歩の幻術だ。法士であれば一瞬で解術できる程度のものだが、その一瞬の隙になんとか離り脱だつするつもりだった。だが、リョウトは、

「なんだっ？」

　驚おどろいた様子で、両儀棒を振るって虫を打ち払った。

　無数の虫は無数の葉になって、夜の闇やみの中にハラハラと落ちる。シドは余裕を持って後退し、距離をとることができた。

　しかしこの男、幻術であることを見抜けなかったのか？　シドは怪け訝げんに思った。

　ならばもう一度、遠くから法術で、やつの反応を確かめ――、!?

　シドは我わが目を疑った。

　視界からリョウトが消えていた。まさか、見失うほどの速度を出したというのか……シドは戦せん慄りつする。やつのウィルドライヴはどれほどのレベルだというんだ？

　全く予期せぬ左から棒が唸うなりをあげてきた。

「がっ！」

　シドは横にくの字に曲がり、隣となりの木に叩たたきつけられた。ふた抱えはある幹がその衝しよう撃げきで簡単に折れた。

　すぐさま跳ね起きて追撃をかわしたが、左腕は完全に動かなくなっている。

　これはまずい。いったん退却だ、と村のほうへ全力で逃げ出す。リョウトがそれを追う。

　森を抜けて、村に戻ってきた。視界が開けた。死体たちは何をしている、ウゾクは、と周囲を見る余裕もなく、駆けつづけてうしろのリョウトから逃のがれようとする、が、何かに引っかかって一瞬速度ががくんと落ちた。

　それが、キサが張った結界線であるとはシドにもわからなかった。振り向けば、月を逆光にして、シドに追いついて高く跳ぶリョウトの姿があった。

「リョウト！」

　名を呼ぶのは、彼かれの姿を認めたスイリンかキサか。

　リョウトは両儀棒を高く天に向けて、

「終わりだっ！」

　体ごと回転して棒を振り下ろす。シドは笛を使って受けることもままならず、動かなくなった左腕をさらに犠ぎ牲せいにして攻撃を食くらった。地面にバウンドして跳ね返るほどの一撃だ。

「がっ」

　それでも立ち上がろうとした首筋に棒が突つきつけられ、シドはずるずると座り込んだ。

「スイリンを狙うのをやめないなら、とどめ刺すぞ」

　シドは息を詰まらせながら咳せき込むように笑った。まさかここまで叩きのめされるとは思いもよらなかった。

「なんというウィルドライヴの才能だ。もはやこの世のものではあるまい」

「おれの話聞いてる？」

「そんなおまえに一つ見てほしい物がある」

　シドはふところから何かを取り出した。黒くて小さく、丸い。表面が動いているようだ。

「『濁果ダークカーネル』……これがなんだかわかるか」

「なぞなぞはよそでやれ」

「実験件数が増えてガイアが喜ぶだろう」

　不穏な空気を感じたリョウトが動くより先に、にやっと笑ったシドはそれを、なんと自ら飲み込んだ。




　　　・




　リョウトがシドを打ち据えるのを、スイリンとキサは並んで見ていた。

「やった！」

　キサが無む邪じや気きな歓喜の声をあげた。

　だが、倒れたシドが何かを飲んだと思った次の瞬間、風ならぬまがまがしい濁気が吹き荒れ、リョウトがスイリンのところまで吹き飛ばされてきた。地面で背中を打ち、バウンドして、一メートルくらいすべってから止まった。

　スイリンが慌あわてて駆け寄る。血が足りず少し頭がくらっとしたが、そんなのよりリョウトのほうが心配だ。

「大だい丈じよう夫ぶですかっ」

「うー、いてて」

　リョウトは顔をしかめ、棒を杖つえにして立ち上がった。スイリンは彼の服の土ぼこりを払う。

「なんだ、あれは……？」

　隣のキサが呆ぼう然ぜんと呟く。その視線をたどったスイリンも言葉を失った。

　シドに向かって死人たちが集まっていく。死人の動きをはばむ結界線は、シドが引っかかったときに消えたようだ。一〇〇体もの死体が、シドを中心に、巨きよ大だいな四足の獣けものを形作っていった。

　全体的な形は狼おおかみに似ている。肩の高さが民家の屋根を超えていた。目が白く光って夜空を睥へい睨げいしている。
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　集まった死体たちはそのまま人体の破は片へんのモザイクとなっている。山賊も村人もお構いなしに、こっちからは手が突き出し、そっち側には頭部が丸ごとはめこまれている。全体的な形もいびつであった。

「ひどい……」

　スイリンが痛ましげな声を出した。

「あれは、凶獣ビーストか」

　死をまとった獣、腐汁をにじませる凶獣だ。南サンパイルで遭そう遇ぐうしたやつとは桁が違う。離れて見ているだけで、恐ろしいプレッシャーを感じる。

　そいつは、辺り全体が震えるような轟ごう々ごうたる吼ほえ声をあげた。

「野郎……まさか、自分を凶獣にしやがったのか」

　リョウトは両儀棒を構え敵を見上げた。

「どうやらあれはそのための種みたいなもんってことか」

　直前にシドが飲み込んだ何かのことを言っているのだろう。

「私たちも戦います」

　青白い顔をしながらも、スイリンは真剣な顔で言う。

　リョウトは彼女の服を濡らす血を見て、ひどく驚いた。

「怪我してるじゃないか！」

「大丈夫です。問題ありません」

　リョウトは突き放すような口調になった。

「あるだろ、問題。というか、万ばん全ぜんでも無理。竜の力が使えるなら話は別だけど、そうでないなら邪魔だ」

「でも！」

「シドはおれが相手するって言ったろ？」

「じゃあ、あたしが……」

　キサが言いかけるが、

「おまえもだ。二人とも、下がってなって」

　凶獣の光る瞳ひとみが三人を見つけた。ずしんと地響きを立ててやってくる。

　スイリンは吹っ切るように大きくうなずいた。

「わかりました。信じていますよ」

「死ぬなよ」

　キサも短いながら思いのこもった言葉をリョウトにぶつけた。




　少女二人はその場から離れた。それを見届けたリョウトは、凶獣に向き直る。

「さて！」

　自分を鼓舞するように棒を回し、揚々と声をあげた。

「さあ、かかってき――」

　な、と言い終わる前に獣の爪が横殴りにリョウトを見舞った。折れた肋ろつ骨こつを並べた鋭するどい爪が、瞬まばたきをする間もない速度で、しかし誰だれもいない空間を薙ぐ。リョウトが瞬しゆん時じに間合いを外したのだ。

　もう片方の足が反対からリョウトを襲う。これも風を巻く一撃だったが、なんとか避けている。風圧だけでリョウトの体がぐらついた。

　その攻撃を食らった民家が吹っ飛ぶ。土塀が、梁が、藁わら葺ぶきの屋根が、壁かべが破片となって飛び散った。

「こりゃやばい」

　直撃されたら一発で終わりだ。リョウトのかいた冷や汗が、攻撃の風圧で宙に散る。

「それならっ」

　無事な民家の屋根に跳び上がり、そこからリョウトは獣より高くジャンプした。

「せりゃああああっ！」

　両儀棒を思い切り振ふりかぶり、敵の頭に振り下ろした。

　と見えた瞬間、当たる寸前に、透とう明めいの壁に打ち当たったかのように棒が弾かれた。両腕が痺れ、リョウトは危うく棒を取り落とすところだった。

　リョウトは空中でなんとかバランスを立て直し着地に成功、すぐさまうしろへ跳んだ。遅おくれて、獣の爪が地面を削り取る。

　いまだ残る腕の痺れにリョウトは眉まゆをしかめた。

「なんだ、今のは」

　攻撃が当たらなかった。

「もういっちょ」

　高速で風のように敵の脇わきを抜け、うしろ足を棒で薙ぎ払う。しかし、これも攻撃が当たる前に何かに弾かれてしまう。物理的なものではない。




　獣の攻撃がリョウトに迫るたびに、見ているスイリンの体がこわばる。避けたのが見えてほっとするのもつかの間、またすぐ次の攻撃が来るのだ。

「ああっ……」

　信じているとは言ったものの、万が一でも直撃されたらと思うと、怖こわいものは怖い。

　いっぽう、リョウトも攻撃しているが、

「効いていないのでしょうか……」

「いや、その前に弾かれてる……そうか、禁術か」

　気づいたのはキサだ。

　しかも、通常の禁術なら霊宝の力で押し破れるだろうが、凶獣化のせいで変質、強化されて、攻撃を通さない強固な防御となっているのだ。

「霊宝を防ぎきるほどの禁術とは、どれだけ強力なんですか」

「木の凶獣、あれが刃は物ものに異常に強くなったのと同じだ。防御の禁術が異常に強力になってる」

「他に弱点はないんですかっ？」

　わかるならリョウトに知らせなければ。

「そんなすぐにわかるか！」

　同じ思いでじりじりしているキサはスイリンに言い返した。




「さーて、どうするかな」

　口元だけで笑うリョウト。額を汗が伝う。少しばかり手にした両儀棒が重くなってきた。

　小山のような体が、民家を押しつぶしながら迫ってくる。リョウトが横に回ろうとしたところで、前足が飛んできた。リョウトは、とっさにその足に棒を叩きつけたが跳ね返され、そのまま薙ぎ払われて民家の跡あとの瓦が礫れきに突っ込む。

　ぎりぎり両儀棒で防いだので助かった。これが霊宝でなかったら棒ごと全身がへし折られていたに違ちがいない。最小限にダメージを抑おさえることができたといえよう。が、衝撃で頭がくらくらしている。立ち上がったが足元がおぼつかない。

　なんとかしないと勝ち目がない。

　リョウトは意識的に呼吸を深くし、口の中に入った泥と一いつ緒しよにつばを吐く。

　向こうの攻撃は防いでも防ぎきれない威力、こっちの攻撃は霊宝ですら無効化される。

　どうすればいい。

　禁術を突とつ破ぱする方法は――？

　法術に詳しければ、なんらかの突破口を見みい出だすことができたかもしれないが、リョウトは結局のところ道児にすぎない。

　知識、術理、まだまだ未熟だ。

　だから真正面から押し通すしかない。たとえそれが危険であっても、それしかリョウトが進める道はない。

　リョウトは躊ちゆう躇ちよしていたが、ついに覚かく悟ごを決めた。

「仕方ない、やるか！」

　他にやりようがないのだ。うまくいかなかったらおしまいだが、腹をくくるしかない。

　リョウトは凶獣から逃げながら、三ヶ所・二重、計六つの丹田をフルに稼動させて、ウィルドライヴの速度を制せい御ぎよ可能な最大値まで上げる。

　増えた気を可能な限り両儀棒に注ぎ込む。リョウト自身にフィードバックされる気の量はぎりぎりまで抑える。それは肉体の強度が落ちるということだ。今攻撃を食らったら、両儀棒で受けたとしても両腕がへし折れる。

　そんな状態で、走り、跳び、転がって、固形化した暴風のような凶獣の攻撃をなんとか避け、両儀棒へと気を送り続ける。

　やがて棒が放っていた淡あわい光が消えていく。

「溜まったか」

　さらにリョウトが気を注ぐと、ロッドの先せん端たん部分だけが光り出した。白い光は徐々に輝かがやきを増し、やがて直視できないほどになった。ここに至ってリョウトは逃げ回るのをやめ、巨獣に相対した。

「ウィルブレイド！」

　宣言とともに、輝く光が形を成して刃やいばと化す。白い光は注ぎ込んだリョウトの気そのものである。棒の先に刃が付き、長なが柄えの片かた刃ば斧おのの形状となった。

　すべてを切り裂くウィルブレイド。霊宝『両儀棒』の、これが切り札だ。




　両儀棒から放たれた光が、離れているスイリンの目にもまばゆい。

「なんだ、あの光は……!?」

「あれは、気そのものの光です！」

　父、竜りゆう王おうエンセイがウィルドライヴをした際、充じゆう実じつした気が体から漏れて火花のようにぱちぱちと光を放つことがあった。それと同じ種類の光だ。

「それをあんな形にできるのか」

　どんな強大な気の持ち主でも、体の外に出た気を気のままで自由に操ることはできないはずだ。体の外に影えい響きようを与あたえるには法術という手続きが必要なのだ。

「きっとあの霊宝の能力でしょう。あれならば、切り裂けない物はこの世にはほぼ存在しないはず」

「確かに、気そのものの刃なら禁術ごと切ることもできる！」

「でも……」

　明るい顔になったキサと違ってスイリンの表情は晴れない。

　気を体の外に放出し続けているということは、命のエネルギーがどんどん体から出ていくということだ。たとえていえば、血を大量に流し続けているようなものなのだ。

「そんな、それじゃあ……！」

「長くはもちません……本当に最後の手段です」

　二人の視線の先、リョウトは構えたまま凶獣に対し、動かない。その間もどんどんリョウトは消耗していっているに違いない。

　スイリンはぎゅっと両方の拳こぶしを握にぎった。

「あの者は一撃で決めるつもりでしょう」

「一撃で……！」

　それは、外したらすべてが終わることを意味する。

「リョウトは外しません。わたしと約束したのですから」

　自分の不安をねじ伏せるようにスイリンが断言した瞬間、リョウトが地を蹴けった。




　一気に決める！　リョウトは斧となった両儀棒を両手に持ち、真正面から凶獣に迫せまる。うっとうしいとばかりに獣が前足で打つ。
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　予測していたリョウトは、その足を踏み台にしてさらに跳とんだ。一瞬でもずれれば、下半身を爪でもぎ取られてしまうようなぎりぎりのタイミングであった。

　獣が驚きよう愕がくしたような唸り声をあげる。

　リョウトの正面に凶獣の顔。気の刃ウイルブレイドの輝きが増し、夜の村を昼のように照らし出す。斧をまっすぐ上に掲げる。

　スイリンの道を塞ぐ障害はこの手で断ち切る。

「こいつで――終わりだァっ！」

　振り下ろした。

「ぐおおっ！」

　シドは全力で禁術を発動させる、だがリョウトの刃はそれすらも切り裂き、そのままの勢いで敵に食い込んだ。

　凶獣を頭から縦に真っ二つにしていき、そのまま地面まで割り進む。同時に斧の刃は細かい光の粒つぶとなって霧散した。

　二つになった獣は、左右に分かれて倒れていく。合体していた死体たちがバラバラと剥はがれ、ほどけて落ちていく。そうして、月の光の下、動かぬ死体が辺りに散らばるばかりとなった。

　リョウトは両儀棒の実現化を手放して消し、その場に片かた膝ひざをついた。

　そのまま立ち上がれない。目が眩くらむ。ぜいぜいと肩で息をしている。ときおり息が詰まるほど呼吸が荒い。大量の気を消費するウィルブレイドは、短時間しか使えない上に疲ひ労ろうも通常の比ではなかった。

　まだ全身に力が行いき渡わたらないが、なんとかよろめき立ち上がる。

　見上げたリョウトの視界に、まだ最後の刃の軌き跡せきが残光として空中に残っていた。




　　　・




　リョウトは疲つかれきった様子でふらふらしている。足を前に出すのが一苦労だった。

　いずれにせよ、勝ったのだ。スイリンたちと合流しよう。

　と、いきなり、リョウトがのけぞるようにして前に倒たおれた。

　うしろから攻撃を受けたのだ。

　シドであった。仁王立ちし周囲を睨みつけるシドは、リョウトほどのダメージを受けていないように見えた。しかし髪かみは乱れ、服もぼろぼろになっている。

「貴様……死ね！」

　倒れたリョウトをシドが蹴飛ばす。近くに転がっている死体から剣けんを奪い、リョウトに斬りつけた。リョウトは倒れたまま転がってなんとかかわした。

　ウィルブレイドの一撃は、凶獣の死体たちを貫いて真ん中のシドにまで致命傷を与えることができていなかった。ぎりぎりで足りなかったのだ。それはシドの全力をこめた禁術の盾のせいか、それともリョウトの実力不足か、斧形態を選んだのがミスだったか。

「槍やりにしとけばよかった」

　リョウトも近くにあった刀を掴つかんで、座り込んだまま応戦するが、いかんせん力が入らない。三合ごう打ち合ったところで武器を取り落としてしまう。

　そこからはもう逃にげるしかないが、リョウトの四肢それぞれに女がしがみついているかのように体が重い。最初の攻撃を倒れこんでかわし、二度目、三度目を転がって避さけ、転がった勢いで体を起こしたところで四撃目が来た。

　シドの剣けん尖せんがリョウトの右上腕をえぐる。

「ぐうっ」

　肘ひじまで血が流れ、そこでしずくとなって地面にいくつもの血の花を咲かす。

「護衛など買って出たことを後悔するがいい」

「後悔？　させてみろよ」

　腕を押さえながらシドを睨みつける。もうウィルドライヴもできないほど体力を使い果たしてしまった。

「死ね！」

　リョウトは、シドの剣が振り上げられるのをただ見ていた。避ける力は残っていない。

　振り下ろされればそれで終わりのはずだ。

　しかしシドは剣を上に掲げたままだった。

　動きを止めたシドは、ゆっくりと視線を下ろす。

　その胸の真ん中から、鋭い剣の切っ先が二〇センチも突き出ていた。

「な……んだと……」

　首を回して、自分を刺さした相手を視界に入れる。

　スイリンが、両腕に力をこめて、シドの背中に自らの剣を突き刺していた。




　　　・




「おまえの悪巧みもここまでです」

　青ざめた顔で、それでも決然として言い放つと、スイリンは剣を引き抜いた。

　シドは立ったまま絶命したように見えた。

　スイリンはリョウトに目を向けた。精根尽き果てたようなその姿を見て、顔をくしゃっとゆがめて駆け寄る。

「リョウト！」

「逃げてもよかったのに」

「おまえを置いていけるわけないでしょう！」

　スイリンはリョウトの手前で止まった。逡しゆん巡じゆんしているようで、それは多分抱きつこうかどうか迷っているのだ。姫ひめとしてのたしなみが感情を押しとどめたのか、それともすぐ隣にキサがいるからか、スイリンはリョウトの腕の中に飛び込んではこなかったが、真正面から見つめる、涙なみだで濡れた瞳は、それ以上の思いをリョウトに伝えようとしていた。

「おまえのおかげです、全部」

「そいつは過大評価だ。おれだけの力じゃないだろ」

　指し摘てきを受けてスイリンはキサを振り返った。見られているのに気づいて、キサは慌てて目をぬぐった。

「はい、本当に……キサにも海より深い感謝を」

「別にあたしはそんな」

　もごもごと言ってキサはそっぽを向いた。微び妙みように鼻声だ。

　笑ってリョウトは、視線をスイリンに戻もどした。

「それにスイリン、おまえもがんばった。ここまで来たんだ、それを無にするようなことはやめろよ。もう簡単にみやこ行きを諦あきらめるな」

「……わかりました」

　スイリンは涙の珠をまつげに纏まつわらせたまま、こっくりとうなずいた。

「やれやれ、これで一件落着……」

「ははははははは！」

　突とつ然ぜん、辺りに笑い声が響いた。

「よくやった、よくやった！」

　嘲あざけるような調子のそれは、立ったままの、死んだはずの、シドの声であった。シドは胸に穴を開けたままこちらに視線を向けた。

　リョウトは思い出していた。

　――スイリンが剣で刺したとき、シドの体から血は出ただろうか？　今も、出血しているだろうか？　否だ。

「……本物じゃなかったってことか」

　まさかこいつまで操られていた死体だったとは。

　スイリンは動揺した様子でシドを見ている。

「そんな、でも竜りゆう宮ぐうで見たときは確かに生きていたはず」

「死体を依より代しろにして分身に変化させた。私本人は竜宮にいる」

「マジかよ……」

　うんざりした声を出すリョウト。分身相手にこれだけ苦労したのに、まだ本人が残っているなんて考えるだけで嫌になる。

「いずれにせよ、この場は退ひかざるをえないようだな。この体ももう使えん。見事に刺したものだ」

　胸の中央はウィルを体内で回転させるのに重要な結節点、丹田に当たる。そこを刺されたため、操るのに限界がきたということである。確かに動きが今までのように自然ではなく、人形のようにぎくしゃくしている。

　シドはリョウトのほうを向いた。

「そしてわかったぞ、おまえ、法術を使わないのではない、使えないのだろう」

「なんのことかな」

「私を倒すほどのウィルドライヴができるというのに法術が使えないとは珍めずらしい。まだ名を聞いていなかったな。名乗れ。憶おぼえておくだけの価値がある。たとえ死ぬまでの間であろうと」

　リョウトは皮肉げに笑って、座すわったまま礼を施ほどこした。

「酒香堂主人インシュンの弟で子し、リョウトだ。号ハンドルは特にない」

　師し匠しようの名を出したのは、それが名乗りの形式だということもあるが、おれより強い師匠がついてるんだから諦めろ、というシドに対する示威ハツタリの意味もあった。

　だがそれに対するシドの反応は意外だった。驚いたような顔をした後、さも愉快そうにげらげら笑い出したのだ。

「インシュン、あの女の弟子か！　それは面おも白しろい。なんという因縁だ」

　リョウトの表情が一変する。

「師匠のことを知ってるのか！」

「知っているとも。あの女と我ら『晦冥五患』は深い付き合いだ……付き合いだった、のほうがいいか」

　シドの嘲ちよう笑しように、リョウトは疲れを忘れた。シドが過去形を使ったことに気づいたリョウトは、隣のスイリンに対する配慮すら忘れ、彼女が驚くのも構わずシドに怒鳴る。

「『晦冥五患』だって……！　おまえが『晦冥五患』なのか！」

「ほう、我らのことを知っているのか。あの女から聞いたのか？」

「師匠のことを知ってるんだな？　師匠は今どうしてる！」

　声を荒らげて、シドの襟えり首くびを掴んだが、そのときにはもう、ぐにゃりと重いただの死体に戻っていた。

「答えろ！　シド！」

　死体を放ほうり捨てて、空中に向かってリョウトはわめいた。スイリンが驚いたような顔で彼を見ている。

「師匠は……師匠はどうなったんだ！」

　だが答えはなく、風に乗ってシドの笑い声ばかりが響いていた。

「姫もこれで安心せぬことだ。ハイライズまではまだまだ遠いぞ。ははははは……」







収尾　エピローグ







　その日。

　おおよそ二ヶ月前のことだ。リョウトは師匠に命じられて町で買ってきた、巨大な甕かめいっぱいの酒を担いで、山中にある屋敷『酒香堂』へ帰ってきた。

「ただいま戻りました」

　師匠インシュンは酒に目がない。新しく買ってきたとなればすぐさま姿を現すはずだった。

「ちゃんとした酒を買ってきたか確かめさせなさい！」などと言って一口飲むのが恒例で、そのまま一口で終わらずに、門のそばで本腰を入れて飲み始めることも珍しくない。

　しかしこの日に限って出てくる気配がなかった。首をかしげながらリョウトは酒蔵へ行って、自分より大きい甕を下ろした。

　そのまま師匠の書斎に向かうと、師匠が立っていた。

　いや、すぐにわかった。これは法術ウイルクラフトで作られた分身である。立体的な動く絵のようなもので、たまに師匠が伝言を残すときに使う。

　今回もそれだと思い、師匠の分身が自分の姿を認めて口を開くのを待った。

「おかえりなさい、リョウト。突然だけど急な用事で家を空けます」

　いつもの飄ひよう々ひようとした口調なのにもかかわらず、どことなく不穏な雰ふん囲い気きが漂っている気がした。それは分身の表情がいつもより引ひき締しまっているように見えたからだ。

「いつ帰れるか、そいつはわかりません。心配かけるわね。んで、もしも、もしもよ、わたしが帰ってくる前にこの分身が消えたら――そしたらわたしはもう戻ってこないものだと思いなさい」

「師匠！　何を……」

　言いかけて、これは本人ではないことを思い出しリョウトは口をつぐんだ。しかしその表情は混乱と不安でいっぱいであった。

　いきなり何を言い出すのだ。

「で、万一そうなった場合だけど、そこに封書があるでしょ？　それを持ってハイライズにいるわたしの友人を訪ねなさい。おまえも会ったことのある、ジョウよ」

　確かに師匠の文机の上には純白の紙でできた封書が置かれている。いつも筆や紙が散乱して、酒杯が載っていた机の上も、今は整理されて封書だけしかなかった。それが、師匠の覚悟を表しているようで、リョウトはまた不安の冷気にとらわれた。

「リョウト。おまえはわたしにとっていい弟子……でもないか。んーと、決して優等生ではなかったけど、なんだ、その、可愛かわいい弟子ではあるから。いいこと言おうとして失敗した。法術はともかく、生きてくうえでの心構えみたいなもんはけっこう教えられたと思います」

「なんでそんなこと言うんだ。これじゃまるで……」

「そこ、遺言みたいとか思わない。いい機会だから言ってみただけです」

　まるでリョウトの言うことがわかっていたかのようで、一いつ瞬しゆん、本当に師匠と会話しているような錯覚をおぼえた。

「それから、『晦冥五患イーヴルズ』という連中には絶対に近づかないこと」

　いきなり耳慣れない言葉が出たので、リョウトは首を捻ひねった。

「外法遣いの集まりです。彼らとわたしには多少の因縁があって、十八年前にも戦ったのだけれど、最近また活動を再開したわけ」

　十八年前といえば、ちょうどリョウトが生まれたくらいだろうか。師匠とは赤子のころから一緒だから、ちょうどリョウトが師匠に拾われる直前といったところ。

「つまり師匠の敵だからおれにもとばっちりがくるってことか」

「違います」

　また読まれている。

「彼らはおまえの『体』を欲しがってる。……体が欲しいって言っても、いやらしい意味じゃなくてね？」

「わかってるよ！」

「おまえの『体』は特別。……」

　ここで師匠は躊躇する様子を見せた。何かを言いかけて、やめる。

「詳くわしいことはジョウから聞いてちょうだい。ごめんなさい」

　師匠は申し訳なさそうな顔をした。リョウトはそんな師匠の表情をほとんど見たことがない。説明しろよと憤慨するところだが、師匠の顔を見ていたらそうは言えなくなった。

「『晦冥五患』はおまえの『体』を欲しがっている。でもおまえがその特別な『体』の持ち主であることはまだ知らないはず。だからばれなければ大丈夫だけど、力ある外法遣いだから安心してはだめ。とにかく『晦冥五患』からは逃げること。会話したり戦ったりしたらだめよ。特に二重ダブルジヤ丹田ンクシヨンのことは知られないようにしときなさい。知られたらばれちゃうから。……迷めい惑わくかけるけど、おまえが悪いんじゃない。だいたいわたしのせいなので、ごめんね」

　もう一度しおらしく謝あやまる師匠。本当に、らしくない。

　自分の魂たましいが『心』一つに『体』二つなのは知っている。でもそれは師匠のせいじゃないはずだ。謝る筋合いはないはずなのに、どうしてごめんなどと言うのだろう。

「じゃ、また」

　師匠からの伝言はこれだけみたいだった。

　リョウトはその日、何も手につかず、食事すら忘れて師匠の帰りを待った。

　翌日、師匠は戻らず、分身はその場に微笑ほほえんで立ったままだった。

　二日後、師匠は戻らず、分身はその場に立っていた。

　三日後、師匠は戻らず、分身が消えた。




　　　・




　気がつけば周囲はずいぶん明るくなっている。

　朝日は昇のぼって山の端はから顔を出し、暗くら闇やみは退いて森の影かげへと姿を隠かくす。

「そんなことがあったんですか」

　スイリンは、座ったままのリョウトの表情をうかがいながら気遣わしげな言葉を発した。話し終わったリョウトの顔は思ったよりさっぱりしている。だが内面もそうかどうかはうかがい知れなかった。

　リョウトは視線を立っているスイリンに向けた。

　シドが今後もスイリンを狙ねらってくることはほぼ間ま違ちがいない。師匠の事情を知っているに違いないシドと接せつ触しよくするには、スイリンと一緒にいるのが得策だ。

　それに、スイリンを無事みやこに送り届けるという当初の約束ももちろんある。

「……でも、『晦冥五患』を避けないといけないのでしょう？」

「二重丹田っていうのはばれてない、というか普ふ通つう考えつかないにしてもだ、ウィルドライヴがけっこうできるのに法術使えないってとこまでは知られたからなぁ。師匠に怒られる、また言いつけ破ったって」

「……はい」

「消えるときの反応見る限りじゃ、秘密を知ったぞ！　みたいな感じはなかったから、まだ大丈夫そうな気はするけどな」

　今のところはまだ、シドらの狙いはおれにはない、はず、とリョウトは言う。

　だが、今後はどうなるかわからない。

「それなら、ここで別れてもかまいません」

「かまいますー。おまえ、はいそうですかさようなら、ってできるわけないだろ。自分を犠ぎ牲せいにしようって考えやめろよ」

　たしなめられて、スイリンはしゅんとした。

「ごめんなさい」

「本音を言えば？　おれにいてほしい？　いてほしくない？」

「……おまえがいると安心できます」

「よし、決まり」

「あ、あたしも行くからな、もちろん」

　キサが慌あわてて割って入った。シドや晦冥五患に因縁の深い二人と違って、キサには直接に一緒に行く動機はない。でも、キサは一緒に行くつもりだった。理由は……キサはリョウトを見る……言うまでもない。

「今さら、危ないから別れろとか……言わないでよ」

　唇くちびるを尖らせてすねたように言う。

「言わないよ。今回にしたっておまえがいなかったら終わってたしな。頼りにしてる」

「う、うん」

　ぎこちなく、キサはうなずいた。




　　　・




「さあ、じゃあみやこに向かって出発するか！」

　リョウトは、まだ疲労が抜けていないが、なるべく力強く宣言した。

「待ってください」

　水を差したのはほかならぬスイリンだった。

「この者たちを放置していくわけにはいかないでしょう」

　それはシドによって眠りから覚まされ、凶獣ビーストの一部にされたあげく散乱したままの多数の死人のことだった。

「地上では埋葬はどうするんですか？」

「埋めるか燃やすかだけど……」

　土葬が普通だが、都市部では火葬も行われている。

「ではそうしましょう」

「埋めるか？　穴掘って？　この人数を？」

　かといって火をつけるにも、ばらばらになった死体を集めなければいけないし、それだけでも、死闘を潜くぐり抜けて疲れきった体には負担が大きい。埋めるとか燃やすとか言わなきゃよかった、と激しく後悔した。

　リョウトは、キサを向いて一言、

「……ほんとうに火術使えないの？」







あとがき







　やぁ。




　どうも在原です。おはようございます。

『ウィルドライヴ』です。どんな話かというと、いろいろと気をつかう話になります。いろいろと気を回す話でもあります。

　楽しんでもらえれば幸いです。




　ハイファンタジーといえば現実の世界と接点を持たない、異世界を舞台にしたファンタジーのことだそうで、それに従うと本書もハイファンタジーとなりそうです。

　そこで問題になるのが「その世界特有の言葉などをどう処理するか」ということです。長さや重さなどの単位がその代表ではないでしょうか。




　この話ではメートル法を採用していますが、それだと異世界感がやや減ってしまうのは否めません。しかし日常使っている単位ですので、わかりやすさでは一番だと思います。

　欧風ファンタジーの場合、フィートとかポンドとかリーグとかを使うと、実在の単位なのにも関わらず、それなりにファンタジーっぽさが出ますね。

「ヤツまでの距離は一〇メートル」より「ヤツまでの距離は一〇ヤード」にしたほうがファンタジーっぽい。

　あ、でもヤードだとファンタジーというよりゴルフっぽいかも。




　他にもお金の単位とか、物の名前とか、動植物とかいろいろありますね。

　重厚な本格ファンタジーなら全部オリジナルでやったほうがいいのかもしれません。

　ディテールの作りこみとわかりやすさのせめぎあいです。

　今回の話はどっちかというとわかりやすさを優先したというかたちになると思います。読みやすくなっているといいんですが。




　それでは。
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